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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ロートレアモン騎士国──通称「竜を飼う国」。

　北方にはゼファロス帝国、南方にはシェブロン王国。

　大陸の二大列強に挟まれた、この人口五百万足らずの小国には、ある特殊な学院が存在する。




　アンサリヴァン騎竜学院。

　ドラゴンと契約を交わした少年少女たち──竜飼い人ブリーダーを教え、導くための学院である。






プロローグ









「アッシュの退院を祝って、乾杯！」

　生徒会長のレベッカが、晴れやかな笑顔で音頭を取った。

　ここは学生食堂〈ラ・テーヌ〉。アッシュの退院記念パーティーということで、今夜は貸し切りになっていた。

「おめでとう、アッシュ。明日からはまた、生徒会の激務が待っているぞ」

　にやりと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむレベッカ。

「君の無む茶ちやぶりには慣れたつもりだったが……僕はまだ、君を侮あなどっていたようだな」

　眼鏡めがねの位置を指で補整しつつ、仏ぶつ頂ちよう面づらで皮肉をいうマックス。

「おい、アッシュ……ここは天国か？　エーコちゃんにシルヴィア王女、レベッカ姐ねえさん……さらには天才少女のルッカ・サーリネンまで！　ジェシカだって、ああ見えて男子には人気あるんだぜ？　このハーレム野郎め！」

　アッシュに耳打ちしたのは、レイモンである。生徒会役員の美少女たちに囲まれて、すっかりご満悦の様子だった。

「まったく……これに懲こりたら、二度と無茶はするんじゃないぞ？」

　一方、シルヴィアはあくまでも毅き然ぜんとして、諭さとすように告げたのだが、

「うふふ。アッシュ様が退院されたと聞いたときの姫様ったら、あんなにも喜んで──」

　侍女として控えていたコゼットが、笑顔で茶々を入れる。

「コゼット！　お前はまた余計なことを──」

「あの……わたしが立ち直れたの、アッシュのおかげ。ガウェインも、アッシュにとても感謝してる」

　シルヴィアの陰に隠れそうになりながらも、一生懸命に感謝の気持ちを伝えてきたのは、ルッカだった。

　元々、無口で無表情、妖よう精せいのように浮世離れした少女なのだが、選抜合宿の一件を経へて、随分と打ち解けた感がある。アッシュが入院していた間は、率先して身の回りの世話をしてくれた。

「気にすんなって。俺おれだってルッカとガウェインには助けられたんだからな。あの騎竜演舞が成功してなかったら、生きて帰れたかどうかも怪しいわけだし」

　アッシュの言葉に、ルッカはほんのりと頰ほおを染めた。しばらく、もじもじとしてうつむいていたが、なにかを決意したように、急に顔をあげた。

「あの……良かったら、夏休み、わたしとエクブラッドの里に──」

「はぁん、アッシュ様！　合宿以来、わたくしの身体は夜な夜な疼うずいてばかり！　今夜は寝かせませんわよ！」

　なにかを懸命に伝えようとしていたルッカを遮って、今度はジェシカが悩ましい声をあげながら、アッシュに迫ってくる。

「こっ、こらジェシカ！　どさくさに紛れてなにをいっている!?」

　たちまち、シルヴィアが目くじらを立てた。

「あら、どうして姫様がお怒りになる必要があるのかしら？　これはアッシュ様とわたくしの問題ですわよ？　それとも、姫様もアッシュ様のことが……？」

「そっ、そんなはずがないだろう！　私はただ、お前の破廉恥極まりない言動が許せんだけだ！」

　睨にらみ合うシルヴィアとジェシカの形相に、アッシュはたじたじとなった。

　そういえば、先ほどからエーコが妙に大人しいな……と思い、隣席を窺うかがってみると──

「じゅるり……」

　エーコは明らかに、ローストチキンに魅せられていた。

　ウェイトレスの解説によれば、シェブロン産の高級若わか鶏どりを丸ごと一羽、こんがりと焼き上げたそうだ。

「こらこら、聖せい女じよ様への祈りが先だぞ」

　アッシュはさりげなく、エーコに耳打ちした。食前に聖女ロサ・マリアへの祈りを捧ささげるのは、基本的なマナーである。

　食欲の塊かたまりと化したエーコを見て、周囲から苦笑が漏れた。

　それが好意的な笑いであるのはわかっているのだが、アッシュとしては、身内の恥をさらしているような気分になってしまう。












　事実、幼竜のエーコはアッシュの相パ棒ルであり、今では身内も同然だ。

　飼い主であるアッシュとは、竜族との契約の証あかし──〈星せい刻こく〉を通じて、深くつながっているのだから。

　──それにしても……。

　アロンヌ湖こ畔はんで実施された選抜合宿の記憶が、アッシュの脳裏をよぎった。

　再び屍灰竜ネクロマンシアを召喚し、襲いかかってきたミルガウス。

　皆で力を合わせた結果、なんとか撃退したものの、アッシュは重傷を負った。結局、アンサリヴァン市に帰還したあとも、病院で二週間を過ごす羽目となったのだ。

　──ミルガウスの奴やつ……エーコを〝アヴァロンの皇女〟と呼んでいた。あれはどういう意味なんだ？

　一刻も早く、教師のアンジェラに問い合わせたいところだった。

　ところが、アンジェラはウィリンガム霊れい廟びように出張したまま、なかなか帰ってこない。先日、アンジェラ自身が発見した隠し部屋について、調査を続けているのだ。

　──皇女か……。

　今までは深く考えないようにしてきたが、そろそろ真剣に向き合わねばならないときが来たのかもしれない。

　アッシュがエーコの飼い主になった意味。

　エーコが他のドラゴンとは違い、少女の姿で生まれてきた意味。

　そして、エーコがこの時代に生まれてきた意味……。

　アッシュがぼんやりと物思いにふけっている間に、聖せい女じよへの祈りは終わっていた。

「もらったわ！」

　エーコはナイフで切り分ける暇ひまも惜しんで、ローストチキンにかぶりついている。肉に歯を立てた瞬間、ジュッと音がして、肉汁があふれた。

「はふはふ……んん～、なんて美お味いしいの！」

　その幸せそうな笑顔を守るためにも、ミルガウスとは決着をつけねばならない。アッシュがひそかに決意を固めたそのとき、レベッカが声をかけてきた。

「どうした？　浮かない顔だな」

「いや、その……」

「いろいろと思うところはあるだろうが、今夜だけは忘れるといい。なんといっても、君の退院祝いなのだからな」

　どうやら、レベッカはすべてをお見通しのようだった。

「はは……そうですね。今夜くらいは、のんびり楽しませてもらいます」

　アッシュは努めて笑顔を浮かべると、グラスを一気に呷あおったのだが──。

「ぶほっ！　レ、レベッカさん……これって、もしかして……？」

「なに、ただのマスカットジュースだ」

　以前にも同じような台詞せりふを聞いたことがあるな……と思い出し、アッシュは苦笑した。

「気にするな。お隣のシェブロン王国では、子どもだって水代わりに飲んでいる」

「ここは騎士国ですけどね……」

「堅苦しいぞ、アッシュ。入院生活も長かったのだから、さぞかしストレスが溜たまっているだろう。今夜は無礼講なんだから、少しくらい羽目を外しても構わんのだぞ？」

　レベッカがにんまりと微笑を浮かべたそのとき、

「そんなに溜まっているのでしたら、今すぐわたくしがお相手しますわ！　一滴残らず、搾しぼり取って差し上げます！」

　ジェシカが新たなボトルを手に、ずいっと身を乗り出してくる。

　宴はまだ始まったばかりだというのに、ジェシカの頰ほおはほんのりと赤く染まり、瞳ひとみは潤んでいた。

「おまっ……なにか勘違いしてるだろ！　溜まってるのはストレスだからな！」

　アッシュが全力で反論した、そのときだった。

「なにかが……近づいてくる」

　ルッカが天井を見上げつつ、ぼそりとつぶやいたのだ。エクブラッド人に特有の、先端がピンと尖とがった耳が、ぴくぴくと反応している。

「近づいてくるって……なにが？」

　アッシュがルッカの横顔に目を向けた直後、

　──どぉおおおおおん！

　なにかが爆発したような衝撃とともに、店の窓ガラスがビリビリと震えた。

「なにごとだ!?」

　レベッカが鋭い口調で叫ぶ。

　一同が愕がく然ぜんとして、窓際に駆け寄ろうとしたそのとき──

「失礼いたします！」

　威勢良く扉を開け放ったのは、モスグリーンの騎竜服ドラグスーツに身を包んだ女性だった。

「第一級宮廷郵便士、オルエッタ・ブランであります！　シルヴィア王女殿下に、騎士王パラデインからの文をお届けに上がりました！」





　　　　◇






　女子寮エポナ舎の最上階、王室専用ルーム。

　寝間着に着替えたシルヴィアは机に向かい、父からの手紙を読みふけっていた。

　学生食堂〈ラ・テーヌ〉では、まだまだパーティーが続いているのだが、シルヴィアは日付が変わる前に退席させてもらった。

　父からの手紙が、やはり気になったのだ。

　筆無精な父がわざわざ手紙をよこすなど、よほどの事態としか思えない。

「ふう……そういうことか」

　手紙を読み終えたシルヴィアは、重苦しい溜ため息いきを漏らした。

「まったく、父上にも困ったものだな」

　手紙を机の上に放ほうり出すと、ベッドに寝転がる。一抱えもある枕まくらを抱き締めると、ごろごろと転がり始めた。そうせずにはいられなかった。

「お行儀が悪いですわよ、姫様」

　就寝前のハーブティーを運んできたコゼットが、やんわりとたしなめてきたが、シルヴィアは右へ、左へと、交互に転がり続ける。

「お父上は、なんと？」

「大陸会議〈エリュシオン〉に、私も出席せよと……お命じになったのだ」

「それはそれは、おめでとうございます」

　──大陸会議〈エリュシオン〉。

　このアルク＝ストラーダ大陸には、五年に一度、各国の首脳を集め、会談を行う習わしがある。

　主催は、ロサ・マリア教の総本山であるエスパーダ聖庁。

　開催地については、その都度、エスパーダの教皇が占いによって定める。

　通算七回目となる今回の会議は、ロートレアモン騎士国の首都、フォンティーン市が選定された。

　今いま頃ごろ、故郷のフォンティーン市は大わらわとなっていることだろう。

「……この大陸の未来を左右する、大事な首脳会談なのだぞ？　私には荷が重すぎる」

「それだけですか？　姫様が悩んでおられるのは、別のことにあると推察いたしますが」

　そういって、コゼットは微笑した。

「どうして……そういいきれる？」

「今の姫様は、とっても〝女の顔〟をされているのですもの」

「バ、バカをいうな！　なにが女の顔だ！」

　シルヴィアが動揺している間にも、コゼットは「失礼します」と断って、騎士王パラデインからの手紙を手に取った。

「あらあら。『帰省の際は、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコを同伴せよ』と書かれてありますわね。これは一体、どういうことでしょう？」

　コゼットは、見るからに楽しそうな様子である。

「……既に、ふたりの噂うわさは父上の耳にも入っているということだ」

「うふふ。アッシュ様と、フォンティーン城までの旅路をともにするわけですね。姫様が悩ましいお顔をされている理由が、ようやくわかりましたわ。ランスロットの手綱を握る姫様の腰を、アッシュ様が背後から強く抱き締めて──」

「妙な妄想はやめんか！　別に、わたしはなんとも思っていないんだからな！　そもそも我が家の家訓には、『男女七歳にして同乗せず』とあるではないか。そ、そうだ……私はランスロットとともに帰省するが、アッシュは陸路でも構わんだろう！」

「あらあら、今さらですわね。もう既に、アッシュ様とは何度も相乗りされてますのに」

「……！」

　その瞬間、アッシュと相乗りしたときの記憶が、びっくりするほど鮮明に甦よみがえった。背後から、腰のあたりを強く抱き締めてくるアッシュの腕を、まざまざと感じた気がした。

「うっ、うるさい！」

　シルヴィアは頰ほおに熱を覚えながら、コゼットに枕まくらを投げつけたのだった。





"Mail Dragon ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第一話　姫騎士のプロポーズ









　退院パーティーの翌日。

　学期末考査を一週間後に控えているため、午後の授業が終わると同時に、学院生の多くはそそくさと帰宅した。

　アッシュ自身、さっさと帰って自習をするつもりだった。試験前は生徒会活動も休止となるので、生徒会室に立ち寄る必要もない。

「そういや、エーコちゃんは欠席か？」

　既に帰り支度をすませたレイモンが、アッシュに訊たずねてきた。

「ああ、昨日のパーティーが祟たたってな……というか、〝欠席〟という表現は間違ってるぞ。元々、あいつが勝手に忍びこんでただけだしな。そのくせ、すぐに居眠りするし……」

「ははっ、可愛かわいいじゃねぇか。面白くもない授業に出てくるのは、お前のそばから離れたくないからだろ？」

「あいつに限って、それはないだろ……」

　アッシュは苦笑しつつ、普段はロッカーに入れっぱなしの教科書を鞄かばんに詰めこんだ。レイモンが大おお袈げ裟さな溜ため息いきをついたが、その理由はよくわからなかった。

　そのとき、誰だれかがアッシュの席につかつかと歩み寄ってきた。

「……アッシュ。話がある」

　顔をあげると、なんとシルヴィアだった。

　シルヴィアが教室で誰だれかに──ましてや男子生徒に声をかけるなど、滅めつ多たにないことである。

　確かに、ここ数ヵ月、幾多の苦難をともにしたことで、以前よりは親しみやすくなったと思う。

　だが、教室では相も変わらず、凛りんとして厳しい〈蒼氷色の姫君アイスブルー・プリンセス〉なのだ。

「そういうわけなら、邪魔者はひとり寂さびしく退散しますか」

　にやにやと笑いつつ、レイモンは教室をあとにした。

　帰り支度をしていた生徒たちも、ちらちらと好奇の視線を向けてくる。

「えっと……なにか用か？」

　そわそわと落ち着かない気分を覚えながら、アッシュは訊たずねた。

「その……実はだな……父上からの……命令で……わ、わ、私と一緒に…………」

「一緒に？」

「やっ……やっぱり、なんでもない！」

「姫様っ!?」

　アッシュが呼び止めるのも聞かず、シルヴィアは一目散に駆け出した。あっという間に教室を飛び出してしまう。

「……なんなんだ？」

　アッシュはぽかんとして、シルヴィアがくぐり抜けた扉を見つめた。





　　　　◇






　学院の付属図書館で二時間ほど試験勉強をしたあと、アッシュは男子寮に戻った。

　実技には自信がある反面、筆記試験は苦手なので、じっくり復習しておく必要があったのだ。

　ちなみに、寮に戻るとエーコがいるため、勉強の能率は著しく下がってしまう。そのため、わざわざ図書館に寄ったのである。

　既に、夕刻に差しかかっていた。

　男子寮アポロ舎の建物は、真まっ赤かに染まっている。入口の扉に向かったそのとき、

　──どぉおおおおおん！

「うわっ！」

　衝撃音と同時に、暴風が背中に吹き付けてきた。前のめりになった拍子、扉に顔面から突っこんでしまう。

「なんなんだよ、一体……！」

　ズキズキと痛む額を撫なでながら、アッシュは背後を振り返った。

「失礼いたします！　アッシュ・ブレイク殿ですね？」

　見覚えのある女性が、翼竜ストラーダの背にまたがっている。二十代前半とおぼしき、快活な女性だった。肩先で切りそろえた髪型が、夕風になびいている。昨夜、学生食堂〈ラ・テーヌ〉に顔を出したときと、寸分違たがわぬ姿だった。

「第一級宮廷郵便士、オルエッタ・ブランであります！　貴殿に文をお届けに参りました！」

「俺おれに……？」

　アッシュが首をかしげていると、オルエッタは鞍くらから飛び降りた。たすき掛けにしたショルダーバッグから封筒を取り出すと、アッシュに差し出してくる。

「差出人は、誰だれです？」

「それは秘密です」

　くすりと微笑ほほえむと、オルエッタは再び翼竜ストラーダにまたがって、あっという間に飛び立ってしまった。





　　　　◇






　アッシュが部屋に戻ると、エーコはベッドの上で大の字になって、くぅくぅと寝息を立てていた。枕まくら元もとには、児童向けの絵本が何冊も散らばっている。おそらく、コゼットがエーコのために差し入れてくれたのだろう。

　いつ見ても、その寝顔だけは天使のように無邪気で、可愛かわいらしい──と思った途端、エーコは寝返りを打った。

　その拍子にスカートの裾すそがまくれ上がり、真まっ白しろな太ももがあらわとなる。今にも下着が見えてしまいそうだった。

「わわっ……！」

　アッシュは慌てて、スカートの裾を元に戻してやった。

　頭では幼竜だとわかっていても、こんな状況が訪れるたび、ドキドキせざるを得ない。

「ったく、心臓に悪いな……」

　アッシュは深呼吸をして気分を落ち着けると、自分用にこしらえた寝床に座りこんだ。

　そして、先ほど受け取った手紙の封を切る。

　今さらながら、とても高級な封筒だと気づいた。近所の文房具店で売っているような代しろ物ものとは、紙の質が違うのだ。

　アッシュは壊れ物でも扱うように、おそるおそる便びん箋せんを取り出した。




　──明日の昼休み、校庭の噴水前にて待つ。




　したためられた文面ときたら、たったの一行。

　便びん箋せんにも、差出人の名前は記されてはいなかった。

「なんだこりゃ？」

　拍子抜けのあまり、声に出してつぶやいたそのとき、

「うにゅ……帰ってたんだ？」

　エーコが眠たげに目をこすりつつ、ゆっくりと起き上がった。

「悪いな。起こしちまったか？」

「その手紙……なに？」

「ああ、これか？　さっき、郵便士から受け取ったんだけど……」

　アッシュはエーコに手紙を見せた。

　生後三ヵ月の幼竜とはいえ、エーコは竜種の記憶ドラグワースを利用して、様々な情報を獲得することができる。もちろん、文字だって読むことができる。今はまだ、絵本にしか興味を示さないが、もっと成長すれば文学作品だって読めるようになるだろう。

　エーコはしばらく、手紙の文面と睨にらめっこしていたが、突然、眉まゆを吊つり上げた。

「果たし状とは、いい度胸だわ！」

「いやいや、それはないだろ……」

　いきり立つエーコをなだめつつ、アッシュは首をひねるのだった。





　　　　◇






「……で、なんでお前も一緒なんだよ？」

　翌日の昼休み、アッシュは手紙に従って、校庭の噴水前にたたずんでいた。校庭にはベンチが並んでいて、多くの生徒たちが昼食を摂とりながら談笑している。

「決まってるでしょ？　あたしはあんたの飼い主なのよ？　あんたに果たし状を送るってことは、あたしに喧けん嘩かを売ったも同然！　このあたし自ら、踏みつぶしてやるわ！」

　アッシュの隣では、制服姿のエーコが腕組みをして、謎なぞの差出人を待ち受けていた。

「だから、その可能性はないといってるだろ？」

　果たし状を送られるほど、誰だれかに恨まれるようなことをした覚えはない。

　一昔前ならば、〝学院一の問題児〟として、各方面から睨まれていたアッシュだが、エーコが誕生し、生徒会に所属したことで、最近では平穏な日々が続いている。特に、レベッカの庇ひ護ごは大きいと思う。

「それにしても、遅いわね……どれだけ待たせれば気がすむのよ？」

　エーコの言葉に刺とげがあるのも、無理はない。

　昼休みが始まってから、かれこれ三十分は経過しているのだ。

「ん……？」

　そのとき、アッシュは背後から誰かの視線を感じた気がして、素早く振り返った。

　木陰から、密ひそかにこちらを覗のぞきこんでいる女子生徒の姿があった。

　自分では隠れているつもりなのかもしれないが、その燦さん然ぜんと輝く金髪だけは、隠しようもなかった。

「姫様……か？」

　アッシュと視線が合った途端、シルヴィアは顔を強こわ張ばらせ、一目散に逃げ出した。

「待ってくれ、姫様！　俺おれに用があるんだろ!?」

　アッシュは慌てて、シルヴィアの背中を追いかけた。

「もしかして……差出人って、シルヴィアなの？」

　一緒に駆けながら、エーコが訊たずねてくる。

「たぶんな。考えてみれば、昨日の放課後の態度、わざわざ宮廷郵便士が出張ってきたこと、やたらと高級な封筒と便びん箋せん……これだけの状況証拠がそろえば、差出人が姫様だって可能性は高い。おーい、姫様！　なんで逃げるんだよ！」

「そっ、そんな大声で私を呼ぶな！　ランスロットよ……シルヴィア・ロートレアモンの名において、汝なんじを召喚する！」

　刹せつ那な、シルヴィアの前方に閃せん光こうがほとばしり、聖竜マエストロランスロットが顕現した。

　シルヴィアはすかさず、ランスロットに飛び乗った。片足を振り上げて、素早く鞍くらにまたがる拍子、制服のスカートが派手にまくれあがる。

　純白の布地が、アッシュの視界に飛びこんできた。アッシュがドキリと胸を高鳴らせたときにはもう、ランスロットは飛ひ翔しようしていた。

「マジかよ!?」

　アッシュは呆あつ気けにとられた。ランスロットを召喚してしまうほど、シルヴィアは逃げ出したい気分だったというのか。

　そもそも、騎竜服ドラグスーツを着用せずに騎乗するなど、れっきとした校則違反だ。あの堅苦しいシルヴィアが校則を破るなど、よほどの事態といえた。

「ちょっと、あたしを誰だれだと思っているの!?　踏みつぶされたくなければ、今すぐ戻ってくるのよ！」

　エーコが地団駄を踏みながら、空に向かって叫ぶ。

「いやいや、ランスロットが相手じゃ……逆に踏みつぶされるだろ」

　アッシュは肩をすくめて苦笑した。

「なんですって！」

　エーコが怒りに頰ほおを染め、アッシュに食ってかかる。

　そのときだった。

「こ、こら、ランスロット！　私は飛べと命じたのだ！　誰が着陸しろといった!?」

　なんと、ランスロットは噴水前に急降下すると、ぺたんと座りこんでしまったのだ。それどころか、エーコに向けて、ぺこりと頭を垂れた。

「まさか……本当に、エーコの命令を聞いたのか？」

　アッシュは半信半疑で、エーコの横顔を窺うかがった。

　エーコは得意満面、ふくらみとは無縁な胸を反らすと、一歩を踏み出した。

「ふん、もう逃げられないわ。どうしてアッシュに果たし状を送ったのか、聞かせてもらうわよ！」

「べ、別に……あれは果たし状なんかじゃ……」

　岩のように動かないランスロットにまたがったまま、シルヴィアは涙目になっている。竜騎士ドラグナーにとっては、最も屈辱的な状況といえた。プライドの高いシルヴィアにとっては、なおさらだろう。

「なあ、姫様。なにか悩みがあるのなら、俺おれが聞くからさ……」

「そっ、そんな憐あわれむような目で私を見るな！」

「すまん……」

「ええい、わかった！　もはや逃げぬ！　もはや迷わぬ！　私は、このロートレアモン騎士国の王女なのだからな！　アッシュよ、心して聞いてくれ！」

　ランスロットの背中で、シルヴィアは声をふりしぼった。

「私と一緒に……父に会って欲しいのだ！」

　その瞬間、校庭は時間が凍りついたように、しん……と静まり返った。

　アッシュ自身、ぽかんとして、思考停止に陥ってしまう。

「うおおおおっ！　姫様がプロポーズしたぞ！」

　誰だれかが叫んだのを皮切りに、校庭は騒々しくなった。

　いつの間にか、校庭で昼食を摂とっていた生徒たちが集まっていたのである。

　生徒たちが色めき立ったのも、無理はない。

　一般に、竜騎士ドラグナーが意中の相手に求婚プロポーズするときは、竜パルに騎乗した状態で行うのが慣例となっている。シルヴィアはランスロットに騎乗して、「父に会って欲しい」と要求した。

　はたから見れば、それはプロポーズ以外のなにものでもなかったのだ。

「前から怪しいとは思ってたけど……そこまで進展してたのか！」

「いやいや、いくらなんでも身分が違いすぎるだろ？」

　校庭は騒然となって、誰もがアッシュとシルヴィアに好奇の眼まな差ざしを向けている。

　シルヴィアは真まっ赤かになって、反論した。

「いっ、今のは、そういう意味ではない！　断じて違う！　それに……プロポーズなら、やはり殿方のほうからしてもらうほうが……いや、そうではなくて！　アッシュ、あとは任せたぞ！」

　シルヴィアは自や棄けになって叫ぶと、ランスロットの背から飛び降りて、校舎のほうへ駆け出してしまった。

「ええっ!?　そりゃないだろ、姫様……」

　アッシュが愕がく然ぜんとしてつぶやいた直後、

「で、アッシュのほうはどうなんだよ!?」

　今度はアッシュのもとに、次々と生徒が押し寄せてきた。当然、そばにいたエーコも巻き添えとなった。ふたりそろって、揉もみくちゃにされてしまう。

「ああもう！　これだから、愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人類は……踏みつぶすわよっ！」

　澄みきった青空に、エーコの怒声が響きわたった。





　　　　◇






　シルヴィアがアッシュに求婚プロポーズした──その誤解をとくには一苦労を要したが、シルヴィアの真意が判明したときの驚きといったら、プロポーズ騒動をはるかに超えていた。

　なんと、騎士王パラデインオズワルドがアッシュとエーコに会いたがっているという。

　相手は一国を統べる王である。

　もちろん、アッシュに拒否権はなかった。





"Doragner's Tradition ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第二話　騎士の都、フォンティーン









　巨蟹宮キヤンサーの月、第十四日──早朝。

　いよいよ、首都フォンティーンに旅立つ日である。アッシュとエーコは旅支度をして、校庭の噴水前にたたずんでいた。

　実は、今日から学期末考査の初日でもあるのだが、シルヴィアと一緒に課外活動届を提出したことで、首都から帰還後に追試を受けることが決まった。

　もっとも、騎士王パラデインに謁見せねばならないという現実を思えば、学期末考査など些さ細さいなことに思えてしまうアッシュだった。

「しっかし……暑苦しい服だな」

　蝶ちようネクタイを指先でいじりながら、アッシュは顔をしかめている。

　アッシュの衣服は、フットマンと呼ばれる男性使用人のものだった。しかも王宮仕様である。漆黒のドレスコートが、やたらと仰々しい雰囲気を感じさせた。

「あたしだって、暑苦しいわよ！」

　一方、エーコはメイド服に身を包んでいる。こちらも王宮仕様である。普段、コゼットが着用しているのと同じデザインだった。意外と似合っているのだが、なまじプライドの高さが邪魔をして、エーコ自身は不機嫌そうだった。

　もちろん、アッシュもエーコも、好きでこんな格好をしているわけではない。

　実は、コゼットの提案だった。

　シルヴィアと一緒に首都フォンティーンに向かう道中、街中で余計な噂うわさが広まらぬように、との配慮である。

　確かに、一国の王女が男子生徒と連れ立っていては、妙な噂が立ちかねない。特に、新聞記者は王侯貴族の色いろ恋こい沙ざ汰たを三度の飯より好むらしい。アッシュとエーコが侍従に扮ふんしているのは、そういう理由だった。

　ちょうどそのとき、予鈴が鳴った。

　寮を飛び出した生徒たちが、慌てて校舎に駆けこんでいく。試験の当日ということもあり、生徒たちは鬼気迫る形相を浮かべていた。

「ふわぁ……」

　と、エーコがあくびを漏らした。早起きが祟たたって、かなり眠たそうな様子である。それでも、朝陽あさひをきらきらと照り返す髪は、ピンクサファイアの結晶をちりばめたかのように神々しい。

「ねぇ……シルヴィアはまだなの？」

「姫様にとっては、里帰りだからな。準備に手間取ってるんじゃないか？」

「なにそれ？　勝手に呼び出しといて、自分は遅刻？　なんて無礼な牝めすなの!?」

「こらこら、姫様を〝牝〟呼ばわりするんじゃない！」












　城内でエーコが余計なことを口走らないよう、今から注意しておくべきかもしれない……と、アッシュは思った。




　予鈴が鳴ってしばらく経たった頃ころ、ランスロットが優雅に着陸した。その背には、シルヴィアとコゼットの姿があった。

「すまん、待たせたな」

　金髪を結い上げ、騎士王家パラデインの紋章が入った騎竜服ドラグスーツをまとったシルヴィアの姿は、あたかも古代神話から飛び出してきたかのようだ。

　と、先ほどまでの眠気はどこへやら、エーコが叫んだ。

「遅いわよ！　大体、この衣装はなんなの？　誇り高き竜族に召使いの服を着せるなんて……心外だわ！」

「あらあら、残念ですわ。せっかくエーコちゃんとおそろいになれて、嬉うれしく思ってましたのに……」

　シルヴィアの代わりに答えたのは、コゼットだった。口もとを手で覆うと、エーコから顔を背け、ぷるぷると肩を震わせている。

「ちょっ……泣くことないじゃない！　その……あんたにはいつも世話になってるし、あんたとおそろいのお洋服を着られるのは、あたしだって嬉しいわよ……」

「うふっ。ありがとうございます、エーコちゃん」

　案の定、コゼットはけろりとして、満面の笑みを浮かべた。

「なっ……騙だましたわねっ！」

　たちまちエーコは激げつ昂こうしたが、あとの祭りである。

「それでは、出発するぞ。お前たちも乗るといい！」

　シルヴィアの凛りんとした言葉が、出発の合図となった。





　　　　◇






　ちょうど騎竜学院を訪れていたアーニャは、蒼そう天てんに舞い上がったランスロットを見上げると、

「アッシュ・ブレイクと幼竜エーコ……出発したのね」

　ぼそりと、暗いつぶやきを漏らした。

　シルヴィアが大陸会議〈エリュシオン〉に列席すること、アッシュとエーコが騎士王パラデインに謁見する機会を得たことは、とっくに知れわたっている。

　もちろん、その情報はアーニャのもとにも届いていた。

　既に、一連の情報はミルガウスに報告済みだ。

　幼竜エーコに並々ならぬ興味を抱いているミルガウスの対応は、迅速を極めた。

　フォンティーン城を舞台とした新たな作戦は、着々と進行中である。

　もちろん、アーニャもこれからフォンティーン市に向かうつもりだった。

　だが……不思議と、これまでのような意欲が湧わかない。

　──最近のミルガウス様は、様子がおかしい……。

　以前のミルガウスは帝国軍情報部の特とく尉いとして、冷徹に任務をこなしていた。

　ところが、幼竜エーコに出会って以来、ミルガウスは変わったように見える。

　今のミルガウスは、帝国軍のためというより、自分のために動いているような気がするのだ。

　もちろん、アーニャはミルガウスという人物に惹ひかれたのであり、ミルガウスがどこの国に所属していようが、黙って従う覚悟だった。

　それならそれで、ミルガウスが抱えている〝なにか〟を打ち明けて欲しいと願うのは、傲ごう慢まんな望みだろうか……？

「ああもう！　あたしったら、なにを考えてるのよ！」

　アーニャは自分自身を叱しつ咤たすると、早足で竜車の停留所へと向かった。





　　　　◇






「なにあれ……あんな大きな街、初めて見るわ！」

　正午を過ぎ、いよいよ陽ひ射ざしが強くなった頃ころ、エーコが感嘆の声をあげた。

　広大なフォンティニヤ平原の彼方かなたに、フォンティーン城の尖せん塔とうが見えてきたのだ。その周囲をぐるりと取り囲む、市街地の景観も──。

「落っこちるなよ」

　背後のエーコに、アッシュは注意を飛ばす。

　エーコは眼前の光景に感動するあまり、アッシュの腰に回した腕をゆるめていた。

　腰に回した腕といえば、アッシュの前ではシルヴィアが手綱を握っている。

　シルヴィアとは、人生三度目の相乗りだった。

　アッシュとしては最後尾でも良かったのだが、ランスロットに騎乗する直前、コゼットがニコニコと笑いつつ、アッシュに二番目を譲ったのである。

　旅の道中、シルヴィアの髪からはずっと薔ば薇らのような香りが漂っており、アッシュを悶もん々もんとさせた。顔に吹きつける風が、シルヴィアの香りに染まったかのようだった。

　少しでもシルヴィアの香りから意識を逸そらすため、アッシュはフォンティーン城に注目した。

　城を中心に、大都市が形成されている。

　街の上空には、警備のための竜騎士ドラグナーが何騎も飛び交っていた。

　なんとなく、非日常的な物々しさを感じさせる。

「なあ、姫様。いつも、あんなに竜騎士ドラグナーが飛んでるのか？」

「そういうわけではない。大陸会議にそなえて、警備が厳重になっているのだろう」

「なるほどな。それにしても……こんな忙しいときに俺おれとエーコを呼ばなくてもいいだろうに。いや、別に騎士王パラデインを非難してるわけじゃないんだけどさ」

「すまぬ……父については、あまり語りたくない」

　強烈な拒絶の意思を感じたので、アッシュはそれ以上の追及を避けた。

　そのとき、都市上空の警備に当たっていた竜騎士ドラグナーたちが、ランスロットの姿に気づいたようだ。空中で隊列を整えると、一斉に敬礼の姿勢となった。

　粛然として敬礼を続ける竜騎士ドラグナーたちに向け、シルヴィアは朗々と応じた。

「大儀である！」




　首都の中心部には、五階建てのフォンティーン城が堂々とそびえ立っている。質実剛健という表現がぴったりの、古めかしい城だった。

　玄関ホールにはメイドが勢揃いし、第四王女の到着を待ち受けていた。

　三十名はいるだろうか。ずらりと左右に居並んで、シルヴィアに深々とお辞儀をする。今にも宮廷音楽が流れ出しそうな光景だった。

「お帰りなさいませ、姫様。騎士王パラデインがお待ちです」

　使用人の代表として、シルヴィアの前に進み出たのは、眼鏡めがねをかけたメイドだった。

「いや、まずは客人の案内をせねば……」

　そういって、シルヴィアはアッシュとエーコに視線を向けたのだが、

「とんでもありません。まずは騎士王パラデインへのご挨あい拶さつが先です」

　眼鏡のメイドは頑として、許さなかった。

「はぁ……わかった」

　溜ため息いき交じりにうなずくと、シルヴィアはアッシュに声をかけてきた。

「そういうわけだ。しばらく別行動となるが、わからないことがあれば、彼女──フリーダに聞くといい」

　アッシュがうなずくと、シルヴィアは玄関ホールの奧に位置する階段に向けて、つかつかと歩き出した。コゼットもシルヴィアのあとに続く。

　シルヴィアとコゼットが階段を上りきり、その姿が見えなくなった途端、勢揃いしていたメイドたちは、蜘く蛛もの子を散らしたように立ち去った。

　なにやら鬼気迫る雰囲気を感じさせた。

「なんなんだ……？」

　アッシュが呆ぼう然ぜんとしてつぶやくと、最後まで居残ったフリーダが歩み寄ってきた。

　アッシュよりも頭ひとつぶん、上背がある。それだけでも威圧的なのに、眼鏡の奥おくの眼まな差ざしときたら、騎士のように鋭かった。

　こんな女性に睨にらまれては、シルヴィアが大人しく従ったのも無理もない……と、アッシュは納得した。

「フリーダ・シェリーと申します。アッシュ・ブレイク様と、竜族のエーコ様ですね？　お部屋を用意してあります」

　にこりともせずに、フリーダは歩き出した。

　玄関ホールから廊下に出ると、壁際には著名な画家や彫刻家による作品が展示されていた。ドラゴンや竜騎士ドラグナーをモチーフにした作品が大半だった。

「あの……フリーダさんもシェリーっていう姓なんですね。ひょっとして、コゼットさんの親しん戚せきだったりするんですか？」

　アッシュがなにげなく訊たずねると、

「コゼットはわたくしの従妹ですが、それがあなたに関係が？」

「い、いえ……すみません」

　じろりと睨にらまれてしまい、アッシュは震え上がった。ほんわかとしたコゼットとは、あまりに対照的な女性だと思った。

　と、フリーダが再び口を開いた。

「大変恐縮ですが、大陸会議〈エリュシオン〉を間近に控え、城内は慌ただしくなっております。本来ならば、あなたがたのような客人を招いている場合ではないのです」

「はは……わかります」

　そこまではっきりといわれては、もはや苦笑するしかない。

　だが、エーコはアッシュほど寛容ではなかった。ぷるぷると拳こぶしを震わせながら、呪じゆ詛そのようにつぶやいたのである。

「いうに事欠いて……招いている場合ではない、ですって？　遠路はるばる、来てやったのに──」

　アッシュは慌てて、エーコに耳打ちした。

「頼むから、城の中で騒ぎを起こすのだけはやめてくれ！　俺おれの首がいくつあっても足りなくなる……」

「むっ……あそこまでいわれて、へらへら笑ってろっていうの？」

「仕方ないだろ？」

「うおっほん！」

　フリーダがわざとらしい咳せき払ばらいをしたので、アッシュは言葉を吞のみこんだ。

「そういう事情もあり、わたくしどもには、あなたがたのお相手をする余裕はないのです」

　フリーダは平然と、火に油を注ぐようなことをいう。今にも怒声を飛ばしそうなエーコの口を押さえつつ、アッシュは答えた。

「別に、無理して相手をしてもらわなくても構いませんよ。騎士王パラデインに謁見したら、俺たちはすぐにでも帰ります。大陸会議なんて、俺たちには関係ないですしね」

「賢明なご判断です。とはいえ、お客様を放置してしまっては、ロートレアモン家の沽こ券けんに関かかわります。幸いにも、ヴェロニカ王女殿下があなたがたのお世話係を派遣してくださいましたので、ご安心を」

「えっ？　ヴェロニカ王女が……？」

　アッシュは妙な胸騒ぎを覚えた。




　フリーダが足を止めたのは、四階の廊下に面した扉の前だった。

「こちらのお部屋です」

　フリーダが金色のドアノブに手を触れたそのとき、

　──どどどどどっ！

　扉の奧から、異音が響いた。まるで、雪崩なだれを思わせる大音響だった。

「なっ……なにごとですか!?」

　フリーダが血相を変えて、客室に踏みこんだ。

「申し訳ございませ～ん！」

　無造作に散らばった蔵書の中央、わんわんと泣いているのは、年若いメイドだった。

「プリムさん……!?」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　そう、目の前にいるのは、コゼットの姉──プリムローズ・シェリーだったのである。本来ならば、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスの艦内使用人を務めているはずだが……。

　いや、そんなことよりも、プリムはなぜか下着姿だった。はち切れんばかりの肉体が、純白の下着をギュッと押し上げている。

　見事な谷間に、アッシュが釘くぎ付づけになりそうになった途端、

「こら！　凝視してんじゃないわよ！」

　エーコの肘ひじ鉄てつが脇わき腹ばらに炸さく裂れつした。

「ごふっ！」

　アッシュは反論することもできず、脇腹を押さえて煩はん悶もんした。

「プリムさん！　その格好はなんですの!?」

　フリーダがプリムを問い詰める。

「そ、それはですね……わたくしがお掃除をすると、なぜかお洋服がドロドロに汚れてしまうので……いっそ裸で作業をすれば、お洋服が汚れずにすむのではと思いまして！」

「メイド服など、いくら汚れてもよいのです！　大体、この惨状はなんですか！」

　散らばった本。横倒しになったバケツ。水浸しの床。散乱する雑ぞう巾きん。不自然にめくれ上がった絨じゆう毯たん。

　掃除を始める前のほうが、よっぽど綺き麗れいだっただろうな……と、アッシュは思った。




　プリムが鼻をすすりつつ、メイド服を着ている間に、フリーダはさっさと退室してしまった。

　今後は、プリムがアッシュとエーコの世話を担当する──それだけをいい残して。

　フリーダにしてみれば、アッシュとエーコの来訪など、厄やつ介かいごとでしかないのだろう。要は、役立たずのプリムに丸投げしたというわけだ。

　そんなプリムを派遣したヴェロニカも、実に人が悪いといえる。確かにアッシュとは顔見知りなので、適任者といえなくもないのだが……。

「またお会いできて、とっても嬉うれしいです。アッシュ様！」

　と、ようやくメイド服を着終えたプリムが、嬉き々きとして近寄ってきた。フルーツのような香りがして、アッシュは不覚にもドキリとしてしまう。

「ど、どうも……お久しぶりです、プリムさん」

「なによ、この女？　まさか……現地妻じゃないでしょうね？」

　エーコが不機嫌そうに、アッシュの脇腹をつねってきた。

「どこでそんな言葉を覚えたんだよ!?　こちらはプリムローズ・シェリーさん。コゼットさんのお姉さんだよ」

「へぇ……確かに、顔はコゼットと似てるわね。メイドとしては使えないみたいだけど」

「はうっ！」

　エーコの毒舌に胸を貫かれ、プリムはのけ反ってしまう。

「こらこら、少しは言葉を選べって！」

「いいんです……アッシュ様。わたくしがドジなのは、事実ですから……。ところで、そちらが噂うわさのエーコちゃんですか？」

　プリムは興味津々の様子で、エーコをまじまじと見つめてきた。

「な、なによ……」

　エーコはやや気け圧おされている。厳密には、プリムの胸に圧倒されているのだろう。たぷん、たぷんと、エーコの鼻先で揺れているのだ。

「まあまあまあ！　本当に角があるんですね！　触ってもよろしいですか？」

　子どもが小動物に手を伸ばすように、プリムはエーコの角に手を伸ばした。

「ちょっ……よろしくないわよ！」

　たちまちエーコは牙きばをむいて、サッと飛びのいた。

　先日、ルッカのせいで「角を甘嚙みされると無力化する」という弱点が露呈して以来、エーコは角に触れられるのを警戒するようになったのだ。

「そんなことより、さっさと部屋を片づけてよね！　これじゃあ、落ち着いてお茶も飲めないじゃないの！」

「あうう……申し訳ございません。今すぐ片づけますので……」

「あ、俺おれがやりますよ」

　アッシュが申し出ると、プリムは文字通り、その場で飛び上がった。

「滅めつ相そうもないです！　メイドがお客様に掃除を手伝わせるなど、万死に値します！」

「いえ、手伝うっていうか……掃除はすべて俺がやりますから。プリムさんには、エーコの相手をお願いします」

「えっ、でも……」

「お願いします」

　アッシュが真顔で迫ると、プリムは不承不承ながらも、うなずいた。




　家事は得意なだけあって、掃除は三十分足らずで終わった。もしプリムに任せていたら、日が暮れていただろう。

　改めて、アッシュは室内をぐるりと見渡した。

　城内の客室だけあって、家具はどれも一級品。

　天井には、大粒の竜りゆう綺き華か晶しようをちりばめたシャンデリア。

　夏場なので出番はないが、暖炉もそなわっている。

　ベッドが二台あるのも、涙が出るほど嬉うれしかった。普段、学生寮ではエーコにベッドを譲り、アッシュ自身は床で寝ているのだから……。

　と、窓から外を眺めていたエーコが、子どものような歓声をあげた。

「ふわあ……見て見て！」

　客室は四階にあるので、首都を一望することができる。

　アッシュもエーコの隣に並んで、街を見下ろした。

　絵画でしか見たことのない街並みが、眼下に広がっている。大聖堂や歌劇場といった巨大建築があちこちに見られるのも、首都ならではの景観だった。

「…………」

　さりげなくエーコの様子を窺うかがうと、案の定、そわそわしている。

　時折、ちらっ、ちらっと、アッシュに視線を向けてくるのだが、視線が合った途端、ぷいっとそっぽを向いてしまうのだ。かれこれ三ヵ月も一緒に暮らしていれば、エーコがなにを望んでいるのかは、すぐにわかった。

　まだ陽は高いし、別段、外出を禁じられているわけでもない。

「街に出てみるか？」

　アッシュが提案した途端、エーコは花が咲き誇るような笑顔を見せたのだが、ハッとして仏ぶつ頂ちよう面づらになると、腕組みをした。

「ふん……仕方ないわね。あ、あたしは別に、どっちでもいいんだけど、あんたがどうしても行きたいっていうのなら、付き合ってあげてもいいわ。でもね、その前に……」

「その前に？」

「さっさと着替えるわよ！　メイド服なんて、もうこりごりだわ！」

　エーコは無造作に、窮屈そうなメイド服を脱ぎ始めた。たちまち、真まっ白しろな撫なで肩がたや、背中、そして腰のラインがあらわとなる。

「うわわっ！　ちょっと待て！」

　エーコの素肌から慌てて目を逸そらすと、アッシュは回れ右をした。





　　　　◇






「おお、シルヴィ！　我が愛いとしき娘よぉおおっ！」

　謁見の間では、騎士王パラデインオズワルドが玉座から跳躍し、宙で見事な放物線を描いて、シルヴィアに飛びかかった。

「ええい……鬱うつ陶とうしい！」

　シルヴィアの鉄てつ拳けんが、オズワルドの丸顔に炸さく裂れつする。

「ふごっ……！」

　鼻血を噴いて、オズワルドは背中から墜落した。

　真しん紅くの絨じゆう毯たんに、栄えある騎士王パラデインの鼻血が染みこんでいく。

「今の拳こぶしのキレ……そなたはますます、母親に似てきたのぅ」

　むくりと起き上がり、オズワルドはそんなことをいう。

　シルヴィアの母──王妃エリザベスは、勇ゆう猛もう果か敢かんな聖天竜騎士アーク・ドラグナーとして知られる人物だったが、病気には勝てなかった。

　シルヴィアが二歳の頃ころに亡くなったので、母の記憶はほとんどない。

　王座の背後に飾られた、巨大な肖像画に描かれた母の姿は、凛りんとして気高く、大おお鷲わしのように鋭い目をしている。

　シルヴィアにとっては、憧あこがれの女性であった。自分もいつか、母のような女性になりたいと願っている。

　そんな母とは対照的に、父のオズワルドときたら……この有り様である。

　愛あい嬌きようのある丸顔に、肥満体。歴代の騎士王パラデインに倣って口くち髭ひげと顎あご髭ひげを生やしているが、お世辞にも似合っているとはいえない。

　それよりなにより、そのマッシュルームみたいな髪型は、いい加減にやめて欲しい。本人はいたく気に入っているそうだが、娘としては恥ずかしくて仕方がないのだった。

　残念というか、当然というか、マザー・ドラゴンはオズワルドを竜飼い人ブリーダーには選ばなかった。

「ほれ、シルヴィ。その美しい顔を、もっとよく見せておくれ」

「見せるのは構いませんが……それ以上、近づかないでください。汚らわしい！」

「うほっ！　そんな言葉責めも、エリザベスにそっくりだのぅ！」

　くねくねと身をくねらせるオズワルドを見ていたら、堪忍袋の緒が切れた。

「恥を知れ！　娘に罵ののしられて快楽を覚えるなど……言語道断！」




　父王を蹴けり飛ばし、玉座に押し戻したあと、シルヴィアは真顔になって訊たずねた。

「一体、どういう風の吹き回しなのです？　私はまだ学生で、修行中の身です。そのような私に、大陸会議〈エリュシオン〉に出席せよとは……？」

「なにを謙けん遜そんしておる？　そなたは第四王女にして、竜騎士ドラグナーなのだ。我がロートレアモン騎士国の首脳陣──その一翼を担う資格なら、充分にある。そもそも、そなたを推薦したのは、わしではない。ヴェロニカだ」

「姉上が……？」

　なるほど、あのヴェロニカの考えそうなことだと、シルヴィアは思った。

　騎士王パラデインを目指すと宣言したシルヴィアに、王族としての経験を積ませるつもりなのだ。

　十代のうちに大陸会議〈エリュシオン〉を知っておくことは、確かに貴重な経験となるだろう。

　もちろん、ヴェロニカも第一王女として出席するはずだ。あとでヴェロニカにも挨あい拶さつせねばならないのかと思うと、頭痛を覚えるシルヴィアだった。

「まあ、わしとしては、シルヴィに会えるならなんでも良かったのでな。ヴェロニカの進言を快く受うけ容いれたというわけだ」

「そうでしたか……。では、この忙しい時期に、どうしてアッシュ・ブレイクと幼竜エーコを呼び出したのです？」

　シルヴィアの鋭い眼まな差ざしを浴びても、オズワルドはなんら動じなかった。あくまでも泰たい然ぜん自じ若じやくとして、顎髭を指で撫なでている。

「確かに、忙しい時期ではある。だがな、シルヴィ。知っての通り……わしはお飾りの王に過ぎん。政務の大半は、優秀な部下に任せておる。おかげで、皆が忙しく働けば働くほど、わしは暇ひまになってしまうのだ」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとした。

「つまり……誰だれでもいいから、構ってくれる相手が欲しかったと？」

「うむ、そういうわけだ。アッシュ・ブレイクと幼竜エーコについては、以前から噂うわさを聞いておったのでな」

　シルヴィアはがっくりとうなだれた。まるで子どもだと思った。

　そんなシルヴィアの様子を見て気が引けたのか、オズワルドは弁解がましく告げた。

「無論、それだけではないぞ。アッシュ・ブレイクの功績については、わしも聞き及んでおる。騎士王パラデインとして、しかるべきモノを与えるつもりだ」

「しかるべきモノとは……なんです？」

　シルヴィアが怪け訝げんに思って訊たずねると、しかし、オズワルドは悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべるばかりだった。

「ふっふっ。今こ宵よい、わしはアッシュ・ブレイクと幼竜エーコを晩ばん餐さんに招待するつもりだ。どうしても知りたければ、シルヴィも同席するがよい」

「別に、わたしは知りたくなどありません！」

　シルヴィアはカッと頰ほおを染めると、素早く立ち去ろうとしたのだが、

「……父上にもうひとつ、お訊ねしたいことがあります」

「ふむ、なんなりと訊くがよいぞ」

　暇ひまを持て余しているオズワルドは、さも嬉うれしそうに応じた。

「我が兄、ジュリアスのことです」

　その刹せつ那な、オズワルドの表情がぴしりと凍りついた。

　あれほど陽気なオズワルドが、ジュリアスの名を出しただけで、このザマだ。ジュリアスの処刑から、かれこれ十年が経たつが、今なお、その名は禁忌なのであった。

「兄上は、本当に処刑されたのでしょうか？」

「な、なにをいっておるのだ……シルヴィ？　あれは竜殺しドラゴン・スレイヤーだ。たとえ王子といえども、決して赦ゆるされはしない」

「わかりました。少々、気になったもので……」

「もう二度と、そのようなバカげた質問をするでないぞ？　この世には、いって良いことと悪いことがある」

「……はい」

　シルヴィアは厳粛な面おも持もちで頭を下げると、謁見の間を辞した。

　廊下で待機していたコゼットが、控えめな口調で訊ねてきた。

「いかがでした？」

　シルヴィアは早足に歩きながら答えた。

「私が兄上について訊ねた瞬間、父上の眉まゆが反応した。噓うそをつくとき、父上は左の眉を跳ね上げる癖がある」

　握り締めた拳こぶしを震わせながら、シルヴィアは言葉を継いだ。

「おそらく、父は兄上に情けをかけ、国外へ逃がしたのだろうな……」





　　　　◇






　プリムが最初に案内してくれたのは、中央広場だった。

「フォンティーン市の中央広場は、観光スポットとして有名なんです。右手に見えるのが聖ロサ・マリア大聖堂。そのお隣が国立フォンティーン歌劇場。左手に見えるのは、聖騎士博物館です」

　掃除は苦手なプリムだが、さすがは地元の人間らしく、観光案内はなかなか上う手まい。

「すごい……すごいわ！　これが騎士国の首都……！」

　寸分の乱れなく配置された石畳の上を、エーコが軽やかに駆けていく。

　角を隠すための帽子。水色のワンピースはノースリーブで、やや露出度が高いものの、活発なエーコにはよく似合っている。素足には白いミュール。今回の旅行に合わせて、アンサリヴァンの商店街で買いそろえた衣装だった。

「こらこら、迷子になるぞ！」

　アッシュは慌てて、プリムと一緒にエーコを追いかけた。

　平日の昼間だというのに、広場には群衆がひしめいている。買い物客。観光者。無邪気に駆け回る子どもたち。

　エーコが足を止めたのは、花壇の手前だった。折しも夏の花が咲き乱れている。花壇は階段状になっており、頂上には銅像が設置されている。

　騎士と王、二人組の銅像だった。騎士は跪ひざまずいて、頭を垂れている。王は抜き身の長剣を手にし、騎士の肩に添えている。

「あの銅像、なんなの？」

　エーコの無邪気な問いかけに、プリムは笑顔で応じた。

「叙任式の一幕を表現したものですね。シェブロン王ライオネルⅢ世が、ダーラム様を初代騎士王パラデインに任命しているのです。その後、ダーラム様はロートレアモン騎士国を興したのですよ」

「へえ……歴史を感じさせるわね」

　エーコは感嘆した様子で、銅像を見上げている。

　台座に彫られた日付は、聖誕暦八六四年十一月三日。およそ五百年も昔の日付だった。

　銅像の鑑賞には満足したのか、エーコはくるりと振り返ると、大きく伸びをした。

「う～ん！　アンサリヴァンとは、なにからなにまで違うのね！　なんだか浮き浮きしてきたわ！」

「アンサリヴァンは地方の学院都市だしな。比べること自体、無意味だと思うぞ」

　アッシュが冷静に応じると、エーコは痛烈な視線を向けてきた。

「ったく、テンション低いわよ！　せっかく首都に来たんだし、こうなったら騎士王パラデインのことなんて忘れて、徹底的に楽しんでやるんだから！」

　威風堂々と、宣言してみせた。真しん紅くの瞳ひとみをきらきらと輝かせている。

「いやいや、騎士王パラデインを忘れちゃいかんだろ！」

　アッシュは慌てて、エーコをたしなめたのだった。





　　　　◇






　夢中になって首都の空気を満喫していたら、陽も傾いてきた。

「そろそろ城に戻るか？」

　アッシュが声をかけると、エーコは頑として拒んだ。

「だーめ。まだ商店街を見てないわ！」

　ワンピースの裾すそをひるがえし、駆け出すエーコ。案内役のプリムによれば、この路地を進めば、首都最大の商店街にたどり着くらしい。

「仕方ないなあ」

　アッシュが苦笑を浮かべたそのとき、プリムが袖そでを引っ張ってきた。

「プリムさん？」

「あの、アッシュ様……わ、わたくしはもう、へとへとですので……ここでお待ちしています」

　プリムは見るからに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だった。街路樹の脇わきで立ち止まり、肩で息をしている。ブラウスがじっとりと汗ばんで、肌に張りついているのが、妙に色っぽい。

　アッシュはプリムの身体から目を逸そらすと、礼を述べた。

「ありがとう、プリムさん。なるべく早く戻ってくるようにします。知らない人に声をかけられても、ついて行っちゃ駄目ですよ？」

「そこまで子どもじゃありませーん！」

　プリムの可愛かわいらしい反論を背に、アッシュは商店街に足を踏み入れた。人ごみをかき分けかき分け、エーコの背中を捜す。

　道路の左右には、店舗の入った建物がずらりと並んでいる。

　食品、衣服、アクセサリー、書物、雑貨、家具……入手できない物など、ここにはないのでは？　──そんな風に思えるほど、豊富な商品がそろっていた。

　店舗だけでなく、屋台も多い。カフェやレストランに負けじとばかりに、客を呼びこんでいる。甘い香りが、アッシュの鼻先をかすめた。

　案の定、エーコはその香りに誘われて、屋台のひとつを眺めていた。威勢の良い中年親爺おやじが、鉄板の上でクレープの生地を焼いている。

「おいおい、まだ食べるのか……？」

　アッシュは戦々恐々として、エーコの背中に声をかけた。

　実は商店街に足を運ぶ前、カフェでケーキとアップルパイ、そして紅茶をご馳ち走そうしたところだったのだ。

「不覚だわ！　あたしとしたことが、まだクレープを食べてなかったのよ。クレープを食べずして、首都に来たとはいえない……そうでしょ？」

「どんな理屈だよ！」

　アッシュがツッコんだときにはもう、エーコは行列の最後尾に並んでいる。もはや、てこでも動きそうになかった。

「はぁ……これが最後だぞ？」

　エーコは答えずに、「ふんふん～♪」と鼻歌を歌っている。

「それにしても……」

　今さらながら気づいたのだが、クレープ屋の行列には、やたらとカップルが多い。手をつないだ男女、腕を組んだ男女、睦むつ言ごとを交わし合う男女……。

　と、エーコが急にアッシュを振り向くと、不思議そうに訊たずねてきた。

「ねぇ……あいつら、どうしてあんなにベタベタしてるわけ？　それに、あんたはどうして……あいつらをうらやましそうな目で見ているの？」

「そ、そんな目をしてたか？」

「飢えた犬ね。もしくは、檻おりに閉じこめられた豚」

「容赦ないな！」

「ねぇ、どうしてなの？」

「そ、それはだな……恋人同士だから、だろ」

　アッシュが遠慮がちに答えると、エーコはほんのりと頰ほおを染めた。

　生後三ヵ月の幼竜とはいえ、ずっと学院で生活してきたのだ。一応、恋人という概念は理解できるらしい。

「そ、そうなんだ……」

　エーコが黙りこくっていると、アッシュの背後に新たな客が並んだ。話し声から察するに、またしてもカップルらしい。

　ちょうど、西日が背後から照りつけている。背後のカップルの影が、足もとの石畳に映りこんでいた。

「……！」

　ふたつの影はぴたりと寄り添っている。やがて「愛しているわ」とか、「僕には君だけだよ」とか、甘ったるい睦むつ言ごとが聞こえてきた。

「…………」

　エーコはしばらく、石畳の影に気を取られていた様子だったが、突然、アッシュに右手を差し出してきた。

「……エーコ？」

　エーコはそっぽを向いたまま、怒ったように、ぼそりとつぶやいた。

「手……つないであげてもいいわよ」

　アッシュはドキリとした。エーコの意図は、よくわからない。ただ単に、周囲のカップルに対抗したがっているのか。あるいは、物欲しげな顔でカップルを眺めていたアッシュに、ささやかな同情心を抱いたのかもしれない。

　いずれにせよ、首都という特殊な環境がそうさせるのか、今日のエーコは普段に増して可か憐れんだった。まるで、首都がエーコに魔法をかけたようだ。

「じゃあ……お言葉に甘えて」

　アッシュは鼓動を高鳴らせつつ、エーコの手を握った。手と手が触れ合った瞬間、エーコはぴくりと震えた。予想以上に、小さな手だった。そして柔らかい。ぴたりと触れ合った手のひらを通じて、エーコの体温が流れこんでくる。

　と、背後のカップルがますます調子に乗り始めた。

　足もとの影を見れば、明らかに……キスをしている。しかも、かなり濃厚なキスだった。睦言が完全に途絶えているのが、余計に生々しい。

「……っ！」

　エーコも、背後のただならぬ様子に気づいたようだ。しばらくは、穴が開くほど石畳の影を凝視していたが、

「手をつなぐだけだからね！　そ、それ以上は、絶対に許さないんだから！」

　相変わらずそっぽを向いたまま、アッシュに厳しく宣言したのだった。

「わ、わかってるよっ！」

　その後はお互い口を閉ざしたまま、自分たちの番が来るのを待ち続けた。

　はたから見れば、自分たちも恋人同士に見えるのだろうか……エーコの体温を感じながら、アッシュはそんなことを思った。




「うう～ん、いい匂におい！」

　右手にチョコミント。左手にはチーズ＆ラズベリー。あのエーコにしては珍しく、問答無用でかぶりつくのではなく、まずは匂いを楽しんでいる。

「通行人に気をつけろよ」

　さりげなく注意すると、エーコは急にアッシュを見上げた。

「あんた、なにも買わなかったのね。どうして？」

「仕方ないだろ……アンサリヴァンより物価が高いんだ。まさか、クレープひとつが三百グローリンもするなんてな」

「なによ……それじゃあ、あたしが悪いみたいじゃない」

「別に責めてるわけじゃないさ。せっかく首都に来たんだし、気にせず食べてくれ」

「……ほら」

　突然、エーコが右手のクレープを差し出してきたので、アッシュは戸惑った。

「エーコ？」

「一口だけ……だからね」

　エーコの頰ほおが赤く見えるのは、決して夕陽のためだけではないだろう。

「いや、でも……いいのかよ？」

「せっかく首都に来たんでしょ？　あたしばっかり楽しむのは……違う気がする。あんただって……ちゃんと楽しんでよねっ！」

　ああ……これもまた、首都がエーコにかけた魔法なのだろうか。

　今日のエーコは、どこまで可愛かわいくなれば気がすむのだろう。

「じゃあ、一口だけ……んっ！　これは……！」

　チョコの甘さと、ミントの爽そう快かい感が口の中に広がっていく。クリームを包む生地にしても、モチモチとして柔らかい。

「うまい！　うまいよ！　ほら、お前も早く！」

「そ、そんなに？」

　アッシュの歯型が残るクレープを前に、エーコはほんの一瞬、恥ずかしそうな様子を見せたが、さすがに食欲が勝ったようで、勢いよくかぶりついた。

「んっ……なにこれ？　こんなクレープ、初めてだわ！」

　エーコが興奮気味に叫んだそのとき、商店街のはるか上空を、巨大な影がゆっくりと横切った。

　夕陽が急に途切れたので、路上の誰だれもが真上を見上げ──そして、狼ろう狽ばいと感嘆の入り交じった声をあげた。

　アッシュとエーコも、ぽかんと呆ほうけたように、頭上を見上げた。

　一隻の航空艦が、空に浮かんでいる。

　ヴェロニカ王女が所有する魔ま導どう艦かんシルヴァヌスよりも、はるかに大型だった。

　ゼファロス帝国の国旗を掲げている。艦体側面には、アッシュの知らない家か紋もんが大きくペイントされていた。

「帝国貴族か……？」

　アッシュのつぶやきに、誰だれかが答えた。

「あの家紋は、ヴィターハウゼン家のものですわ。なんでも、ご当主はゼファロス皇帝の代理人として、大陸会議に出席されるそうですよ」

　気配もなく現れたのは、なんとコゼットだった。

「うふふ。アッシュ様とエーコちゃんを、お迎えにあがりました」

　アッシュは驚嘆した。

　よくもまあ、この大都市の中、自分たちを見つけ出したものだ。

「……俺おれたちを？　どうして？」

「今こ宵よいの晩ばん餐さんに、アッシュ様とエーコちゃんをご招待するために、です」

「晩餐……ですか？」

　アッシュが不思議そうにつぶやくと、コゼットは急に姿勢を正した。

「騎士王パラデインが、おふたりをお待ちです」

　その一言で、アッシュはすべてを察した。ついに、騎士王パラデインオズワルドのお呼びがかかったのだ。ただし、晩餐に招待されるとは予想外だった。てっきり、謁見の間で挨あい拶さつをしたら、それで終わりだろうと思っていたのだ。

「うふふ。姫様も同席されますし、緊張する必要はありませんわ」

　コゼットの言葉に、アッシュは安あん堵どを覚えた。

　確かに、シルヴィアが間に立ってくれるなら、それほど緊張せずにすむかもしれない。

「それでは、参りましょうか」

　コゼットに案内され、アッシュとエーコは帰路に就いた。

　アッシュはなにか重大なことを忘れている気がしたが、もはや頭の中は、晩餐のことで一杯だった。





　　　　◇






　商店街の入口付近では、プリムが街路樹にもたれて、アッシュとエーコを今か今かと待ち続けていた。

　既に夕ゆう闇やみがあたりを覆い、通行人も減りつつある。

「ふえ～ん。おふたりとも、遅いですー！」





"Eco's Holiday ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第三話　騎士王パラデインオズワルド









　コゼットに導かれ、アッシュとエーコは晩ばん餐さん会場に向かった。

　アッシュはフォーマルな衣装に着替えている。城に戻るなり、無理やり着替えさせられたのだ。漆黒の上下に、糊のりの利いたドレスシャツ。銀地のネクタイ。さらには、ぴかぴかの革靴まで用意してもらった。

「ふん、ふん、ふん～♪」

　エーコは白しろ薔ば薇らのようなドレスをまとい、鼻歌交じりに闊かつ歩ぽしている。髪を大人っぽく結い上げて、全身にレースとフリルと宝石をちりばめた姿は、一国の姫君にも匹敵するだろう。

　もっとも、エーコ自身はもっぱら食事のメニューにご執心のようで、前を行くコゼットに質問を飛ばしてばかりだった。

「ねぇ。おいしいお肉、出てくるの？」

「もちろん、最高級の霜しも降ふり肉が待っていますわ」

「それって……シェブロン牛？」

　エーコがごくりと唾つばを飲みこんだ音は、アッシュの耳にまで届いた。

「シェブロン牛はシェブロン牛でも、血統書付きの処女牛と聞いています」

「……なにそれ？」

「うふふ。エーコちゃんみたいに、プリプリっとしたお肉のことですわ」

　コゼットは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、エーコの二の腕をつまんだ。エーコはビクッと肩を震わせて飛び離れると、真まっ赤かになった。

「あ、あんた……あたしのお肉、狙ねらってないわよね？」

「さあ、どうでしょう？　うふふ……」

　他愛たわいのないやりとりを苦笑交じりに見守っていたら、やがて視界が開けた。

　控えの間に到着したのだ。

　天井が高い。

　壁際には円柱がずらりと並び、要所にソファや椅い子す、テーブルが配置されている。正面には、暖炉がどっしりと構えていた。

　暖炉の両りよう脇わきには、扉がふたつ。そのむこうが、おそらく晩餐の間なのだろう。

「父の我がままに付き合わせて、本当にすまない」

　円柱の陰で、蒼あおい花が咲いた。アッシュの目には、そんな風に映った。先に到着していたシルヴィアが、音もなく椅子から立ち上がったのだ。

「姫様……！」

　蒼氷色アイスブルーのドレスを着用したシルヴィアの姿に、アッシュは目を奪われた。

　寒色系の生地が、金髪の輝きと肌の白さを、いやが上にも引き立てている。学院での厳格さや活発さは影をひそめ、楚そ々そとした風情の美び姫きが、そこにいた。

「むっ？　どうした、アッシュ？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうに、眉まゆをひそめる。

「いや、その……綺き麗れいだなって、思って」

「なっ……！」

　火山の噴火さながら、シルヴィアは頰ほおを紅潮させた。言葉を失ったまま、恥ずかしげにうつむいてしまう。

「ちょっと、あんた……？」

　と、アッシュの背後で、どす黒い鬼気がゆらりと立ちのぼった。慌てて振り返ると、エーコが怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで、ずんずんと肉迫してくる。

「あたしには……あたしのドレス姿には、なにもいってくれなかったのに！」

「も、もちろん、お前だって綺麗だぞ？」

「今さら取って付けたようにいわれたって、嬉うれしくないわよ！」

　エーコはぷいっとアッシュから顔を背けると、シルヴィアの胸もとを一いち瞥べつした。

「ふん……そう。そういうことね。結局、あんたは胸の大きな牝めすがいいんだわ！　ふわふわで、たぷんたぷんなのが好きなのね！」

「誰だれもそんなことはいってないだろ？　大体、どうしてそういう話になるんだよ!?」

　さすがのアッシュもカチンときて、語気を荒らげた。

「ふえ～ん！　やっと見つけましたー！」

　そのとき、険悪な雰囲気を破るように、情けない声が響いた。

「アッシュ様もエーコちゃんも……黙ってお帰りになるなんて、ひどいです！」

　息せき切って駆けつけたのは、なんとプリムだった。まぶたを赤く泣き腫はらしている上に、息を切らしている。

「しまった……！」

　アッシュはようやく、忘れていたことを思い出した。そう、商店街に入る直前、プリムを街路樹の脇わきに待たせていたのだ。

「すみません、プリムさん！」

　アッシュは心底から申し訳なく思い、頭を下げた。エーコもプリムの泣き顔を見ていたら、さすがに自責の念を感じたらしく、

「悪かったわよ……」

　そっぽを向いたままながらも、謝った。

　プリムが現れたおかげで、先ほどまでの険悪な空気が一掃されたことに、アッシュは気づいた。

　ぐすぐすと鼻をすするプリムに、コゼットが笑顔で声をかけた。

「さすがはプリムお姉ちゃん。素晴らしいタイミングでしたわ」

　プリムはきょとんとして、小首を傾かしげるばかりだった。





　　　　◇






「おお、そなたが噂うわさのアッシュか！　うむ、よい顔つきをしておる！　で、そなたがエーコ殿とな？　おお、確かに角があるわい！　こいつは驚いた！」

　アッシュの予想に反して、騎士王パラデインオズワルドは気さくな人だった。もう初老といってよい年齢のはずだが、その丸顔はつやつやとしている。

「遠路はるばる、ご苦労だったな。まあまあ、そう硬くならずに、楽にしてくれ」

　食卓はびっくりするほど縦長だったが、席に着くのは四人だけである。コゼットはシルヴィアの背後に、プリムはアッシュの背後に粛然として控えた。

　一方、オズワルドの背後には、眼鏡めがねのメイドが控えている。フリーダだった。

　聖せい女じよへの祈りもそこそこに、食事が始まる。給仕が一品ずつ、料理を運んでくる。最初はスープだった。緊張のあまり、味はほとんどわからない。

　と、アッシュの隣席で、エーコがどすんと皿を置いた。

「スープも悪くないけど、お肉はまだ？」

　エーコはスプーンなど使わずに、食器に直接、口をつけてスープを飲み干したのだ。唇と鼻に、白はく濁だくしたスープが付着している。

「はわわっ、エーコちゃん……！」

　プリムがナプキンを手に、慌ててエーコの口もとをぬぐう。

「こらこら、行儀が悪いぞ！」

　アッシュは冷や汗をかいた。

「はっはっ！　気にするな。竜族の娘に、人類のマナーを押しつける必要もあるまい」

　オズワルドは盛大に笑うと、背後のフリーダに声をかけた。

「どうやら、エーコ殿はコース料理がお気に召さぬようだ。でき上がった料理からどんどん持ってくるよう、料理長に伝えてくれ」

「かしこまりました」

　フリーダは厳粛な面おも持もちで、厨ちゆう房ぼうに向かった。

「ふふん。騎士王パラデインなんていうから、どんなに偉そうな輩やからかと思ったら、案外、いい奴やつじゃないの。気に入ったわ！」

　エーコは椅い子すの上でふんぞり返っている。

「竜族の娘にそういってもらえるとは、光栄の至り。今こ宵よいは思う存分、楽しまれよ」

「父上……騎士王パラデインの称号が泣きます。もう少し、統治者としての威厳を示したらどうなのですか？」

　不機嫌そうに進言したのは、もちろんシルヴィアである。食欲がないのか、暗に反抗の意思をほのめかしているのか、スープを一口飲んだだけで、スプーンを置いてしまった。

「なにをいうか。そもそも竜族の恩恵がなかったら、この大陸はとっくの昔に帝国が支配していただろう。わしがエーコ殿に礼儀を尽くすのは、当然のことだ。はーはっは！」

　オズワルドが高笑いを響かせていると、給仕が次から次へと現れては、料理やボトルを運んできた。

「こちらはシェブロン産の処女牛、ロースステーキでございます」

　給仕のひとりが解説を挟みつつ、エーコの前に皿を置く。

「ふわぁ……！」

　厚切りの肉を前に、エーコは瞳ひとみを輝かせた。ナイフには目もくれず、フォークでぶすりと突き刺すと、カプッとかぶりついてしまう。

「んっ……！」

　次の瞬間、エーコは脊せき髄ずいに電流を流されたように、びくんと反応した。かと思うと、ぶ厚い肉を嚙み締めたまま、硬直している。

「おい……どうした？」

　もしかして、好みに合わなかったのだろうか？　アッシュが怖々と訊たずねると、エーコは突然、全身をふにゃりと弛し緩かんさせた。

「はふぅ……しあわせ～」

　アッシュは苦笑した。あまりの美お味いしさに、感極まったのだろう。今にも昇天してしまいそうな顔だった。

「ふふっ……相変わらずだな、エーコは」

　と、先ほどまでは不機嫌そうにしていたシルヴィアが、くすりと微笑ほほえんだ。エーコの無邪気な反応に、すっかり毒気を抜かれてしまったのだろう。

　シルヴィアが笑顔を見せてくれたおかげで、アッシュもようやく、人心地がついた気がした。




　シルヴィアはグラスを傾けつつ、時折、アッシュの様子を窺うかがっている。

　──考えてみれば、不思議な光景だ……。

　確かに、ここ数ヵ月におけるアッシュの活躍は目覚ましく、父がなんらかの報償を与えるのは当然といえる。

　だが、平民の学生が城に呼ばれ、王と同じ食卓を囲んでいるという光景は、異例の事態といえた。

　シルヴィアがそんな感慨を抱いている間にも、オズワルドは満面に笑みを浮かべて、アッシュに質問を続けている。

　エーコの誕生について。

　エーコが構築した聖騎甲アークについて。

　アンサリヴァン市街や、ウィリンガム霊れい廟びようでの戦闘について……などなど。

　一応、それらの質問は事前に予想していたらしく、アッシュは理り路ろ整せい然ぜんと答えている。

　フォーマルな衣装と相まって、今夜のアッシュは不思議と凛り々りしく映った。次第に、カァッ……と頰ほおに熱を覚えてしまう。

　──わ、私は一体、どうしてしまったのだ……？　どうして、アッシュを見ていると……こんな気持ちになるのだろう？

　胸の奥おくで芽生えた気持ち。

　その正体がわからず、シルヴィアは戸惑うばかり。

「そなたとエーコ殿がいなければ、アンサリヴァン市やアロンヌ湖こ畔はんの合宿所、そしてウィリンガム霊れい廟びようは、とっくに壊滅していたことだろう。このオズワルド、改めて礼をいわせてもらうぞ」

　オズワルドは席を立つと、ぺこりと頭を下げた。

　一国の君主が、一介の平民に対して──である。

「……父上？」

　シルヴィアはようやく我に返ると、オズワルドの姿を呆ぼう然ぜんと眺めやった。

「わわっ！　顔を上げてください！　滅めつ相そうもないですよ！」

　アッシュは慌てふためいている。オズワルドだけを立たせておくわけにはいかないとばかりに、自らも起立した。

　だが、驚くのはまだ早かった。

　顔を上げたオズワルドが告げた言葉は、シルヴィアの想像を絶していたのである。

「というわけで、今日からそなたは竜騎士ドラグナーだ」

「ありがとうござっ──……ええっ!?　俺おれが竜騎士ドラグナー？」

「なにを驚いておる？　そのために、そなたを城まで呼んだのだ」

　オズワルドはけろりとしている。

　シルヴィアはようやく、城に帰還した直後、オズワルドから聞いた言葉──「騎士王パラデインとして、しかるべきモノを与えるつもりだ」の意味を悟った。

　シルヴィアは自問する。

　──一体、アッシュはどこまで大きくなるのだろう？

　エーコが誕生してから、まだ三ヵ月しか経たってはいない。エーコはまだまだ成長の余地を残しているはずだ。

　エーコが成獣になったとき、アッシュがどれほどの騎士になっているのか……もはや想像もつかなかった。

　ただひとつ、いえることがある。

　このロートレアモン騎士国では、たとえ平民であっても、竜騎士ドラグナーの称号を得れば、周囲から一目置かれるようになる。さらに聖天竜騎士アーク・ドラグナーともなれば、貴族階級と同等の地位を得るのだ。そうなれば、王族との結婚だって夢ではない……。

　──けっ、結婚だと？　わ、わわっ、わたしはなにを考えているのだっ!?

「姫様、いかがされましたか？　お顔が赤いですわ」

　さりげなく、背後からコゼットが耳打ちしてきたので、シルヴィアは余計に慌てた。

「な、なんでもない！」

　さすがにオズワルドの前なので、コゼットはそれ以上の追及はしてこなかった。




　──今日からそなたは竜騎士ドラグナーだ。

　オズワルドの申し出に、アッシュは我が耳を疑った。

「いや、しかし……竜騎士ドラグナーというのは、本来、聖竜マエストロの乗り手に与えられる称号ではないのですか？」

「ならばアッシュよ。そなたに問うが、エーコ殿が聖竜マエストロではないと断言できるか？」

　オズワルドが鋭い目をして、エーコを見た。こんな状況だというのに、エーコは食事に夢中で、他人の会話など聞いてもいない。

「それは……」

　アッシュは言葉に詰まった。

　なまじ少女の姿をしているため、エーコがいかなるドラゴンなのか、アッシュにはわからない。

　唯一の手がかりは、〝アヴァロンの皇女〟という謎なぞめいた言葉だけである。

「騎士王パラデインとして、わしはそなたの武勲に報いなければならぬ。確かに前例のないことではあるが、このわしが決めた以上、そなたは今日から竜騎士ドラグナーだ。フリーダよ、例のものを」

「かしこまりました」

　彫像のようにたたずんでいたフリーダが、突然、動いた。

　アッシュは気づかなかったのだが、フリーダはいつの間にか、両手で盆を持っていた。盆の上には、騎士王家パラデインの家か紋もんが刻みこまれた懐中時計が載せられている。

「騎士王パラデインオズワルドの名において、アッシュ・ブレイクを竜騎士ドラグナーに任命する」

「謹んで、拝命します」

　アッシュはその場で跪ひざまずくと、銀時計を恭うやうやしく受け取った。

「なお、大陸会議を控え、城内は慌ただしい……。正式な叙任式は後日、改めて執り行おう。今はまだ、その銀時計だけで我慢してくれ」

「とっ、とんでもないです！」

　アッシュは叙任式という言葉の重みに、打ち震えた。中央広場で見かけた、シェブロン王ライオネルⅢ世と初代騎士王パラデインダーラムの銅像が、自然と脳裏をよぎった。




　デザートが運ばれてきた頃ころ、ふと思い出したように、シルヴィアが口を開いた。

「そういえば、父上。ゼファロス帝国の皇帝は、大陸会議には出席しないと聞きました。本当なのですか？」

「うむ。高齢であることを理由に、断りおった。事実、オルトフォンⅧ世は今年で八十歳になる老人だが……皇太子や皇女すらよこさぬというのは、いかがなものかな……」

「一体、皇帝は誰だれを代理によこしたのです？」

「ヴィターハウゼン家の当主だと聞いておる。代々、ヴァン＝デンハル辺境伯に任じられてきた、軍閥貴族だ」

　オズワルドとシルヴィアの会話を聞きながら、アッシュは大陸地図を思い浮かべた。

　ヴァン＝デンハル地方とは、ゼファロス帝国の領土である。山脈を挟んだ向こう側に位置し、ロートレアモン騎士国とは地理的に近接している。

「皇帝の代理人として、一介の貴族を立てるとは……あまりに傲ごう岸がん不ふ遜そん！　やはり、帝国は今なお、大陸の覇権を狙ねらっているとしか思えません。おそらくは屍灰竜ネクロマンシアも──」

　いきり立つシルヴィアを、オズワルドが珍しく、父親の顔でたしなめた。

「これこれ、シルヴィ。滅めつ多たなことを口にするものではない。確かに不審なことは山ほどあるが、まずは対話だ。もう二度と、ゼノグラヴィア戦争のような惨事を起こすわけにはいかん。そのための大陸会議〈エリュシオン〉なのだ」

「……はい」

　粛然として、うなずくシルヴィア。自分の軽率さを戒めているようにも見えた。

　と、重くなった空気を吹き飛ばすように、オズワルドが笑った。

「そうだ！　明日の仮面舞踏会に、アッシュとエーコ殿も参加してはどうかな？」

「なにそれ？　おいしいの？」

　ふくれたお腹なかを撫なでながら、エーコが問い返す。

　仮面舞踏会──アッシュにとっても、初めて耳にする話題だった。

「ふむ……まだ聞いておらんかったか。実は明日の夜、各国の親善を目的とした仮面舞踏会が開催されるのだ」

「明日ですか？　大陸会議の開催日が、確か明後日ですよね？」

　アッシュの問いに、オズワルドはうなずいた。

「そうだ。いってみれば、会議の前ぜん哨しよう戦せんといったところだな。会議には各国の首脳陣しか出席できないが、舞踏会は違う。首脳陣の関係者であれば、誰だれでも参加できるのだ」

「でも、どうして仮面舞踏会なんです？　顔を隠すってことですよね？」

「もちろん、国家間の壁を意識せずにすむように、との配慮だ。早い話が、仮面とは無礼講を実現させるための装置なのだ」

「なるほど……」

　仮面舞踏会については理解できたが、自分たちが参加してよいものだろうか？　各国のお歴々が参加するパーティーなのである。場違いすぎる気がした。

　そんなアッシュの思考を察したのか、シルヴィアが声をかけてきた。

「お前もエーコも、この私の関係者だ。参加する資格ならあるだろう」

「姫様も、やっぱり参加するんだよな？」

「まあ……一応は」

　その返事から察するに、シルヴィアは気乗りしない様子である。晴れやかな舞踏会よりは、ランスロットに騎乗しているほうが性に合っているのだろう。

「エーコはどうする？」

　ためしにエーコにも訊たずねてみると、

「あたし？　お肉が出るなら、行ってもいいわよ」

　予想通りの返事が返ってきたので、アッシュは苦笑した。

「ならば決まりだ！　明日の舞踏会も思う存分、楽しむがよい！　ところでアッシュよ……そなたにひとつだけ、問いただしておかねばならんことがある」

　突然、オズワルドが身を乗り出してきた。

「なっ、なんでしょう？」

　今のオズワルドは、異様なほど真剣な眼まな差ざしをしている。この人にも、こんな王族らしい顔ができたのかと、失礼なことを思ったほどだ。

「もしやとは思うが……シルヴィと不純な関係にはなっておらんだろうな？」

「……はい？」

「ヴェロニカも、やたらと気にしておったぞ。シルヴィとそなたの関係についてな」

「父上！　なにをいって──！」

　シルヴィアは真まっ赤かになって反論しようとしたが、

「お前は黙っておれ！」

　雷鳴のごとき一喝。さすがのシルヴィアも、二の句が継げないほどだった。その迫力だけならば、まさしく騎士王パラデインの称号にふさわしいのだが……。

「アッシュよ。これだけは覚えておけい。そなたの英雄的行為には感謝しておる。だが、それとこれとは話が別だ」

「はあ……」

「万が一、わしの可愛かわいいシルヴィに手を出した暁には……このオズワルド自ら、そなたを成敗してくれようぞ！　誓えるか？　わしのシルヴィには手を出さんと、誓えるか？」

　脂ぎった丸顔が迫る。ぐんぐん迫る。まるで拷問だった。

「誓います、誓いますから……！」

　これにはたまらず、アッシュは悲鳴のように叫んでいた。

「本当に、俺おれと姫様は……なんでもありませんから！」

「……その言葉、信じてよいのだろうな？」

「お願いですから、信じてください！　姫様もなんとかいってくれ！」

　父親の暴走を止められるのは、もはやシルヴィアの他にない。頼みの綱とばかりに、アッシュはシルヴィアに懇願の眼差しを向けたのだが、

「……………………」

　なぜだかシルヴィアは不機嫌そうな顔をして、ぷいっと目を逸そらしたのだった。





"You are the Dragner! ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第四話　ベオウルフの密謀









　首都フォンティーンに入ったアーニャは、予定通り、ミルガウスと合流した。

　先月以来、久しぶりに顔を合わせたミルガウスは、やや雰囲気が異なる気がした。

　銀の仮面を装着し、素顔を隠しているのは相変わらずだが、真夏だというのに、漆黒のマントで上半身をすっぽりと覆っているのだ。

「……ついてこい」

　アーニャの疑問をよそに、ミルガウスは細い路地を次々と抜け、ついには地下道をも利用して、フォンティーン城の敷地内に潜入を果たした。

　厳戒態勢にもかかわらず、警備の目に触れることさえなかった。

　地下道を走りながら、アーニャは考える。

　──ミルガウス様は、やはり騎士国にゆかりがある……？　こんな地下道、市民だって知らないんじゃ……。

　事実、地下道には市民どころか、警備の姿も見当たらない。もしかしたら、ここは王族専用の避難通路なのでは……？　と、アーニャは思った。

　だとしたら、どうしてミルガウスはそんな経路を知っているのだろう？

「上がるぞ」

　ミルガウスがぼそりと告げたので、アーニャは雑念を振り払った。ミルガウスの視線の先には、石段があった。

　地下道から地上に出るなり、アーニャは目をみはった。

　そこは、航空艦専用の停泊所だったのである。

　真っ先に視界に飛びこんできたのは、ゼファロス帝国の大型航空艦ベオウルフの艦首である。

　やや離れた位置には、シェブロン王国の魔ま導どう艦かんクラウ・ソラス、エスパーダ聖庁の神殿艦エスペランザ、そしてロートレアモン騎士国の魔導艦シルヴァヌスが、仲良く舳へ先さきを並べている。

　なんとなく、ベオウルフが孤立しているように見えた。

　一方、停泊所のむこうには、華々しくライトアップされたフォンティーン城が、威風堂々とそびえている。

　ミルガウスは城をちらりと一いち瞥べつすると、無言のまま、ベオウルフに足を向けた。




　ベオウルフの艦内──扉の標札には、帝国語で作戦室と記されている。ミルガウスとアーニャが入室すると、一目で貴族とわかる青年が出迎えた。

「ふっ……待ちわびたよ、ミルガウス」

　目の覚めるような金髪に、灰色の瞳ひとみ。女と見まごうほどの美男である。

　と同時に、武人でもあるのだろう。すらりとした体たい軀くは、無駄に装飾の多い衣装に包まれているにもかかわらず、鍛え抜かれていることが見て取れた。

　──この男が、ヴァン＝デンハル辺境伯クラウス……！

　話には聞いていたが、初めて目の当たりにした男の存在感に、アーニャは息を吞のんだ。

　ヴァン＝デンハル地方を治めるヴィターハウゼン家の現当主にして、ミルガウスの庇ひ護ご者しや。まだ二十代にもかかわらず、帝国軍では幹部級の地位を与えられている。

　のみならず、今回はゼファロス皇帝の代理人として、大陸会議〈エリュシオン〉に出席するという……。

「あぁ、僕のミルガウス！　本当によく来てくれた！」

　クラウスはワイングラスをテーブルに置くと、立ち上がった。そして臆おく面めんもなく、ミルガウスを抱擁した。

　──なっ……！　お、男同士で、なにを抱き合ってんのよ!?　それとも、帝国では……あれが普通の挨あい拶さつなのかしら？

　戸口に控えていたアーニャは、思わず赤面してしまう。

「まったく、この部屋ときたら……ひどいものだ！　鋼鉄と機械油の匂においにまみれつつ、君を待ちわびていた僕の気持ちが、想像できるかい？　随分と遅かったじゃないか」

「仕方ないだろう。大陸会議にそなえ、警備は殺気立っている。どうしても、夜を待つ必要があった」

「ふふ、それもそうだね」

　やがてクラウスはミルガウスを解放すると、苦笑交じりに告げた。

「まずは、君の左腕を渡すのが先だな」

　クラウスは、テーブルに置かれていた鋼鉄製の箱を指し示した。

「帝都から取り寄せた、最新式だよ。戦車一台に匹敵する逸品だ」

「恩に着る」

　ミルガウスは真顔で答えると、箱に手をかけた。

　ふたを開くと同時に、重厚な金属音が響く。

　箱の中には、どう見ても〝人間の腕〟としか見えない物体が収納されていた。

「ひっ……！」

　アーニャは思わず悲鳴をあげそうになってしまい、慌てて口を閉ざした。よく見ると、腕の先端部からは、電極らしき物体が覗のぞいている。

　──機械式の……義手!?

　息を吞んだアーニャに、クラウスが初めて視線を向けた。

「君がタンタロス族のお嬢さんかい？　話には聞いているよ」

「は、はい！　タンタロスの族長、アーニャと申します」

　アーニャは直立不動になると、緊張気味に応じた。なんといっても、相手はミルガウスの庇護者である。礼を失するわけにはいかない。

「ふむ。今の驚きようから察するに、君はミルガウスの左腕について、なにも知らされてはいなかったようだね」

「左腕……？」

　アーニャは小首を傾かしげた。

　視界のすみでは、ミルガウスがマントを床に落としたところだった。

「……！」

　アーニャは目をみはった。

　ミルガウスの左腕は、肘ひじから下が欠損しているのだ。

　空っぽの長なが袖そでが、かすかに揺れている。ミルガウスがマントで上半身を覆っていた理由を、アーニャはようやく悟った。

「今から十年ほど前のことだ。名前も、地位も、名誉も、そして左腕をも失った挙げ句、我が領地にふらりと迷いこんできた少年がいた。彼は故国で大いなる禁忌を犯した結果、その身に呪のろいを帯びたのだ──」

「余計なことはいうな、クラウス」

　ミルガウスが厳しくたしなめたので、クラウスの昔語りはそこで中断となった。アーニャはほんの少し、心残りを覚えた。もう少しで、ミルガウスの過去を知ることができたかもしれないのだ。

「おっと、口止めされてしまった。残念だったね」

「い、いえ……別に」

　アーニャは羞しゆう恥ちを覚えた。クラウスに見つめられていると、心の奧を見み透すかされているような気分になってしまう。

「ところで、お嬢さん。変わったマフラーをしているね。民族衣装かな？」

　突然、話が突拍子もない方向に飛んだので、アーニャは面食らった。

　季節を問わず、アーニャはこのマフラーを首に巻いている。ほとんど身体の一部と化しているといっていい。町娘やウェイトレスに扮ふんするためマフラーを外しているときなど、首の周りが落ち着かなくなるほどだ。

「はい。山岳地方では、部族間で子どもを交換することで、和平協定を結ぶという習わしがあります。このマフラーは、まだ幼児だったあたしが他の部族に差し出された際、身に着けていたもの……いわば、あたしの出身部族を示すマフラーなんです」

「ふむ。僕は美しいモノに目がなくてね。美とはすべてに勝る概念だと思わないかい？　僕がミルガウスを手もとに置いているのも、そういう理由さ」

「はぁ……」

　この人はなにをいっているのだろう？　と、アーニャは呆あつ気けにとられた。

「ふふっ……狐きつねにつままれたような顔をしているね。そのマフラーだが、網目が独特で、実に美しい──」

「脱線しすぎだ、クラウス。早く例の装置を見せろ」

　こちらを振り返ったミルガウスは、義手の装着を終えていた。




　クラウスの案内で、ミルガウスとアーニャは格納庫に移動した。

　てっきり倉庫のような部屋を想像していたアーニャは、昇降機の扉が開いた途端、度肝を抜かれた。

　艦の尾部に位置する格納庫は、城館の大広間にも匹敵する広さを誇っている。

　本来ならば、戦闘飛空艇や装甲車、武器弾薬などを積載するための場所なのだろうが、一目で兵器とわかる代しろ物ものは、さすがに積んでいない。

　その代わり、格納庫の最さい奥おうには、まるで異教徒の祭壇を思わせる、奇妙な機械が設置されていた。

「あれは……？」

　アーニャの頭上、十メートルほどの位置に固定されているのは、流線型の容器カプセルだった。

　単座飛空艇の操縦席を彷ほう彿ふつとさせるが、見るからに流麗な意匠が施されていて、その美しさときたら、兵器などとは比べものにならない。

　だが、その神がかった造形美とは裏腹に、カプセルは禍まが々まがしい気配を帯びている。じっと眺めていると、棺かん桶おけとか、拷問機具の類に見えてくるのが不気味だった。

　カプセルの底部からは、無数のケーブルが垂れ下がり、床に置かれた機械装置に接続されている。

　その全ぜん貌ぼうを見渡せば、ドラゴンの成獣にも匹敵する、巨大な装置だった。筐きよう体たいの側面には、大粒の竜りゆう綺き華か晶しようがいくつもはめこまれている。

　──魔導工学マギカ・テクニカの装置だわ……！

　アーニャが息を吞のんだそのとき、クラウスが話しかけてきた。

「気づいたかい、お嬢さん？　この装置は、ミルガウスが持つ魔導剣〈ティルヴィング〉と同じ類の装置なのさ」

　魔導剣〈ティルヴィング〉と聞いて、アーニャは首を傾かしげそうになったが、すぐに思い当たった。ミルガウスが屍灰竜ネクロマンシアを召喚する際、使っていた巨剣のことだろう。

　と、クラウスが巨大装置のそばに悠然と歩み寄った。

「ご苦労、諸君」

　装置の周辺では、数人の研究者、そして十人ほどの技術者がせわしなく働いている。研究者は白衣を、技術者は作業服をまとっていた。

「これはこれは、クラウス様自らお越しになるとは……」

　研究者の代表らしき老人が、恭うやうやしく頭を下げる。

「やあ、ホフマン博士。進しん捗ちよく状況は？」

「ご覧の通り、組み立て作業はほぼ完了しました。現在、最終チェックの段階に入っています。ただ……なにぶん、千年綺華晶ミレニアムを動力源にした装置ですので、注意が必要です。最終チェックには一夜を費やすことになるでしょう」

　アーニャは耳を疑った。千年綺華晶ミレニアム──ドラゴンの死し骸がいが地中で千年を経へることで生成される、極めて希少な鉱石。魔ま導どう艦かんの燃料として使われるケースが大半である。

「予定通りにチェックが終われば、明日の午後には実験を始められますよ。あとは、検体さえ用意していただければ……」

　ホフマン博士の言葉に、クラウスは満足そうに微笑ほほえんだ。

「結構だ。検体のほうは、我々のほうで必ず用意する。作業を続けてくれたまえ」

「かしこまりました、クラウス様」

　ホフマン博士は再びお辞儀をすると、装置の奧へと引っこんだ。

　クラウスは神像を崇あがめるような面おも持もちで、改めて装置を見上げた。

「実に美しい。古王国ゾノ・トーン文明が遺のこした技術力には、目をみはるばかりだよ。とても人間業わざだとは思えない。ほら、ミルガウス。君もこちらに来て、よく見るといい」

　ミルガウスは無言のまま一歩を踏み出すと、クラウスと肩を並べた。

　クラウスは恍こう惚こつとして、装置の全ぜん貌ぼうに魅入られている。

「魔導装置〈ユグドラシル〉……僕は、そう呼んでいる。この威容に、ぴったりの名前だとは思わないかい？」

　得意満面のクラウスとは対照的に、ミルガウスは冷然と答えた。

「名前など、どうでもいい。問題なのは、使えるか、使えないかだ」

「ふふっ。君らしい答えだな。実際のところ、〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉から発掘されたこいつの使い道は、謎なぞに包まれていた。このベオウルフの機関部エンジンが発掘されたときなどは、帝国中の貴族が色めき立ったものだがね。〈ユグドラシル〉に興味を示した者は皆無だった。おかげで、安く買い取ることができたよ」

「浅せん学がくの輩やからに、この装置の意味がわかるはずもない」

「ははっ、いってくれるじゃないか。それにしても、君の博識ぶりには驚かされるよ。資料を見ただけで、〈ユグドラシル〉の本質を見抜いたんだからね。もっとも僕自身、まだ半信半疑ではある。本当に、この装置を使えば……幼竜エーコを強制的に覚醒させることができるのかい？」

「──！」

　密談を続けるミルガウスとクラウスの背後で、アーニャは身震いした。

　クラウスの言葉を聞いて、ようやく作戦任務の内容を悟ったのだ。実のところ、ミルガウスはまだ、アーニャに作戦の概要すら伝えてはいなかったのである。

　──もしかして、あのカプセルに入るのは……幼竜エーコってわけ!?

　アーニャは戦せん慄りつした。学院の食堂で、無邪気に肉を頰ほお張ばるエーコの笑顔を思い出す。少なくともアーニャの知るエーコは、無邪気で食いしん坊な女の子に過ぎない。

　怒りん坊なのが玉に瑕きずだが、生後数ヵ月の幼竜だと思えば、まあ許せる。最近では、生徒会のマスコット役として、生徒たちの人気も集まりつつある──との情報も得ていた。

　そんなエーコと、あの不気味な実験装置とは、あまりにも不釣り合いな気がした。

　──どうしてミルガウス様は、幼竜エーコにここまでこだわるのだろう？　しかも、大陸会議まで利用して……。ここまで危ない橋を渡るだけの価値を、あの子は本当に秘めているの？

　アーニャの不信感をよそに、ミルガウスとクラウスは会話を続けている。

「余計な質問はするな、クラウス。お前はただ、私を信じていればいい」

「これはこれは、自信たっぷりだね」

「私のいう通りにすれば、お前はいずれ竜の力を手に入れる。次期皇帝の座も夢ではない」

　次期皇帝──予想外の言葉が飛びだしたので、アーニャは頰ほおを引きつらせた。

「楽しみにしているよ、ミルガウス。さて、お嬢さん」

　突然、クラウスがこちらを振り返ったので、アーニャは硬直した。先ほどまでは陽気な美男子だったクラウスの顔が、今では幽鬼のようにおぞましく思えた。

「君の任務だけど。今の話を聞いていたのなら、もうわかっているよね？」

「幼竜エーコの……捕獲、でしょうか？」

「ご名答。ミルガウス、君は優秀な部下を持ったね」

　誉ほめられたにもかかわらず、アーニャは嬉うれしいとは思えなかった。





"The Melancholy of Anya ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第五話　モルドレッドの墓標









　──やめろ、やめてくれ……！

　シルヴィアの目の前で、アンサリヴァンの街が蹂じゆう躙りんされている。

　圧倒的な大量破壊であった。

　憩いの場所であるはずの聖ダーラム広場では、バカみたいに巨大な獣──屍灰竜ネクロマンシアが暴れている。

　屍灰竜ネクロマンシアが一歩を踏み出すたび、建物は積み木のごとく崩れ落ちる。

　腰が砕けた。尻しり餅もちをついた。

「姫様、しっかりしろ！」

　アッシュが呼びかけているが、シルヴィアはなにも答えられない。

　──ああ……これは夢か。

　過去にあった出来事を、シルヴィアは上空から俯ふ瞰かんしていた。まるで幽霊にでもなった気分だった。

　──まったく、あんな風に尻餅をついて……。

　俯瞰者としてのシルヴィアは、過去の自分がさらしている姿を、情けなく思った。

　あれでは、アッシュに叱しつ咤たされても仕方がない。

「ふざけんなよ……なにが王女だ！　なにが騎士王家パラデインの家訓だ！　こんなときにこそ、王族としての資質が問われるんじゃないのかよ！」

　アッシュが右手を振り上げる。

「先に詫わびておくぞ！　すまん！」

　記憶にある通り、アッシュはシルヴィアを引っぱたいた。

　あの鋭い一撃で、シルヴィアは恐怖という枷かせから逃れ、アッシュと共闘する決意を固めたのだ。

　わずか数ヵ月前の事件なのに、何年も昔のことのように思えてしまう。

　それほどまでに、ここ数ヵ月は密度の濃い日々だった。厳密には、あのエーコが誕生して以来、学院生活が一変した感がある。

　──どうしてだろう？

　ふと、シルヴィアは気づいた。

　こうして神の視点から屍灰竜ネクロマンシアを眺めていたら、妙な既視感を覚えたのである。

　──私は、あの屍灰竜ネクロマンシアを知っている？　だが、そんなはずが……。

　あんな不気味なドラゴンを、シルヴィアは初めて目の当たりにするはずだった。

　事実、あんなに巨大で、毛並みが真っ黒なドラゴンなど、見たこともない。

　なのに、今のシルヴィアは、確かに妙な既視感を覚えたのだ。

　──まさか！

　刹せつ那な、シルヴィアは気づいた。

　一度気づいてしまったら、どうして今まで気づかなかったのだろうと、不思議に思うほどだった。

　──モルドレッドなのか!?

　兄ジュリアスの相パ棒ルでありながら、そのジュリアス自身の手によって殺害された、非業のドラゴン。

　──そうだ！　あの顔つきや身のこなし……確かにモルドレッドの面影があった！　私としたことが、どうして今まで気がつかなかったのだ……！





　　　　◇






　巨蟹宮キヤンサーの月、第十五日──早朝。

「モルドレッド！」

　なにか大切な事実にたどり着いた──そんな気がしたのも一瞬のこと、シルヴィアはベッドの上で跳ね起きた。

「むっ……ここは？」

　一瞬、違和感を覚えた。

　視界に飛びこんできたのは、学生寮エポナ舎の、見慣れた天井ではなかった。

　改めて周囲を見渡してから、シルヴィアは思い出した。

「そうだったな……」

　ここはフォンティーン城内、シルヴィアの寝室だった。シルヴィアが横たわっていたのは、四方を豪ごう奢しやなカーテンで囲われた、天てん蓋がい付きベッドの上である。

「お目覚めですか、姫様？」

　室内に控えていたコゼットが、カーテンをゆっくりと開く。コゼットの柔和な笑顔を見ると、シルヴィアはホッと安あん堵どした。

「おはよう、コゼット」

「おはようございます、姫様。なにやら殿方のお名前を呼んでおられましたが……アッシュ様を慕っておきながら、他の殿方にまで懸想するなど……わたくし、姫様を軽けい蔑べついたしますわ」

　残念ながら、コゼットはシルヴィアの安堵を、一瞬で台無しにした。

「なっ……なにをいっておるのだ！　モルドレッドはドラゴンだ！」

「うふふ、冗談ですわ。でも、〝アッシュ様を慕っておきながら〟の部分は、否定なさらないのですね」

　たちまち、シルヴィアは頰ほおを熱くした。

「そういうわけじゃない！　ツッコみどころが多すぎて、忘れただけだ！」

「では、そういうことにしておきましょうか。うふふ……」

　コゼットは、なにやら含みをもたせた笑みを漏らすと、ベッドを囲うカーテンを全開にした。ベッドから離れると、窓を覆っていたカーテンも開いていく。

　たちまち、まばゆいばかりの朝陽あさひが射さしこんできた。

　シルヴィアはベッドを下りると、コゼットの背中に声をかけた。

「なあ、コゼット。朝食の前に、寄っておきたい場所があるのだが」

　コゼットは振り返ると、にっこりと微笑ほほえんだ。

「わたくしは姫様のお世話係です。どこまでも、お供いたしますわ」





　　　　◇






　早朝のフォンティーン市街に、人影はまばらだった。

　今日は朝市の日ではないらしい。空虚な大通りを、一陣の風が吹き抜ける。夏の朝にふさわしい、爽さわやかな風だった。

　シルヴィアは騎竜学院の制帽を目深にかぶり、なおかつ制服を着用している。

　今のシルヴィアを見て、第四王女だと気づく通行人は皆無だろう。むしろ、メイド服姿のまま付き従っているコゼットのほうが、よほど目立っている。

　時折、警備兵がシルヴィアの姿を見み咎とがめたが、シルヴィアが顔を上げた途端、

「姫様ではありませんか！　これは失礼いたしました！」

　平身低頭し、駆け去っていくばかり。

　やがて、シルヴィアは都市の西端部──霊れい廟びよう区画に足を踏み入れた。

　ただの霊廟ではない。竜族のための墓所であった。

　霊廟の入口には、門番がふたり詰めていた。

「……？」

　シルヴィアは違和感を覚えた。

　以前は、門番などいなかったはずだ。なぜなら、この霊廟に盗賊が目をつけるような物品はないのだから。

「王女殿下っ!?　どうしてこのようなところに……！」

　門番たちは、先ほどの警備兵と同じ反応を示したあと、シルヴィアとコゼットの入場を許可した。

「行くぞ、コゼット」

「はい、姫様」

　シルヴィアは迷うことなく、霊廟内の通路を突き進む。

　モルドレッドの遺灰は、確か地下霊廟に祀まつられたと聞いている。もしかしたら、騎士王パラデインオズワルドはモルドレッドの名前ごと、地下に封じこめたかったのかもしれない。

　長い石段を下りた果て、シルヴィアは目的地にたどり着いた。

　意外にも、モルドレッドが祀られた区画には、先客の姿があった。

　鎧よろい姿の女性がひとり。

　長身瘦そう軀くの騎士がひとり。

　そして、子ども並みに小柄な女性がひとり。

　この小さな女性は、背後にバジリスクを従えていた。地竜アーシアの眷けん属ぞくともいわれる、トカゲのような猛獣である。

　正直なところ、シルヴィアにとっては、あまり会いたくない三人と一匹であった。はっきりいって、ろくな思い出がないからである。

「姉上！　それに……グレン殿とアヴドーチャ殿！」

　シルヴィアに呼びかけられて、三人は同時に振り返った。

　真っ先に口を開いたのは、ヴェロニカである。

「シルヴィアではないか。こんな場所に、なんの用だ？」

　相変わらずヴェロニカの視線は冷徹で、獲物を見つけた鷹たかのようだ。シルヴィアはブルルと震えたものの、気丈に答えた。

「少々、気になることがありまして。姉上こそ、どうしてここに？　それに……親衛隊長のグレン殿が一緒なのはともかく、どうしてアヴドーチャ殿まで？」

「なんじゃ！　妾わらわが一緒だと不服だと申すのか？　もう一度、衣服を真っ二つにされたいのか？　元婚約者グレンの前で、その牛のような乳をさらしてみるか？　──あいたっ！」

　突然、ヴェロニカが手甲に包まれた拳こぶしを振り下ろしたので、アヴドーチャは頭を押さえて涙目になった。

　あれは相当に痛いだろう……と、シルヴィアは同情した。他ならぬシルヴィアも、何度も犠牲になった思い出があるのだから。

「アヴドーチャよ。我が妹を侮辱するとは、いつからそんなに偉くなったのだ？」

「くうっ……この暴君め！　たんこぶができたじゃろうが！」

　元テロリストにして、今では騎士国の外人部隊を率いる隊長──アヴドーチャ・キルツカヤ。かつては〝断罪のアヴドーチャ〟という通り名で呼ばれていた女である。以前、ヴェロニカがアンサリヴァン市を訪問した際は、ひどい目に遭あわされたものだ。

「なんだ、まだ口答えをするだけの余力があるのか？」

「あいたっ！　そ、それ以上叩たたかれたら、背が伸びんじゃろうが！」

「とっくに二十歳はたちを過ぎた身で、まだ伸びると思っているのか？　片腹痛いわ！」

「それをいうな！」

　ヴェロニカの前では、そんなアヴドーチャも形無しだった。見た目が童女なので、悪戯いたずらをした子どもが叱しかられているようにしか見えない。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、シルヴィア王女殿下」

　ヴェロニカとアヴドーチャのやり取りを尻しり目めに、グレンがシルヴィアに頭を下げた。相変わらず、目の覚めるような美び丈じよう夫ふである。

　兄ジュリアスの親友にして、シルヴィアにとっては元婚約者。一応、婚約は解消になったとはいえ、こうして改めて向かい合うと、なんとなく気恥ずかしい。

「グレン殿も、お元気そうでなによりです。それにしても、どうしてこちらへ？」

「それについては、私から説明しよう」

　がしゃり、と鎧よろいの音をたて、ヴェロニカが割って入ってきた。アヴドーチャのことは、飽きた玩具をポイッと捨てるように、突き放している。

　ヴェロニカはその鎧と同じように重々しく、口を開いた。

「実は、モルドレッドの遺灰が盗難に遭った」

「それは、いつのことなのですか？」

「わからぬ。元々、遺灰が盗難に遭うなどという事態は、想定していなかった。以前は衛兵すら立てていなかったのだ。もしかしたら……何年も前に盗まれたまま、我々はその事実を見過ごしていたのかもしれん」

「……では、どうして今になって判明したのです？」

「無論、ウィリンガム霊れい廟びようでの一件を聞いたからだ。敵は間違いなく、竜族の遺灰を兵器の素材として使っている。それで私は、竜族が祀まつられているすべての霊廟を調査するよう命じたのだ」

　ヴェロニカが苦々しげに答えると、アヴドーチャが得意満面でふんぞり返った。

「なにを隠そう、その調査に当たったのが、この妾わらわが率いる外人部隊なのじゃ！」

　ヴェロニカはアヴドーチャを黙殺すると、肩をすくめてみせた。

「……その結果が、このザマだ」

「そうでしたか」

「案の定、全国各地で、竜族の遺灰が紛失していることが判明した」

「なんという……！」

　シルヴィアは奥おく歯ばを嚙み締めた。

　明らかに、敵はこちらの一歩どころか、二歩も三歩も先を行っている。

　機械式の兵器では、どうしても竜族に勝てないことを悟ったゼファロス帝国らしい、極めて陰湿なやり口だった。

「そうだ、シルヴィアよ。ウィリンガム霊れい廟びようではランスロットを駆って、よく戦ったそうだな。姉として、私も鼻が高いぞ」

「えっ……！」

　ヴェロニカがなにを告げたのか、シルヴィアは理解に苦しんだ。

　だが、しばらくすると、じわじわと実感が湧わいてきた。

　そう……ヴェロニカは今、誉ほめてくれたのだ。

　あのヴェロニカが、確かに誉めてくれた……！

「あっ、ありがとうございます、姉上！」

　シルヴィアが満面の笑みで感謝の気持ちを伝えた途端、ヴェロニカにしては珍しく、ほんのりと頰ほおを染めて、そっぽを向いた。












「ふん……とはいえ、まだ尻しりの青いひよっこに変わりはないからな。まずは聖天竜騎士アーク・ドラグナーを目指し、精進することだ。そして、さっさとオズワルドのクソ野郎を玉座から引きずり下ろしてやるといい」

「あ、姉上……」

　シルヴィアはたじたじとなった。

　凡人を絵に描いたような父親を、ヴェロニカは激しく嫌悪しているのだ。ついつい〝クソ野郎〟なんて言葉が飛びだしてしまうほどに。

「そうだ……姉上に、お話すべきことがあります」

　気を取り直し、シルヴィアは真顔になった。

　シルヴィアの表情から、ただならぬ様子を感じたのだろう。ヴェロニカは無言でうなずくと、話を続けるよう促した。

「兄上のことについて、です。先日、私はウィリンガム霊れい廟びようで、ミルガウスという男を見ました。帝国軍の手先です」

「その男については、私も報告は受けているが……ジュリアスとなんの関係がある？」

「落ち着いて、聞いてください。これは私の直感に過ぎませんが……私は、ミルガウスと兄上は同一人物ではないかと考えています」

「そんなバカな！」

　叫んだのは、ヴェロニカではなかった。ヴェロニカの背後に端然と控えていた、グレンだったのである。

「グレン殿？」

「ありえません！　あいつが生きていて……帝国軍の工作員として暗躍しているなど……絶対に、絶対にありえません！」

　もちろん、グレンの心情は理解できる。アンサリヴァンで学んでいた当時、ジュリアスとグレンは無二の親友同士だったのだから。

「一体、シルヴィア様はなんの根拠があって──」

「控えよ、グレン。相手は我が妹であるぞ」

　猛獣を手なずける調教師さながら、ヴェロニカがぴしゃりと告げた。

「失礼……しました」

　さすがのグレンも、鞭むち打うたれた獣よろしく、その場で跪ひざまずいた。

「姉上に伝えねばならないことは、他にもあります。先ほど、モルドレッドの遺灰が盗まれたとおっしゃっていましたが……思い返せば、アンサリヴァン市を襲った屍灰竜ネクロマンシアには、モルドレッドの面影があったように思います」

　その刹せつ那な、ヴェロニカは瞠どう目もくした。

「……シルヴィアよ。今の話は、誰だれにもするな。あのジュリアスが生きていたというだけで、騎士王家パラデインの家名には大きな傷がつく。ましてや、屍灰竜ネクロマンシアにモルドレッドの面影があったなどと……絶対に知られてはならん。わかるな？」

「はい……姉上」

　シルヴィアは神妙にうなずいた。




　ヴェロニカたちとは、霊れい廟びようの入口前で別れた。

「では、私たちも城に戻るか」

「はい、姫様。今夜の衣装も決めなくてはなりませんし」

「仮面舞踏会……か。正直、気が重いな」

　シルヴィアは溜ため息いきをついた。

「あらあら。あのアッシュ様をお誘いするチャンスですわよ？　なんといっても、仮面舞踏会ですもの。身分の差に関係なく、ワルツの旋律に身を任せ……踊りのあとはふたりきり、テラスで神々しい月夜を背景に、熱い抱擁と口づけを──」

「なっ、なにをいっているのだ!?　三文小説の読み過ぎだぞ！」

　シルヴィアは顔から火が出そうな気分で、コゼットを叱しかりつけた。と同時に、昨夜の晩ばん餐さんでの一幕が脳裏をよぎる。

　オズワルドにシルヴィアとの仲を疑われ、徹底的に詰問されたアッシュは、シルヴィアには絶対に手を出さないと誓ったのだ。

　──本当に、俺おれと姫様は……なんでもありませんから！

　アッシュの情けない言葉が、脳裏で何度も繰り返される。たとえ騎士王パラデインとはいえ、あんな腑ふ抜ぬけを畏おそれるあまり、いうに事欠いて「なんでもありません」とは！

　次第に、シルヴィアはムカムカと腹が立ってきた。

　もっとも、いちばん不可解なのは、アッシュに「なんでもありません」と決めつけられた程度で、こんなにも腹立たしく思っている自分自身の感情だった。

「ああもう、わけがわからない！　私は一体、どうしてしまったのだ!?」

　頭を抱えて煩はん悶もんするシルヴィアを見やりつつ、コゼットはくすくすと笑った。

「姫様も、お年とし頃ごろですわね」





"Reunion ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第六話　旧王宮の廃園









「う～ん……」

　むにゅ、とした心地良い感触を覚えながら、アッシュは目を覚ました。

　随分と長い間、眠っていた気がする。

　こちこち……と枕まくら元もとで音がしたので、手探りしてみると、ひんやりと冷たい感触。

　昨夜、オズワルドから賜った銀時計だった。

　──竜騎士ドラグナーの証あかし。

　騎士国の子どもなら、誰だれもが一度は憧あこがれる銀時計。ぱちりとふたを開いてみる。

　文字盤は内部機構が見えるようにデザインされており、機能美ともいうべき美しさを体現していた。細かな歯車が複雑に嚙み合い、刻一刻と動いている様子は、いつまで眺めていても飽きない。

　時計の針は、ちょうど正午を示している。

「もう昼だったのか……」

　こんなにも穏やかな目覚めは、初めてかもしれない。

　それに、このフルーツみたいな香りはなんだろう？　年とし頃ごろの女の子が好むような、さわやかで甘い香りだった。

　なによりも、この抱だき枕まくらは本当に素晴らしい。柔らかいし、温かい。アッシュの動きに合わせて、もにゅもにゅと形を変える。さすがはフォンティーン城の寝具……。

　──いやいや、ちょっと待て！　抱き枕なんて用意されてなかったぞ!?

　そこまで思考が及ぶと、アッシュは慌てて寝ぼけ眼をこすった。

「すぅ……すぅ……」

　下着姿のプリムが、なぜかアッシュの隣で寝息を立てている。

　抱き枕だと思っていたのは、プリムの柔らかな身体だったのだ。しかも、その豊満な双丘に、アッシュは母親に甘える赤ん坊よろしく、顔をうずめていたのである。

　むにゅ、とした感触の正体を、アッシュはようやく悟った。

「うわあああああっ！　な、なんだ!?　どうしてプリムさんがっ!?」

　アッシュはびっくり仰天し、跳ね起きた。

　大声で叫んだにもかかわらず、プリムに起きる気配はない。

「ちょっと……なに騒いでんのよ？」

　と、隣のベッドから恨めしい声がした。エーコである。寝ぼけ眼をこすりつつ、上半身を起こすと、アッシュをじろりと睨にらみつけた。

　その瞬間、エーコの表情が凍りついた。

「ちょっ……どういうこと？　なんでプリムがあんたのベッドにいるわけ？」

「待て、エーコ！　俺おれにだって、わけがわからないんだよ！」

「じゃあ……床に散らばってるメイド服はなに？」

　エーコの視線をたどってみると、確かに、床にはプリムが着用していたメイド服が乱雑に散らばっている。

「ふぅん……そうなんだ」

　エーコの周囲を、どす黒いオーラが漂っている。ごごごごご……という、不穏な音を聞いた気がした。

「ねぇ、あたし……いったわよね？　あんたがあたしの飼い主じゃない。あたしが、あんたの飼い主だって。その飼い主様が眠っている隣で……あんたはメイドの女を引っ張りこんで、あ、あんなことや、こんなことを……してたってわけ？」

　生まれた直後はなにも知らなかったエーコも、ここ数ヵ月の間に、随分と人間の生態について学んでいる。竜族が歴史を通じて蓄積してきた、知識の宝庫──竜種の記憶ドラグワースを検索すれば、エーコはいくらでも知識を得ることができるのだ。

　明らかに、エーコは誤解していた。

「ちっ、違う！　なにもしてない！　本当だって！」

「この状況を見て、信じられるわけないでしょ！」

　エーコが髪の毛を逆立てたそのとき、扉が勢いよく開け放たれた。

「アッシュ！　大丈夫かっ!?　ただならぬ声が聞こえたようだが……」

　シルヴィアだった。背後にはコゼットを従えている。廊下でアッシュの叫び声を聞きつけ、わざわざ駆けつけてくれたのだろうが、

「おい、アッシュ……どうして、お前のベッドでプリムが……しかも下着姿で……寝ているのだ？」

　プリムの存在に気づくなり、エーコと同じく鬼の形相になった。

　再び、ごごごごご……という、あの嫌な音が聞こえてくる。

「騎士たる者、みだりに婚前交渉を行うべからず──」

　シルヴィアは呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、一歩一歩を踏み締めるように、こちらに歩み寄ってくる。

「今日という今日は……許さないわよ！」

　シルヴィアの歩調に合わせ、エーコも床を蹴けった。

　ああ、駄目だ。このパターンは……。

　こうなってしまっては、もはや抵抗は無駄だと、アッシュは観念した。

「踏みつぶすわよ！」

「我が家の家訓だ！」




「すみませ～ん！　わたくしが悪いんです……。自分のお部屋と間違えて、アッシュ様のベッドにもぐりこんでしまったんです。本当に、申し訳ありません！」

　ようやく目覚めたプリムが、涙ながらに弁明してくれたおかげで、誤解は解けた。だからといって、身体の痛みが治るわけでもなかった。

「ところで……今夜のお召し物について、なのですが」

　気まずい沈黙を埋めるように、コゼットが柔和な口調で話しかけてきた。

「今夜？　ああ……仮面舞踏会ですね？」

　アッシュが答えると、コゼットは笑顔でうなずいた。

「はい。エーコちゃんの衣装合わせのために、お時間を頂ければと思いまして」

「可愛かわいいドレス、また貸してくれるの？」

　コゼットの言葉を聞いて、エーコが身を乗り出してくる。先ほどまでの怒りはどこへやら、瞳ひとみをきらきらと輝かせていた。

「うふふ。舞踏会にふさわしい、最高級のイブニングドレスを用意しますわ。ただ……」

「ただ？」

「わたくしは姫様の着付けを担当せねばなりませんので、エーコちゃんの衣装選びと着付けは──」

　コゼットは苦笑交じりに、プリムの顔に視線を向けた。

「プリムお姉ちゃんに、お願いしたいと思います」

　予想外の言葉に意表を衝つかれたのも一瞬のこと、エーコは激怒した。

「ちょっと！　このドジなメイドに……あたしの着付けをやらせるっていうの？　冗談じゃないわよ！」

「あうう……」

　エーコの容赦ない言葉に、プリムは胸を押さえてうめいている。と、コゼットはそんなプリムの肩に手を置くと、にっこりと微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですわ。確かに、プリムお姉ちゃんはドジで、おっちょこちょいで、すぐに物を壊すし、寝室は間違えるし、頭のネジはゆるいし、体力もゼロだし、おっぱいが人の身体を引きずっているような生き物ですけど……」

「ちょっ、コゼットさん！　プリムさんが泣いてますよ！」

　アッシュが慌てて注意すると、コゼットは「あらあらまあまあ」とつぶやいて、口もとを手のひらで覆った。

「ひ、ひどい……コゼットは、お姉ちゃんのことを、そんな風に思って……」

　プリムはがっくりとうなだれて、ぺたんと座りこんでいる。涙目になって、「どうせおっぱいだけが取り柄の女なのです……」と、恨めしげにつぶやいている始末だった。

「うふふ。話は最後まで聞いてちょうだいね、お姉ちゃん。そんなお姉ちゃんだけど、衣装のことに関しては、わたくしよりも確かな審美眼があるんです」

「そうなのですよっ！」

　現金なもので、プリムは誉ほめられた途端、死体が息を吹き返したように立ち上がった。

「本当に……？」

　エーコは猜さい疑ぎ心しんを隠そうともせず、プリムを横目で睨にらんだ。

「大船に乗ったつもりで、わたくしにお任せください！　エーコちゃんにぴったりのドレスを、必ず見つけて差し上げます！」

　コゼットの言葉に勇気づけられたプリムは、今度は怯ひるむことなく、その大きな胸をたぷんと揺らすと、堂々と宣言したのだった。





　　　　◇






　昼食をご馳ち走そうになったあと、エーコはプリムに手を引かれ、衣装部屋に向かった。ひとりになったアッシュは、ごろんとベッドに横になった。

「こういうとき、男は楽だよなあ」

　アッシュの衣装は、昨夜、オズワルドとの晩ばん餐さんで着用したものを再び借りることになった。今はハンガーにかけて、壁際に吊つり下げている。

　とりあえず黒のスーツを着ておけば、男子は無難にすますことができる。が、女子の場合は、そうもいかないのだろう。

　──こんこん……。

　そのとき、誰だれかがドアを叩たたいたので、アッシュはベッドから飛び起きた。

　エーコとプリムが戻ってきたにしては、さすがに早すぎる。

「誰だ……？」

　心当たりがないだけに、アッシュは疑問を抱いた。

「ちょっと待ってくれ！」

　扉のむこうに声をかけると、アッシュはむき出しにしていた左腕に包帯を巻いた。もはや儀式のようなものなので、三十秒とかからず巻き終えた。

　左腕には、漆黒の蛇がのたうつような、不思議な紋様が刻まれている。

　アッシュが竜族とかわした契約の証あかし──〈星せい刻こく〉である。

　一般には手のひらに収まる程度のサイズなのだが、アッシュの〈星刻〉だけは、なぜか規格外の大きさを誇っている。なんとなく禍まが々まがしい雰囲気を感じさせるので、人前では見せないようにしていた。

　作業を終えたアッシュは、おずおずと扉を開けた。

　その瞬間、薔ば薇らのように甘い香りがふわりと立ちのぼった。

「姫様っ!?」

「そっ、そんなに驚かなくてもよいだろう？」

　そう、あのシルヴィアが仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべて、戸口にたたずんでいるのだ。純白のブラウスに、青いスカート──学院では滅めつ多たに見せない私服姿が、新鮮に映った。

「その……少し、話をしないか？」

「それは構わないけど……」

　アッシュは廊下に目を配りつつ、シルヴィアを部屋に通した。幸い廊下には誰もいなかったので、ホッと安あん堵どしながら、素早く扉を閉ざす。こんな場面を城中の誰だれかに見られたら……と思うと、生きた心地がしない。

「……………………」

　シルヴィアはきょろきょろと室内を見渡すと、よりにもよって、ベッドの縁にすとんと腰をおろした。

　──ど、どうしてそこに座るんだよ……！　ソファだってあるのに……。

　アッシュが挙動不審に陥っていると、シルヴィアがじろりと睨にらんできた。

「どうした？　お前も、さっさと座るがいい」

　そういって、自分の隣をぽふぽふと叩たたく。

　アッシュはごくりと唾つばを飲みこむと、シルヴィアの隣に座った。

「……………………」

　なにか用があるはずなのに、シルヴィアはなかなか口を開こうとしない。

「そういや、ドレスの着付けはどうしたんだ？」

　沈黙に耐えきれず、アッシュは脳裏に思いついた疑問を投げかけた。

　シルヴィアは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、ぼそぼそと答えた。

「一応、どのドレスにするかは決まったのだが、その……少々、きつい部分があったのでな。ちょうど今、仕立屋に直させているのだ」

「別に、太ったようには見えないけど？」

　シルヴィアはサッと頰ほおを紅潮させた。

「胸だ！　去年よりも胸が大きく……って、なにをいわせるっ!?」

「わわっ、悪かった！」

　シルヴィアが身を乗り出した拍子に、形のよい胸が上下に揺れる。アッシュは慌てて目を逸そらした。

「仕立屋が直してるなら、そばにいなくてもいいのか？」

「仮縫いは終わったからな。サイズ直しが終わるまで、モデルは用無しだ」

　シルヴィアはそこで言葉を切ると、もじもじと恥ずかしそうにうつむいていたが、やがて、意を決したように口を開いた。

「その……暇ひま人じん同士、少し話でもできればと思ってな。もっ、もちろん、暇じゃないというのなら退散するが……」

　アッシュは苦笑した。シルヴィアが妙に緊張しているのを見ていたら、逆に落ち着きを取り戻すことができたのだ。

「いや、暇だったよ。エーコもプリムさんもいないし、仮面舞踏会のことを考えたら、首都見物って気分にもなれないしな」

「そうか……よかった」

　シルヴィアはもじもじとしている。普段のような勇ましさが、あまり感じられない。なにか大事な話があるようにも見えるが、なかなか切り出せないでいる様子だった。アッシュは思い切って、助け船を出すことにした。

「もし悩み事があるなら、いってくれないか？　騎士王家パラデインに生まれた姫様は、きっと俺おれなんかより、たくさんのことを背負っているんだと思う。だから……助けになれるかどうかはわからないけど、聞くだけなら俺にだってできる」

　シルヴィアは顔をあげると、蒼あおく澄んだ瞳ひとみでアッシュを見た。心なしか、ホッとした表情を浮かべているように見えた。

「そうだな、聞いてくれるか？」





　　　　◇






「はぁ……いまいちね」

　二階の衣装部屋で、エーコはうんうんと唸うなっていた。なかなか「これだわ！」と確信できるドレスに巡り会えないのだ。

「これも駄目ですか？」

　プリムはすっかり疲労した顔で、額の汗をぬぐっている。

「だって、舞踏会っていうのは、どいつもこいつも美しく飾り立ててくるわけでしょ？　竜族の娘が、愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人類に負けるわけにはいかないわ。特に、あのシルヴィアにはね！」

　エーコは腕組みをすると、ぴしゃりと宣言した。

「それとも、あんた？　このあたしが、シルヴィアに負けるとでも思ってるわけ？」

「め、滅めつ相そうもありませーん！　ただ、どうしてシルヴィア様をそこまで意識なさるのか……気にはなりますね。やっぱりアッシュ様が絡んでいるから……でしょうか？」

　たちまち、エーコは頰ほおを熱くした。

「ななっ……なにをいってるのよ！　あいつのことは、別に関係ないんだからね！」

　プリムは小首を傾かしげると、エーコをまじまじと見つめた。

「怪しいです！」

「あっ、怪しくないわよ！」

「でもでも、アッシュ様とシルヴィア様、とっても仲がいいですよね。昨日の晩ばん餐さんにしても、驚きました。あんな風に殿方と親しげに語っておられるシルヴィア様を見るのは、初めてでしたから」

「むっ……」

　プリムの言葉を聞いて、エーコは胸がざわめくのを覚えた。そう、ここ最近、アッシュとシルヴィアはますます接近している気がする。

　飼い主である自分を差し置いて、他の牝めすと仲良くするなど言語道断。今すぐ踏みつぶしてやりたくなる。

　いや、実際のところは、アッシュのほうが飼い主である。

　一応、それはわかっている。わかってはいるのだけど、それを認めてしまうのは、エーコのプライドが許さないのだった。

　自分のそんな態度に、アッシュは嫌気がさしたのだろうか？　だから、他の牝めすと仲良くするのだろうか？

　シルヴィアだけではない。レベッカやジェシカ、そしてルッカなど……アッシュの周りには、どうも魅惑的な牝が多すぎる気がする。

　最近では、学生食堂のウェイトレス──アーニャとかいう牝も、妙に気になる存在だった。やたらとアッシュのことを詮せん索さくしてくるのだ。間違いなく、アーニャもアッシュに興味を抱いている……。

「エーコちゃんは、シルヴィア様がお嫌いですか？」

　唐突な質問を浴びて、エーコは我に返った。

「別に……嫌いじゃないわ。合宿のときは、ランスロットに乗せてくれたし。あのおっぱいだけは、腹立つけどね！」

　プリムは苦笑交じりに、しみじみとした口調で告げた。

「エーコちゃんも、大変ですね」

「……なにが？」

　エーコはきょとんとした。

　プリムはしばらくためらっていたが、やがて口を開いた。

「だって……アッシュ様は人間で、エーコちゃんは竜族ですもの。いつかアッシュ様は人間の女の子に恋をして、結婚して、赤ちゃんを授かって──ああっ、エーコちゃんっ!?」

　プリムが最後までいい終えぬうちに、エーコは床を蹴けっていた。扉を強引にぶち破り、廊下に飛び出す。

「エーコちゃん！　待ってください！　わ、わたし……なにか悪いことをいってしまいましたかっ!?」

　プリムが慌てて追いかけてくるが、エーコは脇わき目めも振らずに走り続けた。

　悔しかった。

　自分でも、どうしてこんなに悔しいのかわからない。

　だけど、無性に悔しくて、腹立たしくて、走らずにはいられなかった。

　別段、プリムに腹を立てているのではない。プリムに悪気がないことは、エーコにもわかっている。

　ただ、プリムはあまりに無邪気すぎた。その結果、誰だれもがあえて目を逸そらしていた現実的な問題を、エーコの前でぽろりと漏らしてしまったのだ。

　アッシュとエーコは、契約によってつながっている。一いち蓮れん托たく生しようといってもいい。これ以上の絆きずなはあり得ないんだと、エーコは心のどこかで安あん堵どしていた。

　だからこそ、アッシュが自分以外の誰かに奪われる可能性など、考えてもいなかった。

　しかし──アッシュは人類で、エーコは竜族。

　万が一、プリムの告げた可能性が現実になったら。

　アッシュが誰だれかに恋をして、結婚し、赤ちゃんを授かったら。

　そのとき、エーコ自身はどういう位置づけになるのだろう？

「ううっ……ひっく」

　エーコはがむしゃらに走りながら、ぽろぽろと涙をこぼした。

「なによ……そんなの、わかりきってるじゃない……元々、あいつのほうが飼い主なんだから──」

　そう……こんな自分に待ち受けているのは、飼い竜ペツトの座でしかない。

　一匹のペットとして、アッシュの幸せを脇わきから眺めているだけの日々。お腹なかが空けば餌えさをもらい、尻尾しつぽを振って、無邪気な動物として振る舞うだけの日々……。

「ぐすっ。そんなの、あんまりだわ……」

　エーコがアッシュに求めているのは、そんな愛情ではなかった。

　胸がキュッと締めつけられる。切なくて。あまりに切なくて。

　自分でも不可解な感情をもてあましながら、エーコは走る。走り続ける。階段を駆け下りて、玄関ホールを一直線に横切った。

　衛兵たちがエーコを見み咎とがめ、声をかけてくる。今夜の舞踏会にそなえ、警備はより厳重になっていた。

「君、待ちたまえ！」

　腕をつかまれた瞬間、エーコは牙きばをむいた。本気で振り払ったら、衛兵は木の葉のように吹っ飛んだ。ひとり、またひとりと、エーコは衛兵を吹っ飛ばしていく。

　屈強の兵士といえども、エーコの前では木で偶くの坊ぼうに等しかった。

「くっ……！」

　エーコは改めて、自分が竜族であることを痛感する。こんな怪力女、人間の牡おすが好きになるはずもないんだと思うと、ますます涙があふれた。

　玄関の門をくぐり抜けると、外に出た。

「待ってください！　エーコちゃん！」

　どんくさそうに見えて、プリムは今なおエーコを追いかけてくる。

　もはや自分がなんのために走っているかもよくわからなかったが、プリムに泣き顔を見られたくはなかった。

　空を見上げると、それだけで暗あん鬱うつな気持ちになった。

　先ほどまでは快晴だったのに、今ではもう、どんよりと曇っている。今にも一雨きそうな様子だった。ごろごろ……と、遠えん雷らいの音がかすかに聞こえた。

　曇天の下もと、やみくもに走り続ける。行くあてなど、どこにもない。ただひたすら、脇目も振らずに走り続けた。

　刹せつ那な、なにかにつまずいた。

「──きゃっ！」

　勢い余って、前方に投げ出されてしまう。軽い衝撃と同時に、手のひらに焼けつくような痛みを覚えた。

「なんなのよ、もう！」

　ミュールの片方が脱げてしまい、裏返しになって、芝生の上に転がっている。まるで、今の自分のようだと思った。

「ここは……どこ？」

　きょろきょろと周囲を見わたす。

　城内の庭園なのは確かなだが、ろくに手入れされていない。一輪たりとも花は咲いておらず、雑草が伸び放題である。

　廃園という言葉がぴったりの場所だった。

　目の前には、今にも崩れ落ちそうな、二階建ての家屋。まるで廃はい墟きよだ。玄関口の脇わきには石碑が建てられており、その廃墟が旧王宮であることを示している。

　立派なお城の裏手に、これほど寂さびれた場所があるとは驚きだった。

「いたっ……！」

　すりむいた手のひらが、じんじんと痛んだ。右みぎ膝ひざからも血がにじんでいる。

　それ以上に、お気に入りの衣装が土にまみれてしまったことがショックだった。

　アンサリヴァンを発たつ数日前、今回の旅行のためにといって、アッシュが買ってくれたワンピース。

　淡い水色の生地と、胸もとのリボンがお気に入りだった。

　なのに、今では土にまみれて、見る影もない……。

　そのとき──。

　旧王宮の玄関口が、ぎぎぎぎぎ……と、経年劣化を感じさせる軋きしみとともに、ゆっくりと開け放たれた。

　旧王宮から出てきたのは、五人の集団だった。

　その服装から察するに、王室使用人が集まっているだけに見えるが、エーコは怪しげな気配を感じ取った。一見、人畜無害な使用人を装ってはいるが、狩人かりゆうどのような目といい、隙すきのない身のこなしといい……明らかにただ者ではない。

　エーコはとっさに身をかがめ、背丈の高い雑草の茂みに身を隠した。

　集団を率いているのは、なんとメイド服を着た少女だった。コゼットやプリムが着用していたのと同じ、王宮仕様のメイド服である。

　いや、うまく似せてはいるが、エーコの目をごまかすことはできなかった。

　あのメイド服は、間違いなく模造品だ。生地の光沢感が足りないし、細部のデザインにしても、本物とは微妙に違う。

　少女の顔立ちに見覚えがあったので、エーコは余計に驚いた。

「あの女……どうしてここに!?」

　学生食堂〈ラ・テーヌ〉で働いていた、アーニャという名のウェイトレスである。

　どうして一介のウェイトレスが、王室使用人の格好をして、フォンティーン城の敷地内を徘はい徊かいしているのだろう？

　エーコは混乱した。

　一応、アーニャとは顔見知りだが、なぜか声をかける気にはなれなかった。

　今のアーニャは、食堂で愛想を振りまいていた小娘とは違う。まるで戦士のような、鋭い目をしているのだ。

　取り巻きの男たちが、アーニャに恭うやうやしく付き従っている様子も、不自然に映った。

　間の悪いことに──そのとき、プリムの声が廃園に響いた。

「エーコちゃん！　どこですか!?」

　その刹せつ那な、アーニャが敏びん捷しように動いた。あろうことか、懐から短剣ダガーを抜いたのだ。アーニャの動きに呼応して、男たちも短剣を手に散開する。

　もはや、アーニャたちが「敵」なのは間違いないと、エーコは確信した。とっさに立ち上がると、プリムに向けて叫んだ。

「来ちゃ駄目！　あんたは逃げてっ！」
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　先刻、アーニャが率いる実行部隊は、ほの暗い地下道を経由して、フォンティーン城の敷地内に潜入を果たした。

　地下道の階段を上り、ようやく地上に出てみると、そこは廃はい墟きよと化した旧王宮だった。客室の暖炉が、地下道に直結していたのである。

　地下道の情報を教えてくれたのは、ミルガウスだった。改めて、どうしてミルガウスがこんな通路を知っていたのか、アーニャは不思議に思った。

　旧王宮で、アーニャたちは戦闘服を脱ぎ捨てた。アーニャはメイドに、部下たちは男性使用人に変装したのである。制服の模造品を用意してくれたのは、クラウスだった。

　アーニャは四人の部下を率い、旧王宮の外に出た。

　空は灰色で、陽ひ射ざしは皆無。今にも一雨きそうな雰囲気である。

　早く城内に潜入しなくては……と、アーニャは気を引き締めた。

　老朽化した建物の周囲には、荒れ果てた庭園が広がっている。厳重な警備体制が敷かれているとはいえ、こんな区画に不審者が現れるとは、誰だれも予想していなかったようだ。警備兵の姿はない。

　あとは城内に潜入し、エーコを見つけたら、ひとけのない場所におびき出す。そして拉ら致ちし、ベオウルフの艦内に搬送する。それで任務は完了となる。

　廃園を横切りながら、アーニャはさりげなく、懐に隠した拳けん銃じゆうの感触を確かめた。弾倉には、強力な麻酔弾が装そう塡てんされている。

　ミルガウスからの支給品だったが、たとえ麻酔弾とはいえ、エーコのような少女に銃口を向けるのは、ためらいがあった。

「族長、どうかしましたか？」

　部下のひとりが声をかけてきたので、アーニャは我に返った。

「……なんでもないわ」

　そうだ、今の自分は部下を率いる身。タンタロスの族長であると同時に、実行部隊の隊長でもある。自分が迷えば、部下の身まで危険にさらしてしまう……そんな風に考えて、アーニャは迷いを断ち切った。

　そのときだった。

「エーコちゃん！　どこですか!?」

　突如、切羽詰まったようで、どこか間延びした感のある声が響いたのだ。

　前方に現れたのは、ひとりのメイドだった。アーニャたちに気づくと、不思議そうに首を傾かしげた。

　アーニャはとっさに、思考をめぐらせた。今、このメイドは確かに「エーコちゃん」と叫んだ。間違いなく、このメイドは幼竜エーコの関係者……！

　この好機を逃す手はない。まずはあのメイドを拉ら致ちし、エーコの行方を尋問すれば、城内をくまなく捜し回る必要もなくなるだろう。

　アーニャは指先で背後の部下たちにサインを送ると、素早く短刀を抜いた。

　部下たちはアーニャの意を受け、迅速に散開する。

　一気に取り囲んで、決着をつけるつもりだった。

「来ちゃ駄目！　あんたは逃げてっ！」

　刹せつ那な、別の方角から声が聞こえたので、アーニャは意表を衝つかれた。

　その痛烈な声には、聞き覚えがあった。

「幼竜エーコよ！」

　アーニャの叫びを聞いて、部下たちは一斉に足を止めた。

　同時に閃せん光こうがほとばしり、すかさず轟ごう音おんが続いた。先ほどまでは遠くで鳴っていた雷だが、今ではかなり近づいている。

「あんたたちはエーコを！　メイドはあたしに任せて！」

　アーニャの指示を受け、部下たちは即座に標的を変えた。エーコを目がけて、一斉に飛びかかる。

　いくら竜族といえども、見た目は少女。屈強のタンタロス兵が四人がかりなら、赤あか児ごも同然だろう。アーニャは楽観的に考えると、メイドに向けて突進した。

「えっ？　な、なにがどうなって──あうっ！」

　うろたえるメイドの腹部に、拳こぶしをお見舞いする。メイドは一瞬で気を失い、どさりと崩れ落ちた。

「ふん。騎士国民なんて、他愛たわいないわ」

　アーニャが吐き捨てるようにつぶやくと同時に、雷が鳴った。ぽつ、ぽつ、と雨が落ちてきたかと思うと、激しい夕立と化した。真夏にしては、冷たすぎるほどの雨滴だった。

　アーニャは背後を振り返った。そろそろ、部下たちがエーコを取り押さえているだろうと思ったのだ。

「なっ……！」

　振り返った直後、アーニャはゾッとした。

「……ったく、これだから、愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人間どもは嫌なのよ」

　エーコは取り押さえられるどころか、廃園の中央に仁王立ちしていた。濡ぬれた髪を振り乱し、真しん紅くの瞳ひとみを爛らん々らんと光らせている。

　エーコの足もとには、三人の精鋭が倒れ伏していた。

「このガキがっ……！」

　四人目の部下が、エーコに正面から立ち向かった。猛然と短剣を振りかぶる。仲間を倒されたせいで、すっかり逆上していた。

　刹せつ那な、エーコが大地を蹴けった。短剣が振り下ろされる寸前、相手の懐に飛びこむと、腹部に頭突きをお見舞いする。

「ごふっ！」

　一見、か弱い少女の悪あがきにしか見えなかったのに、部下は闘牛の突進を食らったかのように、吹っ飛んだ。まるで紙芝居の一幕を思わせる、珍妙な光景だった。

　──あれが……竜族の力ってわけ!?

　アーニャは震えた。

　可か憐れんな見た目とは裏腹に、エーコの腕っぷしは想像を絶している。

「いい加減にしないと……踏みつぶすわよ！」

　あえなく地面に落下して、泥まみれになった男の背を、エーコは無造作に踏みつけた。

「おうっ！」

　間抜けな悲鳴をあげて、最後のひとりも気を失う。

　その様子を見届けると、エーコはアーニャをキッと睨にらみつけてきた。

「あんた、アーニャよね？　学食のウェイトレス風情が、どういうつもり？」

　アーニャは答えない。答える必要などなかった。無言のまま、サッと身構えた。

「そう……話すつもりはないってわけ。まあ、いいわ」

　エーコも素早く身構える。

　一瞬、その背後にドラゴンの影が浮かび上がったように見えた。

「前から、あんたのことは気に食わなかったのよ。やたらとアッシュのことを嗅かぎ回ってたようだしねっ！」

　エーコが水しぶきを散らしながら、猛進する。

　確かにその腕力は驚異的だ。

　一撃でも食らったら、アーニャも部下たちの二の舞となるだろう。

　だが──。

「どんなに破壊力があろうと、当たらなければ意味がないのよ！」

　アーニャは横に飛ぶことで、エーコの頭突きをかわした。

「くっ……！」

　前につんのめりながらも、エーコは身体を急旋回させ、再び立ち向かってくる。今度は拳こぶしを繰り出してきた。

　最初の一撃を、アーニャは紙一重でかわした。

　──どんっ！

　剃刀かみそりのような拳の威風が、頰ほおを焼くように吹きつける。雨滴をも斬きり裂くような、鋭い正拳突きだった。その拳がまとう風だけで、吹き飛ばされるかと思った。

　部下たちが呆あつ気けなく倒されたのも、無理はないと思う。だからといって、焦りはしなかった。なぜなら、部族では精鋭だと認められていた彼らよりも、アーニャのほうがさらに強いからだ。

「このっ……大人しく倒れなさいよ！」

　エーコが憤ふん怒ぬの形相で、再び拳を振るってきたが、もはやアーニャにとって、エーコは恐怖の対象ではなくなっていた。

「……っ！」

　空振りしたエーコは、足もとのぬかるみに足をとられ、大きくバランスを崩した。

　夕立は今なお続いている。足場が悪くなっていることに、もちろんアーニャは気づいていたが、エーコはそこまで気が回らなかったようだ。

　その隙すきを見逃すほど、アーニャは甘くない。

「はあっ！」

　エーコの延髄に、渾こん身しんの蹴けりをお見舞いする。

　爪つま先さきが水しぶきをまといながら、エーコのうなじに吸いこまれる。

　並みの人間だったら、ひとたまりもなく昏こん倒とうするはずだった。

「ぐっ……やったわね！」

「ウソでしょ？」

　アーニャは呆気にとられた。

　一度は倒れそうになったエーコだが、かろうじて踏ん張ると、涙目でアーニャを振り返ったのだ。

　雨のせいで顔はぐしゃぐしゃだったが、鬼気迫る表情を浮かべている。

「絶対に、絶対に……踏みつぶしてやるんだから！」

　エーコは牙きばをむくと、またしても突進してきた。単に怪力なだけでなく、耐久力もドラゴン並みらしい。がむしゃらになって攻撃してくるエーコの姿は、手負いの獣という言葉がぴったりだった。まともにやり合っていたら、日が暮れてしまうだろう。

　アーニャは懐に手を入れた。冷たい鉄の感触。できれば使いたくはなかったが、これ以上、手間取っているわけにはいかない。

「……悪く思わないでよね」

　アーニャは懐から銃を抜くと、ためらうことなく発砲した。
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　シルヴィアが告白を終えたとき、アッシュは脳天を揺さぶられるような衝撃を受けた。

　にわかには信じられない話だった。シルヴィアは、ミルガウスの正体がジュリアス王子かもしれない──そう告白したのだ。

　禁忌を犯し、処刑されたジュリアス王子の話なら、もちろんアッシュも聞いている。ロートレアモン家において、史上最悪の不祥事といっていい。

「でも、ジュリアス王子って……処刑されたはずだろ？」

　アッシュが半信半疑で訊たずねると、シルヴィアはぼそぼそと答えた。

「おそらく、その情報は偽りだ。父上はあんな人だからな……息子を処刑できるほど、非情にはなりきれなかったのだろう。兄上が生き延びていたことは、純粋に嬉うれしい。モルドレッドを殺害した件についても、きっと深刻な事情があったんだと思う。だが……どうして兄上が帝国なんかの手先になって、この騎士国に災いを起こしているのだろう？　それだけが、どうしてもわからない。私は一体、どうすればよいのか……」

　シルヴィアは口を閉ざすと、うつむいた。シルヴィアが背負っているものの大きさを想像するだけで、アッシュは気が遠くなりそうだった。だが、こうして思い悩んでいるシルヴィアを前に、なにかをいわなくてはならない気がした。

「実はさ……俺おれ、父親の顔をろくに覚えてないんだよ」

「……？」

　シルヴィアは顔をあげると、不思議そうにアッシュを見つめた。

「息子の俺がいうのもなんだけど、よくわからん父親でさ……妹が生まれたあと、なぜか姿をくらましやがった。いつの間にか、うちでは父親の話をするのがタブーみたいな雰囲気になってた。どうして父親がいなくなったのか……俺には不思議で仕方なかったけど、聞いてはいけない気がした。でも、ある日……どうしても我慢できなくなって、母親に質問をぶつけたんだ」

「教えてもらえたのか？」

「いや、教えてはくれなかった。でも、俺が成長して、いろんなことが理解できるようになったときには、ちゃんと教える──そう約束してくれたんだ。おかげで、俺は悩まずにすむようになった」

　こんな風に自分語りをする機会など初めてで、なんだか気恥ずかしかった。それでも、シルヴィアが真しん摯しな顔をして話を聞いてくれているのは、嬉うれしく思えた。

「つまり……なにがいいたいのかっていうと、ただひとりで思い悩んでいるだけでは、なにも解決しないってこと。うじうじと悩んでいる暇ひまがあるなら、本人を捕まえて問い詰めるのが手っ取り早いんだよな。そうだろ？」

「それができるなら、苦労はしない……が、お前のいう通りだな」

　意外にも、シルヴィアは晴れやかな笑顔を浮かべた。

「ありがとう、アッシュ。お前のおかげで、心の重しが取れた気がする」

　その笑顔の可か憐れんさに、アッシュはドクンと心臓を跳ね上げた。学院では、高潔で凛り々りしい美び姫きといった印象が強いシルヴィアなのに、こんな風に笑うこともできるのだ。

　そのとき──強烈な閃せん光こうが走ったかと思うと、雷鳴が轟とどろいた。

　まるで耳のそばで鳴ったように思えるほど、激しい音だった。ふと窓に目をやると、外は土砂降りである。今さらのように、雨の匂においを感じた。

「きゃあああっ！」

　案の定、臆おく病びような一面があるシルヴィアは、たちまち恐怖の相を浮かべると、絹を裂くような悲鳴をあげた。恐怖のあまり我を失ったらしく、アッシュの胸に飛びこんでくる。

「うわっ……！」

　虚を衝つかれたアッシュは、シルヴィアともつれ合ったまま、ベッドに倒れこんだ。

　シルヴィアはガクガクと震えながら、アッシュにしがみついている。雪白の頰ほおに、長い睫まつ毛げが影を落としている。

「……姫様？」

　アッシュが呼びかけても、シルヴィアはなにも答えない。まぶたを閉ざしたまま、アッシュの胸に頰ほおを押しつけている。そして、子どものように震えている。

　それだけならまだしも、アッシュはこの世のものとも思えない、柔らかな感触に気づいた。子どもには絶対に存在しない感触だった。たっぷりと量感のある乳房が、アッシュの身体にギュッと押しつけられているのだ。

　雷は二度、三度と繰り返された。そのたびに、シルヴィアはビクッと身体を震わせて、アッシュを抱き締める腕に力をこめる。

　……どのくらいの時間、そうしていたのだろうか。

「大丈夫か、姫様？」

　ようやく雷が収まり、夕立もやんだ頃ころ、アッシュはおずおずと声をかけた。これ以上、シルヴィアと密着していたら、心臓が破裂してしまいそうな気がした。さりげなくシルヴィアから離れると、上体を起こす。

「んっ……」

　シルヴィアはベッドに横たわったまま、ようやく目を開いた。よほど怖かったのか、目め尻じりには涙の玉が浮かんでいる。

「なっ……！」

　ようやく我に返ったシルヴィアは、頰を染めた。ようやく事態を悟ったのだろう。

　ベッドに横たわった状態で、アッシュに顔を覗のぞきこまれているという、一国の姫君としては無防備すぎるシチュエーションを──。

　──こ、これはまずい……。

　アッシュは〝我が家の家訓パンチ〟を覚悟した。

　自分に非がないのはわかっているが、過去のパターンを思い出せば、そうなるのが自然の摂理というものだ。その結果、すべては水に流されるはずだった。

　ところが、シルヴィアは頰を染めたまま、じっと横たわっている。

　その睫まつ毛げが少しだけ震えていることに、アッシュは気づいた。

「姫様……？」

　アッシュはシルヴィアを見つめた。

　竜騎士ドラグナーの称号とは裏腹に、ほっそりとした肢体。胸もとでは、ブラウスの生地を押し上げる隆起がふたつ、シルヴィアの呼吸に合わせて、せわしなく上下している……。

　その瞬間、アッシュは目を奪われた。

　今のシルヴィアは、下ブ着ラを着けていないのだ。汗ばんだブラウスごしに、うっすらと透ける突起の桜色を見ていたら、理性という名の防波堤が砕けそうになった。

　どうして、シルヴィアは動こうとしないのだろう？

　どうして、いつものように怒りに任せて、殴ってこないのだろう？

　もし、ここで自分がシルヴィアに手を伸ばしたら、どうなってしまうのだろう？

　──いや、駄目だ！　今の姫様は……きっとジュリアス王子のことで頭がいっぱいで、混乱しているんだ。そんな姫様の心の隙すきに付け入るような真ま似ね……俺おれにはできない。できるはずもない……。

　本能的な欲望に押し流されそうになりながらも、アッシュは抵抗した。

　──こつん、こつん。

　そのとき、誰だれかが扉を叩たたいた。

　それは、ごく普通のノックだったが、場合が場合だけあって、アッシュの耳にはひときわ鋭く響いた。

「……っ！」

　それはシルヴィアも同じだったらしく、まるで魔法が解けたかのように、ベッドから飛び降りた。

「失礼いたします」

　アッシュの返事も待たずに、扉がガチャリと開け放たれる。

　戸口に顔を見せたのは、コゼットだった。

「お召し物のサイズ直しが終わりましたので、姫様をお迎えにあがりました」

　コゼットの口調は、妙に事務的だった。もしかすると、アッシュとシルヴィアがベッドの上で抱き合っていたことも、お見通しなのかもしれない。

「……わかった。すぐに行く」

　シルヴィアは努めて平静を装うと、コゼットとともに退室した。

「はぁ……」

　アッシュは激しい脱力感に襲われて、ベッドにごろんと横たわった。

　もし自分が迷ったりしなければ。もしコゼットが迎えに来なかったら。

　今いま頃ごろ、自分はベッドの上でシルヴィアと……。

「うわああっ！　なにを考えてんだよ俺おれは！」

　アッシュは頭を抱えて、ごろごろと転がった。

　今すぐ煩悩を頭から追い出したかった。ところが、ベッドにはシルヴィアの香りがしっかりと残っていて、アッシュをますます悶もだえさせる。薔ば薇らのように甘い香りは、きらびやかな金髪や、柔らかそうな双丘を生々しく思い出させた。

　と、寝返りを打った拍子に、隣のベッドが視界に入った。

　エーコはプリムと一緒に衣装部屋に向かったきり、まだ戻ってこない。

　浮ついた気分は、一気に冷めた。

「エーコの奴やつ、遅いな」





"Black Prelude ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第七話　仮面舞踏会









　第七回大陸会議〈エリュシオン〉～各国の参加者について～




　Ⅰ　エスパーダ聖庁

　主催者である教皇ラクエルⅣ世。まだ九歳でありながら、その霊力の高さを買われ、教皇に選ばれた逸材である。補佐役として、十二名の枢すう機き卿きよう。




　Ⅱ　シェブロン王国

　国王ザカライアスⅢ世及び、三人の王子。さらには、政務に携わる有力貴族たち。出席者の総数は二十名を超え、最大勢力といえる。




　Ⅲ　ゼファロス帝国

　皇帝オルトフォンⅧ世は高齢を理由に欠席。皇帝の代理人として、ヴァン＝デンハル辺境伯が出席する。その他、有力貴族が数名。シェブロン王国に次ぐ勢力でありながら、その出席者数は異様なほど少ない。




　Ⅳ　ラヴロック商工都市連合

　元首エンツォ・サバティーニを筆頭に、主要都市の市長が七名。




　Ⅴ　ロートレアモン騎士国

　騎士王パラデインオズワルドと、ヴェロニカ第一王女殿下。また、シルヴィア第四王女殿下の初参加が決定している。第二、第三王女殿下は留学中につき欠席。その他、有力貴族が数名。




　暇ひまつぶしに読んでいた小冊子パンフレツトを放ほうり出すと、アッシュはベッドの上に転がった。

「やっぱり、姫様はすごいな」

　つい先ほど、シルヴィアは同じベッドの上で、アッシュに見つめられていた。手を伸ばせば届く距離に、シルヴィアは確かにいた。だが、このような形でシルヴィアの名前を目にすると、やはり遠い存在に思えてしまうのだった。

　懐に手を入れると、騎士王パラデインから賜った銀時計を取り出した。

　針は午後六時十五分を示している。

「もうこんな時間か」

　仮面舞踏会の受付開始が六時半であることを考えると、そろそろ着替えねばならない。アッシュはベッドをおりると、壁際に吊つり下げた衣装を取ろうとして──踏み留とどまった。

「エーコの奴やつ……なにをやっているんだ？」

　男と違って、女は身支度に時間がかかる。それは理解している。とはいえ、エーコとプリムが部屋を出てから、かれこれ四時間ほどが経たっていた。

「いくらなんでも、遅すぎる……」

　プリムと一緒になって、どこかで油を売っているのかもしれない。

　アッシュは意を決すると、左腕に巻いていた包帯をはぎ取った。

　左腕をびっしりと埋め尽くす〈星せい刻こく〉が、あらわとなる。

「なんといっても、俺おれとエーコはつながってるんだからな」

　以前、エーコがアンジェラに誘拐されたときのことを思い出す。あのときは〈星刻〉の導きによって、アッシュはエーコの居場所を突き止めることができたのだ。

　左ひだり拳こぶしを額の前にかかえ、右手で左手首を握り締める。

「頼む……エーコの居場所を教えてくれ！」

　やがて左腕が熱を帯び、肌に刻まれた紋様がきらきらと輝き始める。魔力によって形成された蝶ちようが次々と生成され、宙を舞う。これらの蝶こそは道しるべであり、アッシュをエーコの居場所に導いてくれるはずだった。

「えっ!?」

　その刹せつ那な、アッシュは愕がく然ぜんとした。生み出されたばかりの蝶はあっさりと消滅し、左腕を包みこんでいた輝きも、そして熱も去ったのである。

「どういうことだ……？」

　わけがわからず、その場で立ちすくむ。二度、三度と試みてみたが、駄目だった。まるで壊れた竜りゆう華が灯とうのように、〈星刻〉は反応をやめてしまうのだ。

　無性に嫌な予感がしたが、ここは騎士王パラデインの牙が城じようである。エーコの身に危険が迫る可能性など、考えてもいなかった。だが、エーコとのつながりが途絶えているのは事実。

「くそっ……！」

　矢も楯たてもたまらず、部屋を飛び出した。

　延々と続く廊下を、がむしゃらに走り続ける。

　アッシュが部屋でシルヴィアと過ごしている間に、エーコの身には危険が迫っていた……そう思うと、自己嫌悪がこみ上げてきた。

　城内は広い。どこを捜せばいいのか、見当もつかなかったが、このまま部屋でじっとしていたら、不安で胸が押しつぶされてしまいそうな気がした。

　最初の曲がり角を全速力で曲がった直後、視界にひとりのメイドが飛びこんできた。

「うわっ！」

「あらあらまあまあ」

　メイドは間延びしたつぶやきを漏らしながらも、驚くべき敏びん捷しよう性せいを発揮して、アッシュの突進を軽やかにかわした。のみならず、前方につんのめったアッシュの襟首をむんずとつかむと、ぐいっと引き戻したのである。おかげで、アッシュは転ばずにすんだ。

「大慌てで廊下を走るなんて、アッシュ様らしくありませんわ」

　気まずい思いで振り返ると、コゼットが澄ました顔でたたずんでいる。

　アッシュは藁わらにもすがる思いで、コゼットに迫った。

「エーコとプリムさんが帰ってこないんです！　〈星せい刻こく〉も反応しなくて！」

　たちまち、コゼットは表情を引き締めた。

「了解しました。ただいま休憩中の使用人を総動員して、捜索に当たらせます。アッシュ様が闇やみ雲くもに走り回るより、ずっと効率はいいはずです」

「ありがとうございます！　もちろん、俺おれも一緒に──」

「いえ。アッシュ様は予定通り、仮面舞踏会に参加なさってください」

「そんな……あいつは俺のパルなんです。俺が捜してやらなくて、どうするんですか！」

「ここはフォンティーン城です。厳しいことをいわせていただきますと……〈星刻〉が反応しない以上、アッシュ様は足手まといといわざるを得ません」

「……そんな！」

「逆に、使用人は城内の構造を熟知しております。ここはわたくしどもを信じて、お任せください。それに、プリムお姉ちゃんはわたくしの身内でもあります。わたくしにとっても、今回の事態は見過ごせません」

「わかり……ました」

　アッシュが悄しよう然ぜんとしてうなずくと、コゼットはようやく笑顔に戻った。

「その代わりといってはなんですが、アッシュ様には姫様のエスコートをお願いします」

「姫様の？」

「ああ見えて、姫様は気がお小さいですし、人見知りも激しいのです。でもアッシュ様がそばにいてくだされば、きっと大丈夫ですわ」

　コゼットの申し出は、たぶん間違ってはいない。だが、エーコの身に危険が迫っているかもしれないのに、自分は仮面舞踏会に参加するなど、あまりに不謹慎な気がした。

　そんなアッシュの煩はん悶もんを見抜いたのか、コゼットが毅き然ぜんとして告げた。

「わたくしを信じてください、アッシュ様」

　アッシュは歯を食いしばると、なんとか自制した。

「……わかりました。エーコのこと、よろしくお願いします」





　　　　◇






　十六時を過ぎた頃ころ、アーニャは長い長い地下通路を経へて、ようやくベオウルフの艦内に戻った。昏こん睡すい状態のエーコをホフマン博士に託すと、シャワー室を借りることにした。

　夏場にもかかわらず、ひどく肌寒い。雨に打たれたせいで、頭の先から足の先までずぶ濡ぬれだった。

　脱衣所に入ると、ぐっしょりと雨滴を吸ったメイド服を無造作に脱ぎ捨てた。肌にぴったりと張り付いた下着も、むしり取るように脱いだ。

　最後に、後頭部で束ねていた髪をおろすと、一糸まとわぬ姿となった。

　シャワー室の壁には、大きな鏡が張られていた。

「……………………」

　こうして自分の全身像をまじまじと見つめるのは、久しぶりのことだった。

　濡ぬれた黒髪。山岳民族に特有の、小麦色に焼けた肌。淡くふくらんだ乳房。無駄な肉をナイフで削そぎ落としたような、腹から腰にかけての輪郭。

　なんとなく、自分の乳房に手を当ててみた。〈ラ・テーヌ〉の店長や、生徒会長のレベッカ、そしてシルヴィア王女といった女性たちと比べたら、なんとも貧弱な胸だった。あのエーコとなら、よい勝負になるかもしれない。

　我ながら、色気とは無縁よね……と思う。

「……！」

　そんな思考がよぎった直後、アーニャは狼ろう狽ばいした。

　一体、自分はなにを考えているのだろう？　今の今まで、自分の容姿に関心を抱いたことなどなかった。平和な騎竜学院に潜入していたせいで、浮ついてしまったのだろうか。

　そもそも、大きな胸なんて、戦闘時には邪魔なだけだ。大昔の山岳地方には、女性戦士は弓を射るときに邪魔だという理由で、乳房の片方を切り落としたという逸話が残っているほどだ。

「そうよ。わざわざ切り落とすくらいなら、最初から小さいほうがいいんだから！」

　アーニャはひとりで納得すると、蛇口をひねった。

　最初は冷たい水が出てきたが、しばらくすると、温かいお湯に変わった。改めて帝国の技術力に感心しながら、頭からお湯を浴びた。

　浮ついた気持ちもろとも、洗い流すように──。

　しばらく目を閉じて、お湯の流れに身を任せつつ、先ほどの任務を思い返す。

　一応、任務は無事に達成した。

　エーコの戦闘力を侮あなどっていたため、四人の部下が負傷したのが計算外だったが、城内の衛兵に発見されることもなかったし、及第点といえるだろう。

「だけど……問題なのは、これからね」





　　　　◇






　城内の三階──舞踏会専用の広間は、既に賑にぎわいつつあった。紳士も淑しゆく女じよも例外なく、顔には仮面を装着している。目元を覆い隠すだけのオーソドックスな仮面もあれば、竜や獅し子しなど様々な動物の頭部をかたどった、奇抜な被かぶり物も交ざっていた。中には道化師の扮ふん装そうをした者もいた。

　フォーマルな服装をしたアッシュもまた、受付で渡された仮面を目元に貼はり付けると、入口の脇わきにたたずんでいた。ここで待っていれば、いずれシルヴィアが来るはずだと、コゼットにいわれたからである。

　扉の向こうからは、王室御ご用よう達たしの管弦楽団が、軽やかな序曲を奏でている。底抜けに明るい宮廷音楽の旋律に、アッシュはなかなか馴な染じめなかった。

「エーコ……どこにいるんだ？」

　これで何度目だろうか……周囲に気づかれないよう、アッシュはこっそりと〈星せい刻こく〉に呼びかけてみたが、やはり反応はない。

　まるで潮が引いたあとのように、〈星刻〉はしんと静まり返っている。

「──どうした？　浮かない顔だな」

　唐突に話しかけられ、ビクッとして顔をあげると、黒い揚あげ羽は蝶ちようを目元に貼はり付けた女性がアッシュを見つめていた。黒揚羽と見えたのは、もちろん仮面である。せいぜい顔の上半分を覆っているだけなので、顔見知りであれば、正体を見抜くのは簡単だった。

「なんだ……姫様か」

「〝なんだ〟とはなんだ!?」

　シルヴィアは仮面ごしに、じろりとアッシュを睨にらみつけてきた。

「わわっ、すまん……」

　アッシュは謝りながらも、改めてシルヴィアを眺めた。

　豪ごう奢しやな金髪は大人っぽく結い上げて、深紅のリボンが映えている。肘ひじまでをすっぽりと覆い隠す手袋が、淑しゆく女じよらしさを感じさせた。右手には、いかにも王侯貴族の令嬢が好みそうな、羽根のついた扇子を握っている。

　青を基調としたイブニングドレスは、要所に宝石が縫い付けられて、真夏の湖面さながらだ。コルセットに締めつけられた腰とは対照的に、スカートの部分はふんわりと広がって、楚そ々そとした百ゆ合りの花弁を思わせた。

　アッシュは思わず、頰ほおを熱くした。数時間前、ベッドで折り重なったときの記憶が、自然と甦よみがえってしまう。

「姫様……とても、綺き麗れいだ」

　自分の語ご彙いのとぼしさを、アッシュは残念に思った。それほどまでに、今のシルヴィアは美しかった。

「そっ、そんなに見つめられたら、恥ずかしいだろう……！」

　シルヴィアはアッシュの視線に気づいた途端、サッと頰を朱に染めると、恥ずかしそうにうつむいた。扇子をサッと広げると、口もとを覆ってしまう。

「ごめん……」

　アッシュも気恥ずかしくなって、慌てて視線を逸そらした。

　しばらくの間、気まずい沈黙がふたりの間に横たわったが、先に打ち破ったのはシルヴィアのほうだった。

「そうだ！　コゼットから聞いたぞ。エーコとプリムが行方不明だとか……」

　その言葉で、アッシュはハッと我に返った。

「ああ……今もコゼットさんが捜してくれている。できれば、俺おれも一緒に捜したいんだけど、〈星せい刻こく〉がまったく反応しないんだ」

「なんだと!?　どういうことだ……？」

　シルヴィアが全身に緊張をみなぎらせたそのとき、

「失礼、お嬢さん。通してはもらえないだろうか」

　周囲の客人と同様、仮面で顔を隠した男が、にこやかに話しかけてきた。帝国訛なまりの王国語だった。

「これは……失礼した」

　シルヴィアは慌てて、扉の前から立ち退いた。

「ありがとう、シルヴィア王女殿下──いや、今こ宵よいは仮面舞踏会だったな。ふふっ……互いの身分など、月の雫しずくに溶かしてしまえばいい」

　貴公子という表現がぴったりの男は、詩人めいた口調でつぶやくと、颯さつ爽そうと扉をくぐった。仮面ごしにもかかわらず、シルヴィアの正体を一目で見抜いたようだ。

　一体、どこの誰だれなのだろう……と、不思議に思ったアッシュだったが、

「お前はっ！」

　次の瞬間、血が沸き立つような感覚に襲われて、衝動的に叫んでいた。

　謎なぞめいた貴公子には、ひとりの従者が付き添っていた。ごく自然な歩調で、貴公子のあとに続いたのだが、アッシュに腕をつかまれて、立ち止まった。

「貴公は……！」

　シルヴィアもようやく、従者の姿を見て、ハッと息を吞のんだ。

　アッシュは沸々とこみ上げる怒りをなんとか抑えつつ、問い詰めた。

「ミルガウス……どうして、お前がここにいる？」

　あろうことか、ミルガウスはあんなこと自前の仮面を装着したまま、なに食わぬ顔で入場しようとしていたのだ。

「……離してもらおうか、アッシュ・ブレイク。今ここで話すことなど、なにもない」

　ミルガウスはなんら動揺した様子もなく、落ち着いた声で答えた。

　いちいちフルネームを呼ばれたことで、アッシュは余計に腹立たしく思うと同時に、底知れぬ不気味さを覚えた。

「なんだと？　あれだけのことをしておいて……！」

　反論しようとした矢先、ふいにアッシュは気づいた。

　ミルガウスが話す王国語には、帝国人らしい訛りが一切感じられないのだ。ミルガウスの正体はジュリアス王子──シルヴィアのそんな憶測が、急に真実味を帯びた気がした。

「おやおや。私の従者が、なにか粗相でもしたかな？」

　と、先ほどの貴公子がきびすを返し、こちらに戻ってきた。その穏和な一言で、ふたりの間にみなぎっていた緊迫感は、噓うそのように霧散した。

　なおも口を開こうとしたアッシュを制するように、ミルガウスが鋭い一いち瞥べつをよこした。




　仮面ごしとはいえ、その双そう眸ぼうが帯びた禍まが々まがしい圧力に、アッシュは戦せん慄りつした。まるで金縛りにあった気分だった。

　ミルガウスは、もはやアッシュには興味を失ったように、貴公子を振り返った。

「なに、ただの人違いだ。気にするな」

　従者という立場にもかかわらず、ミルガウスは貴公子に敬語を使わなかった。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしたまま、貴公子とミルガウスが会場の人ごみに紛れていくのを、アッシュはただ、見送るしかできなかった。

　と、シルヴィアが思い出したように、震える声で告げた。

「あの貴公子……見覚えがある」

「本当か？」

「ああ。おそらくは、ヴァン＝デンハル辺境伯クラウス」

　図らずも、ゼファロス皇帝の代理人を務める男の名が出たことで、アッシュはミルガウスと睨にらみ合ったとき以上に、身を切られるような緊張を覚えたのだった。
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　シャワーを浴びたあと、アーニャは着慣れた民族衣装を身にまとった。

　季節外れではあるが、マフラーもしっかりと首に巻く。任務のためとはいえ、ずっとマフラーを外していたせいで、なんとなく首周りが落ち着かなかったのだが、ようやくホッとした。

　その後、アーニャはエーコの身を案じて、格納庫に足を向けた。




　格納庫に足を踏み入れると、慌ただしい雰囲気が伝わってきた。既に〈ユグドラシル〉は起動しているらしく、ヴーン……という持続音が耳じ朶だを打った。

　装置の筐きよう体たいにはめこまれた千年綺華晶ミレニアムが、発光を始めている。モニターの前に座った技術者たちが、冷静に数値を読み上げる声が聞こえた。

　既に、エーコの身体は〈ユグドラシル〉の胎内カプセルに安置されている。

　衣類は容赦なくはぎ取られ、全裸だった。

　両りよう膝ひざを抱いて、まるで胎児のような姿勢で、水の中にぷかぷかと浮かんでいる。

　その浮世離れした美しさに、アーニャは神秘的なものを覚えた。

「おや、アーニャ殿ではありませんか」

　と、研究者の代表──ホフマン博士がアーニャに気づいて、歩み寄ってきた。

「実験……もう始まっていたんですね」

「今のところ、特に不具合も見つかっておりません。万事、予定通りですよ」

　ホフマン博士は穏やかに微笑ほほえんだ。見るからに好こう々こう爺やである。なのに、この老人はエーコのような少女を実験材料として使うことに、なんら迷いを覚えていない。その事実が、なんだか不自然に思えた。

「アーニャ殿はこの実験に対して、戸惑いを覚えておられるようですな」

　そんなアーニャの心中を、ホフマン博士はずばりといい当てた。

「そ、そういうわけでは……！」

　アーニャはうろたえた。否定はしたものの、これでは肯定してしまったようなものだ。

「当然ですよ。あなたは、まだお若い」

「博士は……なにも感じないんですか？　竜族とはいえ、エーコは……少なくとも表面上は、女の子なんですよ？」

「仕方ありません。私はクラウス様に拾われた身ですからな。過去、非人道的な実験を強いられた私は、身の程もわきまえずに反論した挙げ句、ゼファロス皇帝の怒りを買いました。そして、帝都アーカムを追われたのです。そんな私を保護し、私設の研究所に迎え入れてくださったのが、クラウス様だったのです」

　いったん言葉を切ると、ホフマン博士は軽く咳せき払ばらいをした。

「アーニャ殿は、あの〈ユグドラシル〉がなんのための装置だと思いますか？」

「そんなの……わかりません」

「当然です。この私ですら、最初はわかりませんでした。ミルガウス殿の意見書を読むまではね」

「ミルガウス様は、なんと？」

「はるかなる古代……古王国ゾノ・トーン文明が爛らん熟じゆく期きを迎えた頃ころ、竜族と人類は、生命をも操作していたと伝えられています。ミルガウス殿は〈ユグドラシル〉を一目見るなり、これが医療設備であることを見抜きました」

「医療……ですか？」

「現代と違って、古代においては、すべての竜族が聖竜マエストロ化を果たしていたそうです。ですが、例外がなかったわけではありません。この装置は、成獣となってもなお聖竜マエストロに至れない……いわば、でき損ないのドラゴンに使用されたそうです」

　アーニャはようやく、ホフマン博士の意図を悟った。

「つまり、その効果を応用して……幼竜エーコを覚かく醒せいさせようというわけですか？」

「その通り。千年綺華晶ミレニアムの膨大な魔力を圧縮し、肉体に打ちこむことで、彼女の真の姿を強制的に発現させるのです」

「でも……どうして、今なのです？　大陸会議〈エリュシオン〉を明日に控えたこのときに、こんな実験を……？」

「それについては、私のあずかり知らぬことです」

　なまじ好こう々こう爺やの顔をしているだけに、ホフマン博士の返事は、ひどく冷淡に響いた。

「すべては、クラウス様の意のままに。アーニャ殿とて、ミルガウス殿の命令ならばこそ、幼竜エーコを捕獲したのでしょう？」

「それは……そうですね」

　ホフマン博士の言葉は氷の刃やいばとなって、アーニャの胸に突き刺さった。
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　午後七時。

　各国の親善を目的とした仮面舞踏会は、予定通りに始まった。

　舞踏会場ダンスホールは、フォンティーン城の最上階に設けられている。

　質実剛健で知られるフォンティーン城だが、このダンスホールだけはシェブロン様式を取り入れ、華やかさを演出していた。

　ホール中央のダンスフロアでは、男と女が手を取り合い、音楽に合わせて優雅に踊っている。その周囲には、カウンターやテーブル、椅い子すやソファが用意され、そちらでは多くの客が談笑にふけっていた。

　見るからに高貴な紳士淑しゆく女じよが仮面で素顔を隠し、一同に会した様子を見ていたら、アッシュはつくづく、自分が場違いな存在に思えた。

　人ごみを器用に避けながら、前方を歩くシルヴィアの背に、アッシュは訊たずねた。

「こういう舞踏会、姫様は慣れっこなのか？」

「そうでもないぞ。騎士国民は質実剛健を重んじるからな……浮ついたパーティー騒ぎなど、我々の本意ではないのだ。……その前に、〝姫様〟はどうにかならんのか？」

「どういうことだ？」

　アッシュがきょとんとすると、シルヴィアはぴたりと立ち止まった。肩越しに振り返った顔は、不満そうに唇を結んでいた。仮面のせいで目元が隠れているので、表情は唇で読むしかないのだった。

「なんのための仮面だと思っている？　お前が〝姫様〟などと呼んだら、周囲に正体がバレてしまうだろうが」

「ああ……それもそうか」

「まったく、少しは考えろ」

「じゃあ、なんて呼べばいいんだ？」

「えっ……!?」

　シルヴィアは虚を衝つかれたように、押し黙った。見る見るうちに、その頰ほおが真まっ赤かに染まっていく。

　やがて、シルヴィアは恥ずかしそうに、ぼそりとつぶやいた。

「それなら……シルヴィで」

　そんなシルヴィアの姿は、清楚な美しさに満ちていて、アッシュはこのまま、シルヴィアを抱き締めたいとさえ思った。

「じゃあ……」

　アッシュはごくりと唾つばを吞のんだ。

　──シルヴィ。

　胸がドキドキした。そんなアッシュの気持ちに応こたえるかのように、シルヴィアも顔を伏せ、もじもじとしている。自分の鼓動が聞こえやしないかと、心配になってしまう。

　アッシュは意を決し、乾いた唇を開いた。

「シル──うわっ！」

　その刹せつ那な、アッシュはドン！　と激しく突き飛ばされ、真横に吹っ飛んだ。なにが起こったのか、判断に苦しんでいる間にも、シルヴィアは三人の男たちに囲まれていた。

「美しいお嬢さん。是非、私と一曲、踊ってはいただけませんか？」

「たとえ顔を隠していても、あなたが高貴なご令嬢であることは一いち目もく瞭りよう然ぜん！」

「待たんか！　吾わが輩はいのほうが先じゃ！」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとした。どの男も仮面で素顔を隠しているが、その服装や身のこなしから察するに、相当に身分の高い人物であることがわかる。彼らの嗅きゆう覚かくが、シルヴィアの高貴な雰囲気を察知したのだろう。

「ちょっ……そんな風にいわれても、困ります……」

　普段のシルヴィアならば、容赦なく一いつ蹴しゆうしていそうなものだが、今は世間知らずな少女そのものだった。

　──ああ見えて、姫様は気がお小さいですし、人見知りも激しいのです。

　アッシュはコゼットの言葉を思い出した。さすがはシルヴィアの世話係だけあって、よく見ていると思う。

　アッシュが圧倒されている間にも、男たちは数を増していく。いつしか、三人は五人となり、五人は十人に増えた。口々に誘いの言葉を飛ばしている。

　周囲も騒ぎに気づいたらしく、好奇の視線を向け始めた。

「あの……本当に、今はそういう気分ではないので……」

　砂糖に群がる蟻ありのように、男たちはシルヴィアの周囲に群がっていく。

　あふれんばかりの熱意を浴びて、シルヴィアはおろおろとしていたが、

「おい、アッシュ！」

　急にアッシュの名前を呼んだ。助け船を求めているのは、明らかだった。

　アッシュは心を決めると、男たちの群れをかき分け始めた。

　たちまち、周囲から激しい非難が湧わき起こる。

「こらこら、無礼だぞ！」

「ちゃんと並ばんか！」

「いくら仮面舞踏会とはいえ、節度は守りたまえ！」

　守っていないのはお前たちだろうが……と内心で毒づきながら、アッシュは問答無用で突き進んだ。

　見るからに軟弱そうな貴族たちは、アッシュに押された途端、呆あつ気けなく体勢を崩し、道を譲る羽目となった。しょせんは温室育ちの貴族である。騎竜学院で厳しい訓練を受けてきたアッシュの相手ではなかった。

「わわっ！」

　黒服のウェイターなどは、アッシュの突進に気づくなり、慌てた顔で飛びのいて、高価なワイングラスを死守した。

　やがて、人ごみがぷつんと途切れ、視界が一気に開けた。と同時に、ヴェールを一枚はぎ取ったように、滔とう々とうと流れる管弦楽奏の迫力が増した。

「えっ……？」

　アッシュは慌てて立ち止まった。

　目の前には、手と手を取り合い、ワルツの旋律に身を任せる紳士淑しゆく女じよたち。ホール中央のダンスフロアに飛び出してしまったのだと、ようやくアッシュは気づいた。

　色とりどりのイブニングドレスは、まさしく百ひやつ花か繚りよう乱らん。

　淑女たちがくるりと回るたび、長い裾すそは大輪の薔ば薇らと化した。

「も、戻ろう姫様！」

「だから、姫様はやめろといっただろう！」

「今はそれどころじゃないだろ？」

　手と手を握り合ったまま、ふたりそろって挙動不審に陥っていたら、突然、周囲から拍手が湧わいた。

「な、なんだ……？」

　明らかに、踊りを催促されている雰囲気だった。シルヴィアがまとう高貴な雰囲気が、群衆の目を引いたのだろう。アッシュなどは、単なるオマケにすぎない。

「どうしよう、姫様？」

　アッシュは戻るに戻れなくなってしまい、シルヴィアを振り返った。そんなアッシュの様子がおかしかったのか、シルヴィアは突然、ぷっと噴き出した。

「ちょっ……なんで笑うんだよ!?」

「いや、なんでもない。こうなったら、周囲の期待に応こたえるしかあるまい」

「えっ……？」

　先ほどまでとは逆転し、今度はシルヴィアがアッシュの手を引いた。

「待ってくれ！　ダンスなんて、俺おれには無理だって！」

「体育の授業で、社交ダンスの基礎なら習ったはずだが？」

「それは……習った気もするけど……」

「ほら、周りをよく見ろ。見み様よう見み真ま似ねで構わない。あとは私がリードする」

「わかった……やってみるよ」

　アッシュは周囲で踊っている男女の真似をして、片手をシルヴィアの腰に添えた。人形のように細い腰だと思った。

　軽快なワルツに合わせて、アッシュとシルヴィアはステップを踏み始めた。互いの息が届くほどの距離感に、アッシュはドギマギした。何度か足を踏みそうになったが、シルヴィアは気にした様子もなく、さりげなくフォローしてくれた。

　周囲の舞踏客も、管弦楽の旋律も、やがて意識から消えた。

　ルージュを塗った唇が漏らす吐息。握り合った手のひらの感触。身体を触れ合わせるたびに伝わってくる、柔らかな感触。そして、薔ば薇らのように甘美な匂におい……。

　踊っているうちに、アッシュはめまいを起こしそうになった。

　そんなアッシュの意識を無理やり引き戻すように、シルヴィアが不満げにつぶやいた。

「そもそも、お前の立ち位置が悪かったのだ」

「……なんのことだ？」

　アッシュはシルヴィアの足を踏まないよう注意しながら、訊たずねた。シルヴィアがなにを伝えたがっているのか、さっぱりわからない。

「会場に入ってからずっと、お前は私の背後に控えていただろう？　どう見ても、あれではただの従者だ。そんなだから、どうでもいい男どもが寄ってくるのだ……」

　アッシュは苦笑した。

　こんなときに、シルヴィアは説教を始めたのだ。それはそれで、普段のシルヴィアらしいと思ったのだが、その直後、不意打ちがきた。

「だ、だが……私の手を引いて走るお前は……その……格好良かったぞ」

「姫様……？」












「なっ、なんでもない！　今のは忘れろ！」

　シルヴィアは慌てて言葉を切ると、踊りに意識を集中させた。





　　　　◇






　ダンスを終えたアッシュは、シルヴィアと連れ立って、会場の片隅に移動した。

　しばらくは誰だれの注目も浴びることなく、ゆっくりと過ごしたかった。ウェイターからふたり分のドリンクを受け取ると、片方をシルヴィアに手渡す。

「ありがとう」

　頰ほおを上気させたシルヴィアは、素直に礼を述べると、一息にグラスをあおった。見た目は優雅な社交ダンスとはいえ、実際に踊ってみると、運動量は相当なものなのだ。

　アッシュもまた、グラスの中身を一気に飲み干した。甘酸っぱいレモン水だった。運動後の肉体に、しみわたっていく感じがした。

　そういえば、コゼットの連絡はまだなのだろうか……という思念が、胸をよぎった。コゼットと別れてから、既に一時間以上が経たっている。

「──失礼、ちょっとよろしいかな？」

　突然の呼びかけに、アッシュは我に返った。慌てて背後を振り返ったのだが、

「お前は……！」

　相手の姿を見るなり、カッとなった。

　シルヴィアを背後にかばうと、相手を睨にらみつける。

「……どういうつもりだ？」

　アッシュがトゲのある口調で訊たずねると、相手はにこやかに微笑ほほえんだ。

「おやおや、随分と嫌われてしまったようだ」

　先ほどの青年貴族だった。シルヴィアの憶測が正しければ、ヴァン＝デンハル辺境伯クラウスである。その背後には、あのミルガウスが影のように付き従っている。

　つい先ほど、会場の入口で一触即発の事態になりかけたというのに、わざわざクラウスのほうから声をかけてきたのだ。無神経にもほどがあると思った。

　アッシュの心情にはお構いなく、クラウスはシルヴィアを見つめると、優雅に手を差しのべた。

「見事な舞踏でした。是非、私とも一曲、踊ってはいただけないでしょうか？」

「ふざけるな！　なにを考えて──」

「待て、アッシュ」

　アッシュを制したのは、意外にもシルヴィアだった。クラウスの手をさりげなく辞退すると、ミルガウスのほうに視線を飛ばす。

「そちらの殿方でしたら、お相手いたします」

「ははっ。私ではなく、この従者をご指名とは……なかなかお目が高い」

　クラウスは別段、気を悪くした様子もなく、優雅に笑った。シルヴィアの言葉は、クラウスのプライドを甚はなはだしく傷つけるものだったが、怒った様子は感じられない。むしろ、自慢の弟を誉ほめられた兄のように得意げだった。

「──というわけだ」

　クラウスはにこやかに、ミルガウスを振り返った。

　だが、ミルガウスはなにも答えない。まるで仮面と一体化したように、無表情を保っている。そんなミルガウスを見て、クラウスは「やれやれ……」と肩をすくめると、言葉を継いだ。

「くくっ、嫌とはいわさないよ。今の君は、僕の従者役なんだからね」





　　　　◇






　ミルガウスとシルヴィアが手を取り合って、優雅に舞っている。

　社交ダンスというよりは、演舞のような美しさを感じさせた。

　きらびやかなシルヴィアとは対照的に、ミルガウスの髪は相変わらず白と赤のメッシュで、禍まが々まがしさは否めないが、仮面舞踏会という場では、仮装の一種に見えなくもない。

　一口に社交ダンスといっても、各国の文化や風習に応じて、様々な形式に枝分かれしていることは、アッシュも知っている。

　ミルガウスとシルヴィアが踊っているのは、まさしくロートレアモン騎士国に古くから伝わる、伝統的な舞踊だった。

　先ほどまでの憎たらしさを忘れて、アッシュはふたりの姿に目を奪われている。

　アッシュだけではない。

　いつしか、誰だれもがミルガウスとシルヴィアに魅入られていた。

　今ではもう、フロアで踊っているのは、ミルガウスとシルヴィアだけだ。

　広大な空間を、シルヴィアとミルガウスが専有している。そんなふたりを祝福するかのように、管弦楽団の演奏もいよいよ最高潮に達していた。

　イブニングドレスの裾すそをひるがえし、軽やかにステップを踏むシルヴィア。

　シルヴィアの若さを真っ向から受け止めて、慎重に導くミルガウス。

　一見、光と影のような組み合わせながら、不思議と息が合っている。

「ほう……これほど美しい踊りを見るのは、初めてだ」

　アッシュのかたわらで、クラウスが感心した風につぶやいた。




　太陽が音もなく沈むように、ふたりの舞踏は幕を閉じた。

　ミルガウスは、シルヴィアとは一言も口を利かなかった。まるで借りた書物を返却するかのように、シルヴィアをアッシュのもとに連れてくると、黙ってきびすを返した。

「まったく、彼の無愛想にも困ったものだね」

　クラウスは苦笑すると、ミルガウスの背を追って、人ごみの向こうに姿を消した。

　アッシュは遠慮がちに、シルヴィアの横顔をうかがった。

「なにかわかったか？　やっぱり、ミルガウスの正体は……」

「いや……そこまではわからない。兄上と最後に会ったとき、私はまだ幼かった……。ただし、ミルガウスの踊りは間違いなく、騎士国に由来するものだった。奴やつが騎士国に深い縁があるのは、間違いないな」

　自分自身にいい聞かせるように、シルヴィアはつぶやいた。

「──アッシュ様」

　そのとき、アッシュの耳もとで、誰だれかがささやいた。

「コゼットさん！」

　アッシュが振り返ると、コゼットは笑顔ひとつこぼすことなく、鋭い口調で告げた。

「旧王宮の捜索に当たっていた使用人が、プリムお姉ちゃんを保護しました──」





"Yggdrasill ～A.S.B.1365.7～" is closed.








第八話　アヴァロンの皇女









　大型航空艦ベオウルフ──艦内の格納庫では、ホフマン博士の指揮のもと、着々と作戦が進んでいた。

　魔導装置〈ユグドラシル〉のカプセル内には、一糸まとわぬエーコがぷかぷかと浮かんでいる。装置の周辺では、技術者たちが操作に専念していた。

　目の前の光景は、アーニャの理解を完全に超えていた。邪魔にならないよう、壁際にたたずんで、黙って事態を見守ることしかできない。

　ただし、エーコが苦しんでいることだけは、ひしひしと伝わってきた。

　冷徹な声が、金属製の壁に反響する。

「カートリッジ装そう塡てん。発射準備完了」

「カウントダウン開始。十、九、八…………三、二、一──」

「圧縮魔力弾、発射！」

　赤い閃せん光こうがほとばしり、砲声じみた轟ごう音おんが炸さく裂れつする。艦体がわずかに震動したのを、アーニャは感じ取った。

「……っ！」

　その直後、エーコの唇からゴボッと気泡があふれた。溶液に浸つかっていなければ、絶叫が響いたことだろう。

　アーニャは痛ましさのあまり、目を背けた。

　既に十発以上の圧縮魔力弾が、エーコの身体に撃ちこまれている。

　実験の開始直後、ようやく目を覚ましたエーコは、最初こそ水中で暴れたが、〈ユグドラシル〉のカプセルはびくともしなかった。

　そして、一発、また一発と圧縮魔力弾を浴びるたび、エーコは威勢を失っていった。

　今ではもう、ぐったりとして、目は虚うつろで、とても見てはいられない。拷問にも等しい所業だった。

　にもかかわらず、ホフマン博士をはじめ、実験に従事している者達は、表情ひとつ変えることなく、淡々と操作をこなしている。

「αアルフアに目立った変化なし。脈拍及び呼吸にも異常ありません。αに固有の魔力波動も認められません」

　いつしか博士たちは、エーコにαという呼称を与えていた。

　人間としてのエーコ、幼竜としてのエーコ、生命としてのエーコ──彼らはそのすべてを、容赦なく剝はく奪だつした。今はただ、被検体αが存在するのみ。

　記号化を徹底することで、罪の意識から免れたがっているのかもしれない……と、アーニャは思った。

　そのとき、ホフマン博士の声がアーニャの耳じ朶だを打った。

「変化なしですか……仕方ありませんね。すべての千年綺華晶ミレニアムを起動してください」

　アーニャの顔から血の気が引いた。

　それはすなわち、〈ユグドラシル〉を最高出力で稼動することを意味した。





　　　　◇






「えぐっ……わたくしが……悪いんです。ぐすっ……」

　城内一階、使用人専用の寝室。

　プリムはベッドに横たわり、枕まくらを濡ぬらしていた。

　ベッドの脇わきには、アッシュとシルヴィアだけが残っている。コゼットは身を引いて、扉の向こうに控えていた。

　プリムは涙ながらに、事情を語り始めた。

　脇目もふらず駆け出したエーコを追いかけて、プリムは旧王宮の付近に向かった。

　そこで突然、数名の不審者に遭遇した。

　問答無用で襲われる寸前、エーコはプリムを逃がすために、自ら襲撃者の前に身をさらしたのだった。

　プリムが目を覚ましたとき、エーコの姿はなかった。

　その話を聞いて、アッシュは奇妙な違和感を覚えた。

「どうして、旧王宮なんかに用があったんです？」

「それは……ううっ、やっぱりわたくしが悪いんです！　わたくしが、あんなことさえいわなければ！」

「しっかりしろ、プリム。お前よりも、アッシュのほうがずっとつらいんだぞ？」

　シルヴィアに諭さとされて、プリムはごしごしと涙をぬぐった。

「そうですよね。申し訳……ありません」

「お願いします、プリムさん。エーコがさらわれたときの状況を、教えてください」

　アッシュの懇願に、プリムはこくんとうなずいた。

「本当に、悪気はなかったんです。ただ……アッシュ様は人間で、エーコちゃんは竜族だから……いつかアッシュ様が人間の女の子と結婚して、赤ちゃんを授かったら、エーコちゃんとしては、やっぱり寂さびしいのかなって……。そういうお話をしたら、突然、エーコちゃんが部屋を飛び出してしまったんです」

「なっ……!?」

　予想外の事情を聞かされ、アッシュは絶句した。

「愚か者！　お前は……なんということをいうのだ！」

　激げつ昂こうしたのは、シルヴィアだった。

「もし私がエーコの立場でも……そんなことをいわれたら、やはり傷ついていたぞ！　確かにエーコは竜族だが、ああ見えて、中身は人間の女の子と大差ないんだ。もちろん、自分が特殊であることも、ちゃんと自覚しているのだろう。どうして自分だけが人の姿で生まれてきたのか。どうして竜の姿で生まれてこなかったのか……私がエーコだったら、きっと不安で仕方なかったと思う」

「姫様……」

　アッシュは意外な気持ちで、エーコの気持ちを代弁するシルヴィアを見つめた。

「最近では学院にも馴な染じんできたし、生徒会ではお馴染みのマスコット役として、愛されるようにもなった。だがな、それでもエーコにとって唯一、絶対に信じられる存在は……やはり、飼い主のアッシュだけなのだ」

「わたくし……とんでもないことを……」

「そもそも、エーコは一歳にも満たない幼竜なんだぞ？　もう少し言葉を選んで──」

「もういいよ、姫様。今、プリムさんを責めてもなにも解決しない。それに、誰だれかが最初からエーコを狙ねらっていたんなら、プリムさんの言葉に関係なく、エーコはさらわれていたと思う」

「……そうだな。問題なのは、エーコを無事に救出することだ」

　アッシュの言葉に、シルヴィアは大人しくうなずいた。

「プリムさん、その襲撃者ですが……どんな連中でした？」

　アッシュは祈るような気持ちで訊たずねた。今はプリムの目撃証言だけが、唯一の手がかりなのだ。

「えっと……一見、王室付きの使用人といった服装をしていましたけど、どう見ても騎士国民には見えませんでした。肌の色が山岳民族タンタロスみたいで……。それと、わたしに襲いかかったのは、小柄な女の子でした」

「タンタロスの女の子……！」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。記憶の中で、パズルのピースがカチリとはまる感覚がした。

「ミルガウスと一緒にいた、あの子だ！」

　アッシュは拳こぶしを震わせた。視界が真まっ赤かに染まった気がした。漠然と予想はしていたが、やはりエーコを狙ねらったのはミルガウスだったのだ。

「こうなったら──」

　今にも部屋を飛び出そうとしたアッシュを制したのは、シルヴィアだった。

「待て、アッシュ。どこへ行くつもりだ？」

「ダンスホールに決まってるだろ！　ミルガウスを問い詰めてやる」

「落ち着け。面と向かって問い詰めたところで、ミルガウスが〝はい、そうです〟と認めると思うか？」

「それは……そうかもしれないけど」

　アッシュは言葉に詰まった。

　確かにシルヴィアのいう通りだ。アッシュがいくら熱くなったところで、エーコが無事に帰ってくるわけではない。

　そんなアッシュの熱を冷ますように、シルヴィアは冷静な口調で提案した。

「むしろ、ミルガウスが仮面舞踏会に参加している今こそが、エーコ奪還の好機だとは思わないか？」

「どういうことだ？」

「大陸会議という、由緒正しき伝統行事を利用してまで、ミルガウスはエーコを狙った。エーコをどうするつもりかは謎なぞだが、身柄の確保が最優先だったのだろう。首謀者のいないところで、部下たちがエーコの命を奪うような真ま似ねはしないと思う」

　シルヴィアの言葉に、アッシュは少しだけ安あん堵どした。

「問題なのは、エーコの居場所だな。アッシュの〈星せい刻こく〉が反応しない以上、エーコは特殊な閉鎖空間に監禁されている可能性が高い。魔力を遮断する結界が張られているような場所だ。それなりの施設が必要になるだろう。一朝一夕で用意できるものではない」

「閉鎖空間に、それなりの施設か。そうだ、ミルガウスの背後にはクラウスがいる……」

　昨日の夕刻、西日に染まった空を、ゆったりと飛行する航空艦があった。

　帝国旗を堂々と掲げた、漆黒の艦影……。

　その記憶が脳裏をよぎった刹せつ那な、アッシュは確信した。

　アッシュとシルヴィアは互いに視線を交わすと、同時に叫んだ。

「ベオウルフ！」





　　　　◇






　──あたし……このまま死んじゃうのかな……？

　エーコはぼんやりと、そんなことを思った。

　カプセル内部の溶液は循環しており、その流れに従って、身体はぷかぷかと移動を繰り返す。

　肩や腰がガラスの壁に当たるたび、ゆっくりと押し戻される。

　特殊な溶液らしく、呼吸に支障がないことだけが唯一の救いだったが、魔導衝撃を何度も食らった結果、全身の感覚は失われつつあった。

　虚空に意識だけがぽっかりと浮かんでいるような、そんな気がする。

　──このまま……眠ってしまえたら…………楽なのに……。

　そんな願いを抱いた直後、これまでとは比較にならない衝撃がほとばしった。

「いやぁあああああああああああああああああっ……！」

　絶叫したつもりだったが、実際のところは、ごぽっと気泡があふれただけだった。

　すさまじい閃せん光こうがほとばしり、循環溶液の流れが激流と化す。津波にでも巻きこまれたかのように、身体がぐるぐると回転し、何度も周囲のガラスに衝突した。

　──なんなの……一体、なんなのよ……？

　自分がなにをされているのか、理解が追いつかない。ただ、身体に膨大な魔力を流しこまれていることだけは、本能的に察知した。

　身体の奧を無理やりえぐられるような、凄せい絶ぜつな痛み。

　胸や腹に手を突っこまれ、かき回されているような気分だった。

　──あぐっ……痛いっ……痛いの……お願いだから、もうやめて……！

　そんな心の叫びも虚むなしく、さらなる魔導衝撃がエーコの全身を襲う。

　びくん、びくんと身体を痙けい攣れんさせて、エーコは悶もだえた。

　いっそ殺して欲しいとさえ、願った。

「……っ！」

　次の瞬間──あの屍灰竜ネクロマンシアを彷ほう彿ふつとさせる、ヌメヌメとした触しよく手しゆが四方から襲いかかってきた。

　ガラスに覆われた閉鎖空間のどこから触手が涌いてきたのか、わけがわからない。

　無数の触手は蛇のように蠢うごめいて、エーコの自由を奪い取っていく。

　腕、腰、太もも……ヌルヌルとした感触が、全身に絡みついてくる。

　──違う！　こんなのは幻覚よ。この装置が……あたしに見せてるんだわ！

　エーコは気を奮い立たせ、双そう眸ぼうを見開いた。

　その瞬間、確かに触手は消えた。

　生々しい感覚も途絶えた。

　だが、ホッと安心して気をゆるめた直後、再び触手は現れて、エーコの四肢を無理やりに拘束した。

　あっという間に、両手を頭上にねじり上げられてしまう。

　──嫌ぁ！

　ひときわ太い触しよく手しゆの先端が、エーコの顔に迫った。

　エーコは懸命になって、歯を食い縛る。少しでも油断すれば、触手はエーコの口に侵入してくるのだろう。想像するだけで、鳥肌が立った。

　アッシュに救いを求めたかった。今すぐ駆けつけて欲しかった。

　だが、この巨大装置の中で目覚めて以来、アッシュへの呼びかけが届かないことに、エーコは気づいていた。

　星精路アストラル・フロウを通じて、アッシュとつながっているという感覚が、欠落しているのだ。

　その欠落感は、エーコに激しい恐怖をもたらした。

　アッシュとのつながりを失うことが、これほどまでに怖いという事実に、エーコは慄りつ然ぜんとした。

　──あたしったら、本当にバカね。こんな目に遭あうまで、気づかなかったなんて……。

　自分がアッシュにどれほど頼っていたのかを、改めて痛感させられる。

　そう、アッシュがそばにいなければ、エーコにはなにもできない……本当に、なにもできないのだ。

　──ドクン……。












　その刹せつ那な、エーコの内側で、なにかが胎動を始めた。





　　　　◇






「イレギュラーです！　魔力検知計が異常な数値を示しています！」

「未知の魔力反応を確認！　増幅していきます！」

「〈ユグドラシル〉制御不能！　緊急停止信号も受け付けません！」

　それらの言葉を引き金に、ホフマン博士の顔が青ざめた。

　まるで火事場のように、バタバタと慌ただしい気配が感染していく。

　誰だれもが焦燥をあらわにして、手もとの操作盤をいじっている。

「どうしたっていうの……？」

　ずっと事態を見守っていたアーニャは、小首を傾かしげた。

　一見、カプセル内部のエーコに変化は見られない。

　最高出力の圧縮魔力弾を浴びてからは、まるで悪夢でも見ているように身み悶もだえしていたが、別段、劇的な変化が起こったわけではなかった。

　それでも計器は異常な数値を示し、〈ユグドラシル〉は制御不能に陥っているらしい。

　現場の雰囲気は、悪いほうに一変していた。

　ついには警報装置が作動して、ベルの音を響かせ始める。

　──ドクン。

　その刹那、大地の底から響くような脈動を、アーニャは肌で感じ取った。

「今の……なに？」

　それが幻聴ではないことを証明するように、〈ユグドラシル〉に搭載されていた魔力検知計が、爆音とともに飛散した。

「うわあっ！」

　誰かが悲鳴をあげた。爆発は周囲の装置にも連鎖して、次々と炎を噴いた。実験に従事していた者たちは、恐怖のあまり逃げ腰になっている。

「落ち着くのです！　冷静に！」

　ホフマン博士が必死の形相で叫んだが、誰も聞いてはいなかった。

　なぜなら、誰もがカプセル内部のエーコに気を取られていたからだ。

　いつの間にか、エーコの全身がぼんやりと発光している。

　その神々しさに、アーニャも目を奪われた。

「ホフマン博士！　早く逃げましょう！」

　若い研究者が、泣きそうになりながら進言した。他の研究者も同感らしく、祈るような眼まな差ざしでホフマン博士を見つめている。

　アーニャは壁際を離れると、ホフマン博士の背後に駆け寄った。

「ホフマン博士。あたしも、ここは避難すべきだと思います」

「それはならん！」

　その剣けん幕まくに、アーニャは気け圧おされた。研究者としては冷徹でも、基本的には温厚篤とく実じつな老人だと思っていた。こんな風に意地を張るとは、予想外だった。

「なにをいってるんですか！　素人のあたしが見たって、この状況は危険です！　あの装置には千年綺華晶ミレニアムが使われているんでしょう？」

　アーニャが最も危き惧ぐしているのが、千年綺華晶ミレニアムの存在だった。万が一、あの結晶が暴発したりしたら……と想像してみる。ベオウルフどころか、一国の首都が地図から消えることになっても不思議ではない。

　ところが、ホフマン博士はゆっくりと首を横に振った。

「……いえ。その可能性はなくなりましたよ。千年綺華晶ミレニアムに蓄えられていた莫ばく大だいなエネルギーは、とっくに尽きています」

「どういうことです？」

「被検体αアルフアの体内に……すべて吸収されました」

「──っ！」

　絶句して、アーニャはエーコに視線を向けた。

　エーコの発光現象は、いよいよ強くなっていた。もはや正視できないほどに、エーコはまばゆく輝いている。いつしか、ドクン、ドクン……という不気味な脈動も、今でははっきりと感じ取ることができる。

　たとえ千年綺華晶ミレニアムが暴発する可能性はなくなったとしても、危機が去ったわけではなかった。今やエーコ自身が、一個の爆弾のようなものだった。

　その直後、不気味な破砕音が聞こえた。

　単純な爆発音とは違った。なにかが軋きしみ、砕け散るような音だった。

「αが……αが出てきたぞ！」

　研究者のひとりが叫んだ。

　今ではもう、エーコを閉じこめていたカプセルは粉々に割れ砕け、循環溶液が滝のごとく流れ落ちている。

　魔導装置〈ユグドラシル〉は、完かん膚ぷ無きまでに破壊されていた。

　エーコは目を閉じたまま、ゆらゆらと浮遊していたが──やがて、忽こつ然ぜんと姿を消した。あとにはただ、魔力光の粒子がきらきらと、星くずのように宙を舞うのみだった。

「うそ……消えた……？」

　アーニャは呆ぼう然ぜんとして、ぽつんとつぶやいた。
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「おい……ベオウルフの様子が変だぞ!?」

　高度二十メートルを保ちつつ、聖竜マエストロランスロットが停泊所の上空に差しかかったとき、シルヴィアが鋭く叫んだ。

「あれは……！」

　シルヴィアの背後、ランスロットに相乗りしていたアッシュは、目を凝らした。

　停泊所の中央には、神殿艦エスペランザと魔ま導どう艦かんクラウ・ソラス、そして魔導艦シルヴァヌスが仲良く並んでいる。

　一方、大型航空艦ベオウルフだけは、まるで仲間はずれにされたように、やや離れた位置に陣取っていた。

　不審なのは、ベオウルフの艦体後方から、もくもくと煙が漏れていることだ。

　艦内で火災でも発生したのだろうか。

　もしエーコが艦内に囚とらわれているとしたら……そこまで考えて、アッシュは戦せん慄りつした。

「うぐっ……！」

　その刹せつ那な、アッシュは左腕にすさまじい灼しやく熱ねつを覚えた。

　思わず絶叫しそうになったが、なんとかこらえた。

　左腕を溶鉱炉に突っこんだような、すさまじい感覚だった。

「どうした、アッシュ!?」

　シルヴィアが肩ごしに振り返ったが、アッシュは苦痛のあまり、答えられない。

　左腕に刻みこまれた〈星せい刻こく〉が、しきりに悲鳴をあげている。

　直後、左腕が鮮烈な光輝に包まれて、シャツの袖そで口ぐちを焼いた。左腕に巻いていた包帯も焼け焦げて、パラパラとはがれ落ちた。

　瞬く間に、アッシュの左腕はむき出しとなった。

「なっ……！」

　左腕をびっしりと埋め尽くす〈星刻〉が、明滅を繰り返している。

　激しい焦燥が、アッシュの背筋を這はいのぼった。

　単に輝いているだけならまだしも、灼熱と激痛は絶え間なく続いている。

　今にも左腕が千切れてしまいそうな気がした。

「おい……なにが、どうなっているのだ？」

　アッシュの〈星刻〉が示す反応に気を吞のまれたのか、シルヴィアは手綱を握りしめたまま、啞あ然ぜんとしている。

「わからない……でも、これだけはいえる。エーコとのつながりが戻ったんだ！」

　直後、その発光現象に呼応するかのように、はるか頭上でなにかが光った。

「アッシュ！　上を見ろ！」

　異変に気づいたシルヴィアが、頭上を指さした。アッシュも気づいた。

　停泊所の上空で、なにかが燦さん然ぜんと輝いているのだ。

「あれは……？」

　謎なぞの発光体は、まるで夜空の中心を彩るかのように、ぼんやりと浮かんでいる。

　煌こう々こうと輝いていた満月でさえ、今ではかすんで見えるほどだった。

　それは優美な流線型を描く、一個の卵だった。

　真珠のような卵らん殻かくには、由緒正しき王侯貴族の家か紋もんを思わせる、壮大な紋章が刻まれている。

　よく見ると、それはアッシュの左腕に刻まれた〈星せい刻こく〉にそっくりな模様だった。

　──どくん、どくん、どくん……。

　やがて、不気味な脈動が卵から伝わってきた。

　問題なのは、卵の脈動と〈星刻〉の明滅が、明らかに同調しているということだ。

　アッシュは瞬時に悟った。

「間違いない……あの卵の中に、エーコがいるんだ！」

「バカな！　お前はなにをいって……？」

「お願いだ、姫様。俺おれをあそこまで連れて行ってくれ！」

「……わかった。お前を信じよう。飛べ、ランスロット！　もっと高く！」

　ところが、ランスロットは動かない。高度二十メートルを保ったまま、じっと上空の卵を見上げているのだ。

「おい……ランスロット？　どうしたのだ？　早く飛ばないか！」

　シルヴィアが叱しつ咤たするも、ランスロットは応じない。それどころか、急に滑空すると、停泊所の片隅に着陸してしまった。

「どうしたというのだ？　私のいうことが聞けないのか、ランスロット!?」

「……駄目だ、姫様。どうやら、ランスロットには事情があるらしい」

「なんだとっ!?」

　嚙みつかんばかりの勢いで、シルヴィアはアッシュを振り返った。

「お前、ランスロットの考えがわかるのか？」

「……なんでだろうな。もしかしたら、〈星刻〉の影響かもしれない。なんとなくだけど、ランスロットの意思を感じるんだ」

　仕方なく、アッシュとシルヴィアが地上に降り立つと、ランスロットは飛び立った。

　飛ひ翔しようしたランスロットの軌跡を追ううちに、アッシュは重大な事実に気づいた。

「姫様！　聖竜マエストロが……どんどん集まってる！」

　東西南北、あらゆる方角から、次々と集まってくる聖竜マエストロたち。その全身を包みこむ魔力が発光して、夜空には雄大な光景が広がりつつあった。

　息つく暇ひまもなく、新たな聖竜マエストロが次々と現れては、夜空の一角で合流を果たす。

　ただでさえ希少な聖竜マエストロが、こんな形で一堂に会する機会など、前代未聞の椿ちん事じといえた──。
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「一体、なにが始まろうというのだ……？」

　ランスロットが主人である自分を差し置いて、勝手に飛び立った。

　その事実は、シルヴィアを打ちのめしたが、それ以上に、夜空で繰り広げられている光景は衝撃的だった。

　ばさり……という羽ばたきを、シルヴィアは確かに聞いた。

　シルヴィアは、その夢幻的な光景を目にするなり、美しさのあまり息を吞のんだ。

　卵から生えたのは、一対の翼だった。白銀に輝く羽毛が散って、雪のようにきらきらと夜空を彩る。

　そして──卵らん殻かくの表面に、縦の亀き裂れつが生じる。

　有翼の卵が、真っ二つに割れ砕け──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん」

　世界の終末を告げる角笛のように、その雄お叫たけびは夜空に響きわたった。

　まぶしさのあまり、咄とつ嗟さに目をふさいだシルヴィアが、再び夜空を見上げたとき、既に有翼の卵は姿を消し、そこには想像をはるかに絶する異い形ぎようが浮かんでいた。

　その存在を一言で表現するならば──神か、悪魔か。

　もっとも、シルヴィアが思い浮かべた言葉は、あまりにも陳腐で、冒ぼう瀆とくにも等しい単語だった。

「なんという、化け物……！」












「違う！　そんな風にいうな！」

　アッシュが急に叫んだので、シルヴィアは我に返った。

「あれは……エーコなんだ。俺おれにはわかる……わかるんだよ！」

「すまない、アッシュ……」

　シルヴィアは己おのれの失言を悔いたものの、あれが本当にエーコなのか、いまだに信じられない気分だった。

　やがて、エーコは幾百の聖竜マエストロが見守る中、ゆっくりと降下を始めた。

　ピンク色のたてがみと真しん紅くの双そう眸ぼうが、かろうじてエーコの面影を感じさせるが、その角は鋭くとがり、猛たけ々だけしく、あのまん丸な突起とは似ても似つかない。

　しかも、二本の角の中央には、三本目が生えていた。まるで一角獣ユニコーンの角さながら、まっすぐ屹きつ立りつしている。

　ばさりと広げた翼は、一般に知られる竜族の翼とは異なり、天使の翼を思わせた。

　轟ごう然ぜんたる地響きとともに、エーコはゆっくりと降り立った。

　その巨大な後ろ足に頭上を覆われた直後、帝国が誇る大型航空艦ベオウルフは、呆あつ気けなく踏みつぶされた。

　完全に押しつぶされた艦橋を境に、Ｖの字にのけ反ったと思うと、爆発する。

　それでも、エーコにとっては痛くもかゆくもない様子だった。

　もはやベオウルフには興味を失ったのか、エーコはその長い首を地に這はわせるようにして、ゆっくりと身をかがめた。

　真紅の瞳ひとみが見つめる先には、そびえ立つフォンティーン城の窓があった。
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　──首都上空に謎なぞの飛行物体が現れ、国中の聖竜マエストロが飼い主の意に反し、一ヶ所に集結しつつある。

　そんな緊急報告を受けたヴェロニカは、親衛隊長のグレンのみを従えて、最上階のダンスホールを目指していた。

　なんといっても、会場には各国の来賓が集まっているのだ。騎士国の威信にかけても、守らねばならなかった。

　ついでに、父のオズワルドも回収せねばならない。大方、入念に仮装して正体を隠し、飲んだくれているのだろう。

　長い廊下を駆けながら、ヴェロニカはグレンに問う。

「貴様のパルとも連絡がつかんのか？」

「まったく召喚に応じませんし、聖騎甲アークの献呈も受けられません。あらゆる聖竜マエストロが、首都上空に集結している模様です。謎の飛行物体と、無関係ではないでしょう」

「これでは、栄えあるロートレアモン聖竜騎士団も形無しだな。今、帝国に攻めこまれてみろ。竜族の加護がなければ、この国など一夜で滅ぶぞ？」

「……面目次第もありません」

　グレンは粛然として、うつむいた。




　ヴェロニカとグレンがダンスホールにたどり着いたときには、典雅な宮廷音楽も、貴族たちの浮ついた談笑も消え失うせていた。

　客の多くはガラス張りの壁に駆け寄って、眼下を食い入るように見つめている。そこからは、ちょうど航空艦専用の停泊所を一望することができた。

「あれは……！」

　ヴェロニカもまた、ガラスごしに停泊所を見下ろした。

「窓際は危険です、姫様！」

　グレンが注意したが、ヴェロニカは黙殺した。

　停泊所の様相は、今では一変している。

　白銀に輝く生き物が、突如として着陸したのだ。

　──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！

　そして、耳をふさぎたくなるような咆ほう哮こうが、闇やみ夜よに轟ごう然ぜんと響きわたる。

　報告では「謎なぞの飛行物体は巨大な卵のように見える」と聞いていたが、どうやらヴェロニカの知らぬ間に、卵は孵かえったらしい。

　あろうことか、その巨大な生き物は、帝国の大型航空艦ベオウルフをあっさりと踏みつぶして、真っ二つにした。

　そのとき、群衆の中からひとりの男が抜け出ると、妙に芝居がかった口調で叫んだ。

「おぉ、なんということだ！　騎士国が保有するドラゴンが……我が国が誇る最新鋭の大型航空艦を破壊するとは！　これは由ゆ々ゆしき事態ではないだろうか？」

　たちまち、今度は別の意味で、会場が騒然となった。

　今さらながら、人々はあれがドラゴンだと、ようやく認識したのである。

　ドラゴンといえば、ロートレアモン騎士国の象徴シンボルに他ならない。

「あの人を食ったような態度……クラウス・ヴィターハウゼンか！　余計なことを！」

　ヴェロニカは忌々しげに舌打ちすると、帝国貴族の青年を睨にらみつけた。

　そんなクラウスに、愚かにも食ってかかった男がいた。

「違う！　あのような化け物など、我が国は知らん！」

　獅し子しを模した仮面を装着しているが、その肥満体を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　父のオズワルドである。

「クラウス殿！　本当だ、本当に我々は知らんのだ！　信じてくれ！」

「ふっ……反論など無意味ですよ。これだけの目撃者がいるのだから」

　クラウスは、オズワルドなど歯し牙がにもかけなかった。

　なんにせよ、クラウスの言葉は事実だった。衆目の前で、どこからともなく現れたドラゴンが、帝国から派遣されてきた航空艦を全壊させたのだ。

　最悪だった。

　明日の大陸会議〈エリュシオン〉では、永らく犬猿の仲だったシェブロン王国とゼファロス帝国の和平について、前向きな話し合いが行われるはずだったのだ。

　シェブロン王国とは同盟関係にあるロートレアモン騎士国にとっても、歴史的な会議となるはずだった。

「いや……そもそも皇帝はおろか、皇族すら顔を出そうとはしなかったのだ。笑止千万とは、まさにこのこと。最初から、帝国は和平など望んではいなかった──」

　ヴェロニカがつぶやいた直後、あたりは阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　誰だれもが一大恐慌に陥っていた。

　仮面を着けた参加客も、管弦楽団の団員も、給仕係も、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出している。

　その中には、泣き言を喚わめいていたオズワルドはもちろんのこと、余裕ぶって騎士国を非難していたクラウスまでもが、含まれていた。

「なっ……！」

　瞬時に背後を振り返ったヴェロニカも、さすがに肝を冷やした。

　壁一面に張られた窓ガラスの向こうには、真しん紅くの瞳ひとみがあった。

　あの巨竜がフォンティーン城に顔を接近させ、こちらを覗のぞきこんでいるのだと気づくのに、数秒を要した。

「なあ、グレン。私の大剣つるぎで、あの眼球を串くし刺ざしにすれば……勝てるか？」

「恐れながら……姫様といえども、無理かと存じます」

　グレンは率直に答えた。

「この正直者め」

　ヴェロニカは唇をゆがめると、巨竜の眼球と対たい峙じした。

　つぶらな瞳だった。

　まるで赤ん坊の目だと思った。あの無邪気な生き物の鼻先が、ほんの少しフォンティーン城をかすめただけでも、瓦が礫れきの山が積み上がるだろう。それは、無数の屍かばねの手足を生やした山だ……。

　無惨な想像とは裏腹に、ヴェロニカは笑った。

「くくっ……己おのれの命綱を握られるとは、このような気分であったか。褒めてつかわすぞ、赤ん坊よ！」

　そんなヴェロニカに業を煮やし、グレンは親衛隊長として当然の進言をした。

「姫様、早く撤退を！」

「そうはいかん。まだ客人は残っている」

　がらんどうと化したホールを、ヴェロニカはぐるりと見わたした。

　フロアの中央に、仮面の男がたたずんでいる。

　優雅にタキシードを着こなしてはいるものの、その髪は白地に鮮血を垂らしたようなメッシュだった。

　間違いなく、報告書に何度も登場した男──ミルガウスだ。

　ヴェロニカは感心した風に、目を細めた。

「ほう……確かに、あのジュリアスに似ておるわ。面を取れ」

　意外にも、ミルガウスは大人しく従った。無言のまま仮面を外すと、もはや用無しとばかりに、放ほうり捨てたのだ。

「──！」

　ヴェロニカは瞠どう目もくした。

　仮面の下から現れた美び貌ぼうは、十年もの月日を経へて、青年となった兄ジュリアスに他ならなかった。

　少年の頃ころのような、潑はつ剌らつとした雰囲気は影をひそめ、今では研ぎ澄まされた刃物のような印象を感じさせる。

「やはり、ジュリアスだったのか……！」

　ヴェロニカの戸惑いを一いつ蹴しゆうするように、ジュリアスはつかつかと窓際に歩み寄った。空っぽのダンスホールに興味は湧わかなかったのか、巨竜の顔は遠ざかっている。

　ジュリアスは窓際に立つと、巨竜の姿を一望した。

「くくっ……このときを、どれほど待ちこがれたことか！」

　その毒々しい口調と、悪鬼のような笑顔に、ヴェロニカは違和感を抱いた。

　そんなヴェロニカの気持ちを代弁するように、グレンが一歩、前に進み出た。

　既に腰の騎士剣をすらりと抜き放っている。

「お前はジュリアスではないな？　俺おれの親と友もは決して、そんな風に笑ったりはしなかった！」

「ほう、グレン・マクガイアか。確か、ジュリアスの記憶に登場する人物だ。ここは〝久しぶり〟という挨あい拶さつが適格だと思うが、いかがかな？」

「なにをいっている!?」

「まだわからないのか？　確かに、この肉体はジュリアスのものだが、我はジュリアスではない。だが、ジュリアスの記憶なら、いつでも覗のぞき放題というわけだ」

「どういうことだ……？」

　ヴェロニカが眉まゆをひそめたが、男は意にも介さなかった。

「さあ、跪ひざまずけ。刮かつ目もくせよ！　汝なんじらは今、大いなる歴史の瞬間に立ち会っているのだ！」

　男は宗教画の聖人さながら両腕を広げると、ついに、その名を宣言した。

「我はネハレンニア冥めい竜りゆう王お家うけの末まつ裔えい、モルドレッド！」

「……そんなバカな！」

　ヴェロニカは耳を疑った。

　ジュリアスが、その命を賭として殺害したはずの聖竜マエストロ。それがモルドレッドである。ジュリアスと契約を結んだ相パ棒ルでもあった。

　そのモルドレッドの精神が、ジュリアスの肉体を乗っ取っているとでもいうのか。

　そして、ネハレンニア冥めい竜りゆう王お家うけ──ヴェロニカがその言葉を知ったのは、ごく最近のことだった。

　ウィリンガム霊れい廟びようにて、アンジェラ・コーンウェル博士が発見した『旧約星書』。

　ヴェロニカも一応、その写しに目を通していた。

　序文の一節が、脳裏に甦よみがえる。




　──賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けと、ネハレンニア冥めい竜りゆう王お家うけ。両家による果てしない戦いは幾いく星せい霜そうに及ぶ。転生を繰り返しては、巡り会い、憎しみ合い、殺し合った。




　目の前にいるのが、そのネハレンニア冥竜王家の末まつ裔えいだという。

　ならば、アヴァロン聖竜皇家のほうは一体──？

　ヴェロニカの思考を中断させたのは、グレンの叫びだった。

「お前が……お前が諸悪の根源だったのか！　やはり、ジュリアスは血迷ったわけではなかった！　己おのれの信念に基づいて、お前を殺そうとしたのだな？　たとえ、それが騎士国の掟おきてに背く行為であっても……今すぐジュリアスを返せ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、グレンは一息で距離を詰めると、銀光を一いつ閃せんさせた。

　だが、モルドレッドは涼しい顔をして、グレンの斬撃をあっさりと受け止めた。

「ぐぬっ！」

　グレンが喉のどの奥おくで唸うなった。

　モルドレッドは人差し指と中指だけで、高速の斬撃を受け止めたのである。

　しかも、グレンは騎士剣の柄を握り締めたまま、微動だにしない。いや、ヴェロニカにはわかった。

　グレンは動かないのではなく、動けないのだ。

　たった二本の指だけで、モルドレッドはグレンを圧倒している。

「ふっ……身をもって知るがいい。汝なんじは今、〝神〟に反逆しているのだと」

　モルドレッドが冷笑を浮かべた直後、閃せん光こうがほとばしり、大気が唸った。

「がはっ！」

　グレンは呆あつ気けなく吹き飛ばされ、猛烈な勢いで壁に激突した。そのまま意識を失ってしまう。

　倒れたグレンには目もくれず、ヴェロニカはモルドレッドを睥へい睨げいした。

「……しかし、解せんな。私が見る限り、ジュリアスと貴様の仲は良好だったはずだ。現に、貴様はジュリアスに聖騎甲アークを献呈したではないか」

「ふん。ジュリアスと仲が良かったのは、我の片割れだ。あちらはジュリアスを主あるじと認め、良好な関係を築いていた」

「片割れだと？　どういうことだ？」

「冥めい土どの土産に、教えてやろう。モルドレッドの肉体には、ふたつの精神が宿っていた。人間に例えるならば、二重人格といったところだな」

「片割れのほうは、どうした？」

「奴やつは肉体とともに消滅した。こともあろうに、奴はジュリアスと共謀し、我の殺害を画策したのだ。我は完全なる消滅を避けるため、自ら肉体を捨てて幽体となり、ジュリアスに取り憑ついた」

　モルドレッドは言葉を切ると、改めて窓の外を眺めやった。

　城のすぐそばでは、あの巨竜が二本足で立ったまま、周囲をきょろきょろと見回している。状況が把握できず、戸惑っているようにも見えた。

　そんな巨竜に向けて、モルドレッドは宣告をくだした。

「アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいよ！　その肉体、我がもらい受ける！」

「なるほど、そういうことか……！」

　ここに至り、ヴェロニカはモルドレッドの真意を悟った。

　過去、モルドレッドはジュリアスに殺害され、肉体を失った。

　だが、アヴァロンの末裔の肉体を乗っ取れば、再び最強の竜として復活できる……！

「そうはさせんぞ、モルドレッド！」

　ヴェロニカは腰の大剣クレイモアを抜き放った。

　まともに戦って勝てない相手なのはわかっている。それでも、なにもせずに傍観するつもりはなかった。

　モルドレッドがアヴァロンの肉体を乗っ取る前に、ジュリアスの肉体もろとも死滅させる──それだけを考えて、ヴェロニカは駆け出した。

　もはや兄の身体であろうと、容赦するつもりはなかった。

　だが、ヴェロニカの剣尖が届く前に、モルドレッドの全身から漆黒の闇やみがあふれだし、ダンスホールを埋め尽くした。

「くっ……なんだ、この闇は……意識を持って行かれそうだ……！」

　闇に取りこまれた刹せつ那な、ヴェロニカは激しい眩暈めまいと嘔おう吐と感に襲われた。




　自我と闇の境界すら曖あい昧まいになりそうな時間の果てに──ようやく、闇は晴れた。

「大丈夫か、ヴェロニカ？」

　なんとか立ち上がろうとするヴェロニカに、手を差しのべた男がいた。

「貴様……！」

　ヴェロニカは視線に殺意をこめた。

　あろうことか、アヴァロンの末裔に憑ひよう依いしたはずのモルドレッドが、なぜだかヴェロニカを助け起こそうとしている。

　だが、その表情に、先ほどまでの邪悪な雰囲気は感じられない。

「貴様は……まさか、ジュリアスなのか？」

「ああ、僕だよ。相変わらず、〝兄上〟とは呼んでくれないんだな」

　どうやらモルドレッドの幽体が離脱したことで、ジュリアスの精神が肉体を取り戻したようだ。

「当たり前だ……このうつけ者め！」

　ジュリアスは苦笑を浮かべたものの、すぐさま真顔になった。

「悪いが、兄妹きようだい喧げん嘩かをしている暇ひまはない。既にモルドレッドの魂はエーコに取り憑ついた。僕たちには、モルドレッドを倒し、この街を守る義務がある」

　その瞬間、ヴェロニカは頭を横殴りにされたような、激しい衝撃を受けた。

「ちょっと待て！　今、エーコといったか？　あの巨おおきな竜が……エーコだと？」

「詳しいことは、あとで話す。立てるか？」

「ふっ……誰だれに向かって口を利いている！」

　ヴェロニカはクレイモアを杖つえ代わりにして、なんとか立ち上がった。が、闇やみに吞のまれたときの後遺症なのか、ぐらりとよろめいてしまう。

「姫様！」

　ジュリアスよりも一瞬早く、ヴェロニカを抱き留とめたのは、なんとグレンだった。あれほどの深手を負ったにもかかわらず、意識を取り戻したのだ。












　グレンはヴェロニカを支えたまま、ジュリアスを一いち瞥べつした。

「ジュリアス……いいたいことは山ほどあるが、今は一言だけ、いわせてくれ」

「予想はつくけど、いいだろう」

　涼しい顔のジュリアスに対し、グレンは万感の想おもいをこめて、叫びはなった。

「この……大バカ野郎が！」





　　　　◇






　帝国製の航空艦ベオウルフが呆あつ気けなく踏みつぶされたのを見て、神殿艦エスペランザと魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスは、逃げるように飛び立った。

　対照的に、魔導艦シルヴァヌスだけは、エーコから一定の距離を保ちつつ、様子を窺うかがっている。

　シルヴァヌスがエーコに攻撃を仕掛けはしないか、アッシュは不安になった。なんといっても、艦長はあのヴェロニカなのである。

　とはいえ、シルヴァヌスの煮え切らぬ様子から察するに、ヴェロニカはまだ乗艦していないようだ。おそらく、ヴェロニカの指示を待っているのだろう。

　逆にいえば、ヴェロニカが乗艦したが最後、エーコに総攻撃を加える可能性は高い。首都を守るためなら、ヴェロニカは迷わずそうするだろう。シルヴァヌスにも、それなりの武装は積まれているのだ。

「俺おれが……俺が、エーコを守るんだ！」

　アッシュは心を決めると、駆け出そうとした。

「待てアッシュ！　踏みつぶされたいのか!?」

　シルヴィアが両手を広げ、アッシュの前に立ちはだかる。

「どいてくれ、姫様！　俺が行かなくて、誰だれがエーコを守るんだよ！」

「落ち着け！　今のお前になにができる!?　いくらお前でも、あんな姿になったエーコを乗りこなせるのか？　大体、どうやって騎乗するつもりだ？」

「それは……」

　シルヴィアのいうとおりだ。アンサリヴァン市を屍灰竜ネクロマンシアが襲ったときは、シルヴィアとランスロットが手伝ってくれた。

　だが、今は無理だ。頼みの綱のランスロットは、他の聖竜マエストロと合流したまま、戻ってはこない。聖竜マエストロの群体は、今なお夜空の一角に浮遊したまま、ただ事態を見守っている。

　唯一の救いは、ベオウルフを踏みつぶして以来、エーコに目立った動きがないことだ。フォンティーン城の窓を覗のぞきこんだときはひやりとしたが、すぐに離れた。

　今はただ、状況を確認するかのように、周囲をきょきょろと見回したり、建造物の匂においを嗅かいだりしている。おそらくエーコは、自分の身になにが起こったのかも、まだ把握できていないのだろう。

「とにかく、街からエーコを遠ざけるのが第一だ。もし、エーコが市街地に足を踏み入れたりしたら……」

　シルヴィアの言葉に、アッシュは戦せん慄りつした。

　首都フォンティーンの人口は、およそ百万。

　エーコは今、百万もの人命を握っているのだ。

　もはや、事態はアッシュとエーコだけの問題ではなくなっていた。

「ぐおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　そのとき、エーコが苦しげな雄お叫たけびをあげ、身み悶もだえしたかと思うと、白銀の輝きに包まれていた毛並みに異変が起きた。

　まるで白地に黒インクを垂らしたように、少しずつ、黒が白を侵していく。

「……エーコ!?　どうしたっていうんだ？」

　アッシュが見守る中、エーコの変へん貌ぼうは留とどまることを知らない。

　毛並みの変色は、始まりにすぎなかった。

　天使の翼が、大おお鴉がらすのそれに変貌する。

　三本の角のうち、中央の一本が消失したかと思うと、外側の二本が渦巻き型に変形し、螺ら旋せんを描く。

　さらには四肢が急速に伸びて、もはや獣というよりは、巨人さながらの体たい軀くに変貌を遂げていった。その巨きよ軀くは、まさしく悪魔的な禍まが々まがしさを感じさせた。

　挙げ句の果てに、その顔には九つの目が出現し、爛らん々らんと紅あかく輝き始めたのだった。

「九つの目……だと!?」

　ふいに、アッシュは思い出した。

　以前、エーコが見たという悪夢の内容を。

　エーコは夢の中で、九つの目を持つ竜に襲われたのではなかったか……？

　──どん！

　刹せつ那な、漆黒の巨竜と化したエーコが、ブレスを吐いた。

　ブレスの炎は一直線に空を貫き、暗雲を払った。

　もし、今のがフォンティーン城や市街地に撃ちこまれていたら……想像するだけで、アッシュは戦慄した。

「シルヴィア、そこにいたのか！」

　そのとき、背後から痛烈な声が飛んできた。

　振り返ると、ヴェロニカとグレンだった。

　グレンはボロ雑ぞう巾きんのように、満まん身しん創そう痍いである。

　そして──ヴェロニカの隣には、もうひとり、若い男の姿があった。

　あのヴェロニカと肩を並べているというだけでも驚きだったが、その髪の色に気づいた途端、

「ミルガウス！　どうしてお前がっ!?」

　アッシュは全身の肌が粟あわ立だつのを覚えた。と同時に、初めて目撃したミルガウスの素顔に、既視感を覚えた。確かに、肖像画などで見たことのある美び貌ぼうだった。

「兄上……なのですか!?」

　アッシュよりも先に叫んだのは、シルヴィアだった。

「ああ、信じられないかもしれないが、今の僕はジュリアスだ。だが、説明している時間はない。まずはエーコの肉体から、モルドレッドの精神を取り除かねば──アッシュ君」

　突然、ジュリアスに名前を呼ばれ、アッシュは緊張した。

　どうやら本当に、目の前にいるのはジュリアス・ロートレアモン王子らしい。

　ジュリアスはこちらに歩み寄ると、アッシュの肩に手を置いた。

「エーコを救えるのは、飼い主である君しかいない。わかるな？」

「はい。俺おれだって、そのつもりです」

　ジュリアスは微笑した。

「良い返事だ。僕が責任をもって、君をエーコのもとに導こう」

「ですが……どうやって？」

「大丈夫だ。僕たちには、あれがある」

　そういって、ジュリアスが指差したのは──ちょうど停泊所の片隅に着陸を果たした、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスだった。





　　　　◇






「あら。あなたをここに呼んだ覚えはないわよ……冥竜王モルドレッド」

　遣けん竜りゆう工房にて、ナヴィーはモルドレッドの幽体と対たい峙じしたところだった。お気に入りの椅い子すに腰掛けたまま、悠然と足を組み替える。

「くくっ。そうして余裕ぶっていられるのも、今のうちだ」

　モルドレッドの幽体は、今なおジュリアスの面影を宿していた。十年も憑ついていた名残だろうかと、ナヴィーはそんなことを考えた。

「エーコの身体の六割は、我が掌しよう握あくした。完全に支配するのも、時間の問題だ。もはやアヴァロンに勝機はない」

「……………………」

「あとはナヴィー、汝なんじと融合すれば、我は冥竜王として完全に復活する。さあ、我とともに来るのだ。汝は〝ナヴィー〟などと名のってはいるが、単なる〝ナヴィゲーター〟でないことはわかっている。いわば、汝は竜種の記憶ドラグワースそのものなのだろう？」

「あら、さすがは冥竜王といったところかしら。よく調べたものね」

「今すぐ我と融合し、大いなる叡えい智ちを与えよ。アヴァロンもネハレンニアも、元を辿たどれば同じ家系……汝と融合する資格なら、我にだってあるはずだ」

「否定はしないわ」

　ナヴィーの言葉に、モルドレッドはにやりと笑った。

「わかってくれるか？」

「嫌よ。だって、ネハレンニアなんて好みじゃないもの」

「……なんだと？」

「わたしはアヴァロンの皇女と騎士を、全面的に支持するわ。特に騎士のほう……アッシュ・ブレイクは、あなたなんかよりずっとイイ男なんだから」

「ふん、牝め狐ぎつねめ。ならば力ずくで奪うのみ──」

　刹せつ那な、モルドレッドの足もとから無数の触しよく手しゆが生えてきて、獲物を見つけた大蛇のごとく、ナヴィーに襲いかかった。





　　　　◇






「悪いが、僕とアッシュ君以外は、降りてもらおうか」

　シルヴァヌスの操そう舵だ室しつに足を踏み入れるなり、ジュリアスは冷然と告げた。

　操舵席や通信席に着いていた乗務員たちは、なにごとかとばかりに、ジュリアスを振り返った。そして、幽霊にでも出くわしたように青ざめた。

　無理もない。処刑されたはずの王子が、こうして現れたと思ったら、艦を降りろと無む茶ちやをいっているのだから。

「ちょっ……ジュリアス王子！　どういうつもりですか！」

　アッシュが食ってかかると、ジュリアスは涼しげに答えた。そして、艦長席に着こうとしていたヴェロニカを振り返った。

「余計な死者を増やしたくないだけさ。ヴェロニカ、君のほうからも命令して欲しい」

「そんな戯たわ言ごとを、この私が大人しく聞くと思うのか？」

「強情な妹を持つと、兄は苦労するよ」

　次の瞬間、ジュリアスは目にも留とまらぬ早技で、ヴェロニカの背後を取った。いつの間にか、隠し持っていた拳けん銃じゆうを抜いている。帝国製の、機械式軍用銃だった。

　あろうことか、ジュリアスはヴェロニカのこめかみに銃口を突きつけた。

「時間がない。たまには兄のいうことも聞け、ヴェロニカ」

「ふざけるな。シルヴァヌスは私の艦だ。貴様の勝手にはさせんぞ、ジュリアス」

「いっただろう、僕は君の兄だと。確かに民衆から見れば、君は完全無欠のお姫様だ。だが、僕は知っている。なんなら、君を崇拝する部下たちの前でバラしてもいいんだぞ？」

「なっ、なにを知っているというのだ？」

「君がシルヴィを溺でき愛あいしていることは知っている。君の部屋には、シルヴィの肖像画、シルヴィの着用済み衣装、シルヴィの成長記録、シルヴィを想おもって書いた自作ポエム、そしてシルヴィの等身大人形が──」

「わ、わかった！　それ以上はいうな！」

　意外にもヴェロニカが降参したので、アッシュは驚きよう愕がくした。

「総員、速やかに艦を降りよ！　これはヴェロニカ・ロートレアモンの命令である！　貴様らに拒否権はない！」

　乗務員たちは弾はじかれたように、操そう舵だ室しつを飛び出した。




　すべての乗務員が艦を降りたあと、ジュリアスは自ら操舵席に着いて、シルヴァヌスを離陸させた。

　途端、強烈な震動に襲われて、アッシュは魔導通信席の背もたれをつかんだ。なんとか転ぶのだけは免れた。円形の窓から外を覗のぞくと、地面がどんどん遠ざかっていく。

　ドラゴンの背に乗って飛行するのとは、感覚が違った。こんな鉄の塊かたまりが、人を乗せて飛んでいる──その事実に驚く同時に、墜落しやしないかと不安になった。

　シルヴァヌスを操艦しつつ、ジュリアスはこれまでの経緯をアッシュに語り聞かせた。





　　　　◇






　にわかには信じられない話ばかりだったが、竜族にはアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けとネハレンニア冥めい竜りゆう王お家うけが存在し、古代より幾度も転生を繰り返し、相争ってきたという。

　そして、エーコこそは、アヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいらしい。

　つまり、エーコは竜族の皇女ということになる。

「……いきなりそんなことをいわれても、信じられません。俺おれと一緒にいるときのエーコは、寝ね坊ぼ助すけで、食いしん坊で、怒りっぽい……そんな女の子なんです」

「気持ちはわかるさ。僕自身、自分のパルがネハレンニアの末裔だと気づいたときは、信じられなかったからね。どうして僕が選ばれたんだろうと、悩んだりもしたよ」

　ジュリアスは感慨深そうに、しみじみと告げた。

「それにしても……巨おおきいな、アヴァロンの皇女は。あれでまだ幼竜というのだから……信じられない」

　ジュリアスは手もとのパネルを操作すると、目の前の大型モニターにエーコの姿を映し出した。

　シルヴァヌスは、高度三百メートルの地点から首都を見下ろしていた。

　画面上には、モルドレッドの浸しん蝕しよくを受け、漆黒の竜に変へん貌ぼうを遂げたエーコの背中が映っている。

　禍まが々まがしい巻き角に、九つの目……冥竜王という呼び名にふさわしい姿だった。

　先ほどまでは二本足で直立していたエーコだが、モルドレッドの浸蝕に苦しむあまり、今では四つ足で大地を踏み締めている。

　不思議なのは、四つ足で立ったまま、エーコがほとんど動かないことだった。眠っているわけでもなさそうだが……。

「エーコが、モルドレッドに抵抗してるんでしょうか？」

　アッシュが疑問に思って訊たずねると、ジュリアスは首を横に振った。

「いや、あそこまで肉体が変容しているんだ。おそらく、エーコに抵抗する余地は……もうないだろうな」

「そうですか……」

「ただし、まだ希望はある。おそらく、ナヴィーがモルドレッドを拒んでいるんだ」

「ナヴィーが？」

　どうしてここでナヴィーの名が出てくるのか。

　それ以前に、ジュリアスがナヴィーを知っていること自体が、驚きだった。

「ナヴィーとは、竜種の記憶ドラグワースそのものなんだ。ナヴィーが抵抗を続ける限り、たとえモルドレッドがエーコの肉体を我が物にしたとしても、完全なる復活はあり得ない」

「どういうことです？」

「聖竜皇にせよ冥竜王にせよ、竜種の記憶ドラグワースと融合し、大いなる叡えい智ちを授かることで、真の力を得る。今いま頃ごろ、モルドレッドはナヴィーを手に入れるべく、躍起になっているのだろう」

「どうして……奴やつのことがそこまでわかるんですか？」

「モルドレッドとは、ひとつの肉体を共有していたからね。奴が僕の記憶を勝手に閲覧して、人間社会に溶けこむ努力をしたように……僕もまた、奴の知識を覗のぞき見することができたってわけさ」

　正直なところ、ジュリアスの話を完全に理解できたわけではなかったが、ただひとつ、そんなアッシュにもわかることがあった。

「つまり、モルドレッドがナヴィーに気を取られている今が、チャンスってことですね」

「ああ。今が唯一の勝機だ。なんとか君がエーコを乗りこなし、モルドレッドの幽体を追い出すことができれば、エーコも首都も救われる」

　ジュリアスの言葉に、アッシュはうなずいた。

「俺おれ、やりますよ。アヴァロンとか、ネハレンニアとか……そういうことは、よくわかりませんけど、エーコは俺のパルだから」

　きびすを返し、甲板に向かおうとしたアッシュの背に、ジュリアスが声をかけた。

「どうして、選ばれたのが君だったのかはわからないが……君がアヴァロンの騎士で本当に良かったと、僕は思うよ」
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「くっ……！」

　シルヴァヌスの甲板に出た途端、アッシュは肌に冷たい夜風を浴びた。真夏の夜気とは異質な冷たさだと思った。

　ジュリアスと事前に打ち合わせたとおり、背中には落下傘を背負っている。

　シルヴァヌスがある程度まで近づいたら、アッシュは単身、甲板から飛び降りるつもりだった。落下傘を開いて、エーコの身体に着地する。

　そのあとは、アッシュ次第というわけだ。

　一応、降下訓練なら学院で受けていた。

　アッシュは軍人になるつもりはなかったので、学院で降下訓練を受けさせること自体、間違っていると思っていた。

　騎竜学院は決して、士官学校ではないのだ。まさか、あの訓練がこんな形で役に立つとは思わなかった。

「……あそこだな」

　舳へ先さきから身を乗り出し、眼下を眺めると、エーコの背中を確認することができた。

　漆黒の毛並みに変へん貌ぼうしたとはいえ、その体たい軀くは膨大な魔力に包まれて、ぎらぎらと輝いている。見失う心配はなさそうだった。

　ナヴィーがモルドレッドとの融合を拒んでいる間に、エーコの頭部に飛び移らねばならない。

　魔導通信機を通じて、ジュリアスの声が聞こえてきた。

『いつでもいいぞ、アッシュ君』

「わかりました」

　アッシュは再び、下界を眺めやった。

　あれほどの巨体ともなると、騎乗位置は頭部以外にあり得ない。

　自分がエーコに騎乗した姿をイメージしてみる。

　不思議と恐怖は覚えなかった。

　左腕の〈星せい刻こく〉もジンジンと熱を帯びて、明滅を繰り返している。

　まるで、〈星刻〉がアッシュの背中を押しているようだった。

　その刹せつ那な──エーコが鎌かま首くびをもたげると、シルヴァヌスに向けてブレスを吐いた。

「……っ！」

　夜の闇やみに一条の光こう芒ぼうが走ったかと思うと、アッシュは激しい震動に襲われ、尻しり餅もちをついた。間一髪、ジュリアスが舵かじを切ったおかげで、直撃こそ免れたが、強力なブレスは艦体の側面を根こそぎ削り取っていた。

　たちまち炎と煙が噴き上げて、艦体がぐらりと傾く。

「ちっ……！　俺おれを殺したら、エーコだって無事じゃすまない。そうなったら、エーコの肉体を欲しがってるお前だって困るだろうに……バカなのか？」

　アッシュが文句を垂れていたら、再びジュリアスの声が聞こえた。

『大丈夫か、アッシュ君！』

「はい、大丈夫です」

『これよりシルヴァヌスは不時着する！　今すぐ飛ぶんだ！』

「いわれなくても、飛びますよ！」

　アッシュは意を決すると、舳へ先さきから身を躍らせた。

　足が甲板を離れた直後、モルドレッドが第二射を放つ。

　肩ごしに振り返った瞬間、甲板に被弾したシルヴァヌスを見た。

　ゾッとした。あのまま甲板に留とどまっていたら、消し炭にされていただろう。

　先ほどジュリアスは「不時着」といったが、シルヴァヌスはほとんど墜落に等しい勢いで、高度を下げていった。

　その頼りない艦影は、城壁の向こう側に姿を消し──ついには激しい爆発音とともに、火柱が生じた。

「ジュリアス王子……！」

　アッシュは身み悶もだえしたが、もはやどうしようもなかった。

　ジュリアスは命を賭かけて、アッシュを夜空に運んでくれた。

　ならば、アッシュもまた、命を賭けて自分の使命を果たさねばならない。

　重力に従って、アッシュの身体は落下していく。

　激しい風圧を受け、頰ほおや耳たぶを切り裂かれていくようだ。

「今だ！」

　タイミングを見計らい、アッシュは落下傘を開いた。

　すさまじい制動力が生じ、落下速度がゆるやかになる。

　今、ブレスを撃たれたら一巻の終わりだが、そこはもう、祈るしかなかった。

「待ってろよ、エーコ。俺おれがお前を守る──絶対にだ！」
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「ああもう！　ここはどこなのよっ!?」

　エーコが意識を取り戻すと、そこは鳥とり籠かごの中だった。自分の身体を見下ろすと、見るからに悪趣味な、けばけばしいドレスを着せられている。

　明らかに、エーコの趣味ではなかった。

　フォンティーン城の衣装部屋にあったドレスのほうが、よほど綺き麗れいだと思う。しかも、まるで鉛のように重たい。ドレスというよりは、拘束具だった。

　鉄格子の向こうには、真まっ白しろな空間が広がっている。壁も、床も、天井も、すべてが真っ白で、しみひとつ見当たらない。

　それ以前に、壁や床や天井といった区別すら曖あい昧まいで、じっと眺めていたら、頭がおかしくなりそうだった。

「竜族のあたしを鳥籠なんかに閉じこめて……どういうつもりっ!?」

　状況がさっぱりわからない。なんとなく、竜として覚かく醒せいしたという記憶はあった。自分がとてつもなく巨大な存在となって、フォンティーン城を見下ろしていた記憶。

　だが、それ以降の記憶は途絶えている。

「まったく……こんな状況でも、あなたは元気なのね。安心したわ」

　突然、聞き覚えのある声がした。

「ナヴィー？　あんた……！」

　鉄格子を挟んで、ナヴィーがひっそりとたたずんでいる。気に食わない相手とはいえ、こんな状況である。エーコはナヴィーに心から感謝した。天使のようだとも思った。

　もっとも、その天使ときたら、ボロ雑ぞう巾きんのように変わり果てていた。

　いつもは余裕たっぷりで、貴族的な雰囲気を感じさせたというのに、髪は乱れ、ドレスはズタズタに裂かれている。全身の至るところに、縛られたような痕あとが残っているのも痛々しい。

「どうしたっていうの？　あんたらしくもない……」

　エーコは呆ぼう然ぜんとして、ナヴィーの全身をまじまじと見つめた。

「ちょっとね……モルドレッドの奴やつと遊んでやったのよ。あいつの触しよく手しゆ好きにも、困ったものね」

「モルドレッド？　誰だれ？」

「手を貸して」

　鉄格子の隙すき間まから、エーコは手を出した。ナヴィーがその手を握り返してくる。たちまち、膨大な情報が頭に流れこんでくる。

　ほんの一瞬で、エーコは状況を察した。今さらながら、自分が幽体であることにも気づいた。

「つまり……モルドレッドとかいう奴が、あたしの身体を奪おうとしてるてってわけ？」

「そうよ。とりあえず、わたしがこうして逃げ回っている間は、あいつも大した悪さはできないだろうけどね。それでも、首都を壊滅させるくらいは朝飯前よ」

「ふうん……あたしって、実はそんなにすごいドラゴンだったんだ？」

　ナヴィーの情報によれば、エーコはアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの皇女だという。

「ふふん。これで少しは、アッシュの奴もあたしを見直すかしらね？」

　胸を張るエーコを見て、ナヴィーは呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「生き延びることができたら、ね。その彼だけど、とんでもないことを始めるみたいよ」

　ナヴィーが再び手をつないできたので、エーコは大人しく目を閉じた。

　脳裏に映像が浮かび、現在の状況が流れこんでくる。

「なっ……！」

　エーコは絶句した。

　夜空の果て──アッシュはシルヴァヌスの甲板から身を乗り出している。

　その瞬間、モルドレッドが地上からブレスを吐く。

　被弾したシルヴァヌスは、紙飛行機のように滑空を始めた。

　一方、アッシュは単身、夜空に身を躍らせて、真っ逆さまに落下していく。

「ちょっ……正気なの!?」

　そのとき、落下を続けるアッシュがつぶやいた言葉を、エーコは確かに聞いた。

『待ってろよ、エーコ。俺おれがお前を守る──絶対にだ！』

　その瞬間、自然と熱いものが胸にこみ上げた。堰せきを切ったように、涙があふれた。幽体のはずなのに、涙は次から次へとあふれて、止まらなかった。竜種の記憶ドラグワースでさえ教えてはくれない、このあたたかな感情の正体は……なんだろう？

「なんで……なんでよ？　あたしなんかのために、どうして……そこまでしてくれるの……？　あたし……たくさん、たくさん……迷惑かけたのに……どうして!?」

　鉄格子の隙すき間まから手を差し入れ、ナヴィーはエーコの頭を撫なでた。

「そんなの決まってるでしょう？　相パ棒ルだからよ」

　エーコは涙をぬぐうと、毅き然ぜんとして顔をあげた。

「ナヴィー。あたしにできることを、教えて」

「ふふっ。そうこなくっちゃ」

　ナヴィーは微笑を浮かべると、軽く腕を振った。閃せん光こうが弾はじけたと思ったら、鳥とり籠かごが消え失うせた。と同時に、エーコの身体を拘束していた黒のドレスが粒子に還元し、純白のドレスに生まれ変わる。

　一瞬にして、ナヴィーはモルドレッドによる封印を解いたのだ。

「今さらだけど……あんたって、すごいのね」

　エーコは自分のドレス姿を見下ろした。高貴さと清楚さを兼ねそなえたデザインは、まさしくアヴァロンの皇女にふさわしいと思った。

「いくらわたしがすごくても、ここから先は手伝えない。わかるわね？」

　ナヴィーの重々しい言葉に、エーコはうなずいた。

「で、あたしはなにをすればいいの？」

　ナヴィーは会心の笑みを漏らすと、悪戯いたずらっぽく告げた。

「アヴァロンの皇女として、彼にオリジナルの聖騎甲アークを献呈するのよ」

　エーコは一瞬、なにをいわれたのか理解に苦しんだ。

「はあ!?　あんた、本気でいってるの？」

　ナヴィーは当たり前といわんばかりに、あっさりと首しゆ肯こうした。

「今までのように、継つぎ接はぎの模造品では……モルドレッドに太刀打ちできないわ」

「だけど、そんなの無理に決まってるでしょ！」

　オリジナルの聖騎甲アークなど、そうそう簡単に創つ成くれるものではない。

　先祖が遺のこした設計図を閲覧してきたエーコだからこそ、よくわかる。聖騎甲アークとは強力な魔導兵器であると同時に、至高の芸術作品なのだ。

　ましてや、エーコは一歳にも満たない幼竜だ。あまりに経験が少なすぎる。ナヴィーの提案は、よちよち歩きの赤ん坊に、宮殿を建設せよと命じるに等しかった。

「大体、オリジナルのデザインがそう簡単に思い浮かんだら、苦労しないわよ……」

　弱音を吐くエーコを前に、しかし、ナヴィーは動じなかった。

「大丈夫。自分を信じなさい。あなたはアヴァロンの血を引く娘なのよ」

「でも……鎧よろいだけじゃなくて、固有魔装だって考えなくちゃならないのに……」

「よく聞いて。形なんて、それほど問題じゃないわ。聖騎甲アークの強さはね、想おもいの強さで決まるの。たとえ形は定まらなくても、あなたが彼を想う気持ちがあれば、聖騎甲アークは必ず成立するのよ」

「本当……？」

「ええ。それに、固有魔装の心配なら要らないわ。代々、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けに伝わる宝剣があるから、それを使えばいいわ」

　エーコはしばらく黙っていたが、ぼそぼそとつぶやき始めた。

「……あたしは初めて会ったときから、あんたのことが気に食わなかった。その余裕ぶった態度も、あたしにそっくりな見た目も、無駄にデカい乳も……嫌い。大嫌い！　だけど……今のあんたは、不思議と、信じられる気がする」

　エーコは顔をあげると、笑った。

　ナヴィーも微笑を返してきた。

　その瞬間、目の前をふさいでいた闇やみに、光が射さした気がした。

　うじうじと悩むのは、もうやめた。

　挑戦もせずに、最初から無理だと決めつけるのもやめた。

　ドレスの裾すそを優雅にひるがえし、エーコは胸を張る。

「見てなさいよ。絶対に、創つ成くってやるんだから！」
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「くそっ……最悪だ！」

　なんとかエーコの巨体に降り立ったアッシュだが、そこは頭部ではなかった。あろうことか、背中の上だったのだ。ちょうど、翼の付け根に近い。

　翼は生まれたての雛ひな鳥どりさながら、湿り気を帯びていて、今すぐ飛び立つことはできないようだ。

　それが唯一の救いかもしれない……と、アッシュは思った。

　ゴツゴツとした皮膚には、漆黒の体毛が生えている。まるで屍灰竜ネクロマンシアだと思った。一刻も早くモルドレッドの精神を追放し、エーコを元の姿に戻してやらねばならない。

　そのためには、この巨体を乗りこなす必要があるのだが……アッシュは呆ぼう然ぜんとして、エーコの頭部を眺めやった。

　草原のようにだだっ広い背中から、まるで天国への階段を思わせる首が伸びている。その先端に、渦巻き型の角を生やした頭部がある。

　まずは頭部に騎乗して、竜騎士ドラグナーとしての意志を伝えねばならないが……距離がありすぎる。これでは峻しゆん嶮けんなゼノグラヴィア山脈に、登山用具もなしに挑むようなものだった。

「いや……泣き言をいってる場合じゃないな」

　アッシュは落下傘を放ほうり捨てると、自分の背丈よりも高い体毛をかき分けかき分け、前に進み始めた。

「まるでノミだな……」

　事実、モルドレッドにとって、アッシュなどノミに等しいのだろう。だからこそ、アッシュの存在を歯し牙がにもかけない。

「その油断が命取りだぞ、モルドレッド……」

　自らを鼓舞するように、不敵につぶやいてはみたものの、頭上を見上げるたびに、心が折れそうになった。

　そのとき、夜空に異変が起きた。

　ずっと宙に静止して、事態を見守っていただけの聖竜マエストロたちが、初めて動いたのだ。

　白銀の尾を引いて、聖竜マエストロの群体は滑空し、モルドレッドをぐるりと包囲した。

「ぐるるるる……」

　威嚇の唸うなりを漏らし、モルドレッドは鎌かま首くびをもたげたが、聖竜マエストロたちは隙すきを与えることなく、いっせいに魔法を発動させた。

　夜空に閃せん光こうが走ったかと思うと、魔力で構築された鎖が次々と顕現する。無数の鎖は、巨竜の首を、前肢を、後肢を、尻尾しつぽを、次々と拘束していく……！

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおん……！」

　これにはたまらず、モルドレッドは身み悶もだえしたが、幾百もの鎖はびくともしない。

「あいつら……！」

　間違いない。聖竜マエストロたちは、モルドレッドを封じこめようとしている。竜族の頂点に君臨すべきは、モルドレッドではなく、エーコだと認めてくれたのかもしれない。

　そのとき、一体の聖竜マエストロが、ひらりとアッシュの前に舞い降りた。鹿しかのように枝分かれした角には、確かに見覚えがあった。その背から、可か憐れんな声が響いた。

「アッシュ……早く乗って！」

「ルッカ!?　どうしてここに……？」

　そう、突如として舞い降りた聖竜マエストロはガウェインであり、その背にはルッカが騎乗していたのだ。懐かしさがこみあげてきた。

　戸惑うアッシュに、ルッカは手短に説明した。

「えっと……第七竜舎の聖竜マエストロたちが、脱走を始めたの。わたし、必死でこの子の背中にしがみついて……ここまで来た」

「レベッカさんやマックスも一緒なのか？」

　ルッカは無念そうに、首を横に振った。エクブラッド人に特有の、ぴんと尖とがった耳が、心なしか垂れているように見える。

「聖竜マエストロの異変に気づけたの、わたしだけ……」

「そうか……」

　と、アッシュとルッカの会話を遮るように、ガウェインが勇壮な鳴き声を聞かせると、顎あごをしゃくった。

　どうやら「乗れ」といっているらしい。もちろん断る理由はなかった。

「助かる！」

　アッシュがガウェインの背にまたがるなり、ガウェインは羽ばたいた。

　一直線に闇やみ夜よを駆けると、モルドレッドの首に沿って、ぐんぐんと上昇を始める。相変わらず、ルッカの騎竜術は見事の一言に尽きた。

　アッシュは振り落とされないよう、ルッカの華きや奢しやな腰をしっかりと抱き締めた。

　だが、モルドレッドも黙ってはいなかった。全身を魔法の鎖で拘束されていてもなお、かすかに身じろぎすると、威嚇的な雄お叫たけびをほとばしらせる。

　刹せつ那な、空中に次々と魔導砲台が顕現し、ガウェインを狙ねらい撃ちにする。

　その砲台を一目見るなり、アッシュは戦せん慄りつした。

　ウィリンガム霊れい廟びようで、アッシュがミルガウスに使ったのと、同種の兵器だったからだ。ただし、各砲台の大きさは、ガウェインの体たい軀くに匹敵するほど大きかった。

「アイギスの魔た楯てか……！」

「大丈夫……当たらなければ、問題ない」

　ルッカは決して動じなかった。

　ガウェインと一体化したように、右へ、左へ、夜空を飛び交う光こう芒ぼうを紙一重でかわしていく。

　のみならず、ガウェインは次々とブレスを吐くと、魔導砲台を撃ち落としていった。

　ガウェインがモルドレッドの頭上を取ったとき、魔導砲台は全滅していた。

「アッシュ、今……！」

　ルッカが叫ぶと同時に、ガウェインが宙で一回転する。

　天地がぐるりとひっくり返った拍子、アッシュは迷うことなく飛び降りた。

　夜空に壮大な螺ら旋せんを描く、二本の巻き角の狭はざ間まに着地する。こうして間近で見ると、竜の角というよりは、神殿の構造物みたいだった。

　そこに立った途端、アッシュは不思議な充実感を覚えた。竜騎士ドラグナーとしての本能だろうか。ここが最適な騎乗位置であることが確信できた。

「いいか、エーコ！」

　アッシュは左腕の〈星せい刻こく〉に向けて──〈星刻〉を通じてつながっているエーコに向けて、全身全霊をこめて叫んだ。

「今から、俺おれがお前を乗りこなす。乗りこなしてみせる！　アヴァロンの皇女だろうがなんだろうが、知ったことか！　大体、皇女ってなんだよ？　生意気だし、すぐに暴力は振るうし、寝ね坊ぼ助すけだし、クレープには目がないし、霜しも降ふり肉には大口開けてかぶりつくし、お前が皇女ってガラか？　たとえそれが事実だとしても、俺は認めない！　……ただひとつ、確かなのは──俺はお前の騎士で、お前は俺のパルだってこと。それだけだ！」

　その刹せつ那な、左腕をびっしりと埋め尽くしていた〈星せい刻こく〉に、新たな異変が生じた。

　夜空を染めるほどの光こう芒ぼうを放ったかと思うと、まるで生き物のように、模様が動いたのである。いや、厳密には増殖を始めた。

「な、なんだ……？」

　アッシュが戸惑っている間にも、〈星刻〉は左腕を起点に次々と広がっていき、アッシュの肌という肌を埋め尽くしていく。

　エーコとのつながりが、より強く、より深くなっているのだと、アッシュは気づいた。

　言葉は伝わらなくとも、自分はこうしてエーコと確かにつながっている……！

　だが、胸を熱くしたのも束つかの間ま、

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　モルドレッドが動いた。己おのれを拘束していた鎖の一部を引き千切ったかと思うと、再び二本足で立ち上がったのだ。

「あうっ……！」

　刹那、ルッカが悲鳴をあげた。モルドレッドが起き上がった拍子に風が唸うなり、ガウェインを巻きこんだのだ。なんとか宙に留とどまってはいるが、今にも墜落しそうな様子だった。それでも、ルッカは気丈にも叫んだ。

「わたし……大丈夫……だから！　アッシュは、エーコを……！」

　そのまま、ルッカとガウェインは滑空し、アッシュの視界から消えた。

「ルッカ……！」

　アッシュがルッカに向けて伸ばした手は、虚むなしく宙を切った。

　すかさず、夜空に展開していた聖竜マエストロたちが新たな鎖を飛ばし、モルドレッドの上半身を拘束する。

　だが、モルドレッドは身動きを封じられる寸前、首を鋭く縦に振った。

「うわあああああああああああっ！」

　足場がぐらりと傾いた直後、アッシュの身体は砲弾さながら、フォンティーン城に向けて吹っ飛ばされていた。

　──ウソ……だろ……？

　見る見るうちに、フォンティーン城の中央塔が迫る。

　この速度で、あんな石壁に激突したら……確実に死ぬ。

　──ここまで……なのか？　俺おれとエーコは……ここで終わってしまうのか？

　そのときだった。

『兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート……』

　全身に刻まれた〈星刻〉を通じて、呪じゆ文もんが聞こえたのだ。

『背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ……』

　それは間違いなく、エーコの声だった。

『草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール……』

　だが、今までの呪じゆ文もんとは違い、その一言一言は、ずしりと重い響きをともなっている。

『肘当コダル、前膊当アンテブラーソ、手甲マノーポラ……』

　どうしてだろう？　自然と勇気が漲みなぎってくる。

『股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ……鉄靴エスカルペ…………』

　やがて、呪文は最後の一言に向けて、一気に収束する！

『──拍車エスポラーソ！』

　フォンティーン城に激突する寸前、アッシュの身体は聖なる輝きに包まれた。

　まるで、天使の翼に包みこまれたような安らぎを覚えた。

　一瞬、天国にたどり着いたような錯覚さえ覚えたが、そんな安らぎを打ち破るように、脳裏にエーコの声が鋭く響いた。

『あたしの気持ち、ちゃんと受け取ってよねっ！』
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　目を開けると、アッシュはフォンティーン城の中央塔、その頂点に立っていた。

「俺おれは……助かったのか？」

　はるか前方には、二本足で立ち上がったまま、聖竜マエストロたちの鎖に束縛されたモルドレッドの威容がそびえている。

　九つの目は怒りに燃えて、真まっ赤かな星のようだ。必死で鎖を引き千切ろうとしてはいるが、夜空に布陣した聖竜マエストロたちも、そうはさせじと新たな鎖を生み出していく。

「この感覚……なんだ？」

　アッシュは不思議に思い、自分の身体を見下ろした。

　全身が熱い。魔力がみなぎっている。

　エーコが聖騎甲アークを与えてくれた──という確信とは裏腹に、アッシュが着用しているのは、ボロボロになった衣服のみだ。

　聖騎甲アークなど、その断片すら見当たらない。

　それでも、聖騎甲アークに守られているという安心感はあるし、全身の肌という肌を埋め尽くす〈星せい刻こく〉にしても、水を得た魚のように、活いき活いきと反応している。

　これは一体、どういうことだろう？

『ちょっと！　なにボケッとしてんのよ！　さっさと固有魔装を出しなさいよねっ！』

　再び、エーコの声が頭に流れこんできた。

「エーコか？　これは一体……どういうことだ？」

『そ、それは……』

　どういうわけか、エーコは押し黙ってしまう。なにやら恥ずかしがっているようにも感じられた。

　そんなエーコのあとを引き継ぐように、別の声が響いた。

『ふふっ。それはね、この子が自分の力で生み出した、オリジナルの聖騎甲アークなのよ。まだ未完成だし、形すら定まってはいないけどね』

「その声……ナヴィーか！」

『聖騎甲アークとは、竜族が己おのれの騎士に身も心も捧ささげると誓った証あかし。主人への想おもいの証明なの。あなたは今、名実ともにアヴァロンの騎士として認められたのよ』

『あっ、あたしはただ、自分の身体を取り戻したいだけよ！　べ、別に……あんたのためじゃないんだからっ！』

『あら、彼を想って泣いていたのは誰だれだったかしら？』

『うっ……うるさいわよっ！』

　なにやら口くち喧げん嘩かを始めたエーコとナヴィー。

　こんなときだというのに、アッシュは苦笑した。

　不安や恐怖といった負の想念が、うそのように消えていく。

　だが──次の瞬間、アッシュは魂を冷たい手で鷲わし摑づかみにされたような、嫌な感覚を覚えた。顔をあげると、モルドレッドの目が九つ、爛らん々らんと燃えながら、アッシュを睨にらみ据えている。

　その巨きよ軀くに比べたら、ノミにも等しいアッシュを、確かに警戒しているのだ。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　魔法の鎖に拘束されてなお、モルドレッドは上うわ顎あごと下した顎あごを開いた。

　と、その鼻先に光の球が芽生えたかと思うと、少しずつ膨張していく──。

　膨大なエネルギーの波動を、アッシュは知覚した。聖騎甲アークのおかげで、感覚が鋭敏になっているのだ。

　ナヴィーの警告が、アッシュの脳裏に響いた。

『マズいわ。たとえわたしと融合しなくても、今のモルドレッドは充分に強い……！』

「大丈夫だ。俺おれに任せろ！」

　アッシュはすかさず、固有魔装の情報を検索する。過去、何度か模造品の聖騎甲アークを装備した経験のおかげで、検索作業はすぐに終わった。

　アッシュは会心の笑みを漏らした。

　脳裏で像を結んだ固有魔装は、間違いなく、この地上で最強の剣に他ならない。

　アッシュは身構えると、呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

「万物を斬きり裂く鋼鉄はがねにして……」

　一言、一言を紡ぐたび、全身の〈星せい刻こく〉が熱く、激しく反応する。

「騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──」

　やがて、アッシュは手のひらに途方もない魔力を感じた。

　偉大なるアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けに代々伝わりし、唯一無二の宝剣が今、アッシュの手の内に顕現する。

「その銘は──エクスカリバー！」

　それは、剛と美とを兼ねそなえる巨剣にして、魔導兵器だった。

　白銀の柄には真しん紅くの千年綺華晶ミレニアムが埋めこまれ、絢けん爛らんたる輝きを放っている。

　聖剣を両手で構えると、アッシュは跳んだ。

　と同時に、モルドレッドもブレスを吐いた。

　首都を丸ごと、一瞬で焼き尽くせそうなほど、それは圧倒的な光球だった。ビリビリと紫電を放ちつつ、アッシュを目がけて直進する。

　背後にフォンティーン城と市街地が控えている以上、かわすわけにはいかなかった。

　否──かわす必要など、なかった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　アッシュは怯ひるむことなく、ブレスの塊かたまりに突っこんだ。

　その気迫に感応して、聖剣にはめこまれた千年綺華晶ミレニアムが燦さん然ぜんと輝く。

　その気迫に感応して、不定形の聖騎甲アークもまた、魔導出力を全開にする。

「斬きり裂けぇえええええええええええええええええええええええっ！」

　ブレスの塊に吞のみこまれる寸前、アッシュは渾こん身しんの一撃を放つ。

　──斬

　怒ど濤とうのごときエネルギーの塊を、左右に斬り裂きながら、アッシュはなおも上昇を続ける。視界は真まっ白しろで、もはやなにも見えない。

　聖騎甲アークの加護がなければ、細胞ひとつ残らぬであろう熱量の中を、それでもアッシュは突き進む。

　そしてついに、視界が開ける。

　真っ二つに両断されたブレスの塊は、それぞれ軌道を変えて、首都の両りよう脇わき──フォンティニヤ平原を爆撃した。

　壮絶な爆発が起こったが、それでも首都は爆風にあおられただけで、なんとか無事だ。

　アッシュは今、再び聖剣エクスカリバーを振りかぶり、モルドレッドの頭上を舞っていた。

　そのとき、アッシュの脳裏に不気味な声が響いた。

『……待て！　この身体を破壊すれば、アヴァロンの娘とて無事では──』

　九つの目が、なにかを訴えかけるように、必死でまばたきを繰り返している。

「はっ！　今さら命いのち乞ごいかよ……底が知れたな、モルドレッド！」

　アッシュは勢いを殺すことなく、降下する。

　もちろん、あれは元々、エーコの肉体だ。そんなことはわかっている。

　バカ正直に、この強力な聖剣を振り下ろすつもりはない。

　ただし、モルドレッドの精神を追い出すために、ほんの少し、エーコには我慢してもらう必要があった。

　エーコを殺すことなく、ただ無力化させる。

　そのためには、どこを攻撃すればいいのか。

　いちいち考えている余裕はなかった。

　今のアッシュは、自分とエーコの命だけではなく、首都に住む百万の命を背負っているのだから。脳裏に思い浮かんだ、たったひとつの可能性に、アッシュはすべてを賭かけることに決めた。

「行くぞ、モルドレッド！」

　アッシュは全速力で降下する。

『どういうつもりだ……？　汝なんじはジュリアスと同じく、〈竜殺しドラゴン・スレイヤー〉の道を歩むつもりなのか？　わからぬ、我にはわからぬ……！』

　もはや、アッシュはなにも答えなかった。答える必要すら感じなかった。

「神だろうと悪魔だろうと──」

　今、アッシュの剣とモルドレッドの頭部が、宙で交錯する。

「それがドラゴンである限り、乗りこなしてみせる！　ましてや──」

　エーコを解き放つ鍵かぎとなるであろう一点をめがけ、アッシュはエクスカリバーを一いつ閃せんさせた。

「自分のパルならなおさらだ！」

　金属が岩を断つような音と同時に、闇やみ夜よが真まっ白しろに染まる。

　斬きり落とされ、宙を舞ったのは、左の角だった。

「くぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」












　モルドレッドの絶叫が、闇やみ夜よにこだました。
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「ふふっ、モルドレッドの奴やつ、尻尾しつぽを巻いて逃げ出したわね。もっとも、幽体に尻尾はないけれど」

　モルドレッドの幽体が一直線に夜空を駆けて、東の方角に消えていくのを、ナヴィーは冷静に監視していた。

　国境の東側には、シェブロン王国の領土が広がっている。

「結局、シェブロン王国に逃げこんだのね……あいつが次の手を打ってくるまでに、なんとかしないとね。でも、今はアヴァロンの騎士を称たたえるのが先かしら」

　ナヴィーは気を取り直すと、微笑を漏らした。

　そのかたわらに、もはやエーコの幽体は見当たらない。




　アッシュが繰り出した斬撃は、エーコの左の角を直撃し、斬きり飛ばした。

　その刺激は、つい先月、満まん身しん創そう痍いだったアッシュが医務室に軟禁されていた頃ころ、エーコの角を甘嚙みしたときの感覚を、まざまざと思い出させた。

　その〝快楽〟が、エーコの精神を深層から引きずり出したのだった。

　心の記憶と、身体の記憶。

　両者がぴたりと一致したとき、エーコの精神は肉体の主導権を取り戻し、モルドレッドを追い出すことに成功したのである。

　滅め茶ちや苦く茶ちやな方法だし、成功する可能性は低かった。

　だが、エーコの身も心も、アッシュから受けた刺激を確かに覚えていたのだ。

　──ナヴィーは見た。

　まばゆいばかりの光が満ちあふれる中、巨竜の体たい軀くに変化が生じつつあった。

　漆黒に染まりきっていた毛並みが、少しずつ、白銀の輝きを取り戻していく。

　爛らん々らんと底光りしていた九つの瞳ひとみも、さわやかな真しん紅くを帯びた双そう眸ぼうに戻った。

　そして──

　フォンティーン城をも凌りよう駕がする巨体が、徐々に収縮していったかと思うと、ついにはピンクの髪をした、可か憐れんな少女の姿に戻ったのだ。

　その天使のような裸身を、アッシュが空中で優しく抱き留とめる。

　エーコは頰ほおを染めて恥じらいながらも、自分の騎士の背に、そっと手を回した──。





"Princess of Avalon ～A.S.B.1365.7～" is closed.








エピローグ









「はぁ、はぁ……」

　航空艦ベオウルフがエーコに踏みつぶされる寸前、間一髪で逃げ延びたアーニャは、フォンティーン市の地下通路内に潜伏していた。

　ホフマン博士をはじめ、艦内の乗員たちもかろうじて脱出を果たしたが、警備兵に呆あつ気けなく発見され、一網打尽となった。

　アーニャだけが、迫りくる警備兵を鞭むちで薙なぎ倒し、地下通路に逃れることができたのだが、精神的なショックは計り知れない。

　問題なのは、ミルガウスの真意だった。

　ベオウルフが破壊されたにもかかわらず、ミルガウスは姿を見せなかった。

　非常時には、複数の連絡手段を設定していたが、ミルガウスはなんの連絡もよこさない。ミルガウスの身になにかあったのだろうか？

　あるいは──しょせん、自分は捨すて駒ごまに過ぎなかったのだろうか？

「えぐっ……ひっく……」

　最悪の想像を思い浮かべたら、涙がこぼれた。いっそ大声をあげて、泣き叫びたい気分だった。

　その刹せつ那な、前方からいっせいに強烈な光が炸さく裂れつし、アーニャの視界を真まっ白しろにした。

「……くっ！」

　竜りゆう華が灯とうを改造したフラッシュ・ライトだ──と気づいたそのとき、

「帝国のネズミめ！　我らは騎士国の外人部隊じゃ！　大人しく投降すれば、命までは奪わぬ。捕虜として、国際条約に則のつとった待遇を約束しよう！」

　痛烈な声が、わんわんと反響する。なんとなく、聞き覚えのある声だと思った。

「その声……まさか!?」

　強烈なライトを直視せぬよう、腕で顔をかばいつつ、アーニャは前方に目をこらした。

　アーニャの予想通り、その女はバジリスクに騎乗していた。

　相変わらず童顔で小柄、幼女のような見た目だが、その威圧感は尋常ではない。

　女の周囲には、屈強の男たちが控えている。

　確か、あの女は〝断罪のアヴドーチャ〟を騙かたって教会占拠事件を起こし、現行犯で逮捕されたのではなかったのか？

　どうしてそんな女が、外人部隊を率いて、首都の警備に当たっているのだろう？

　やはり、当局の公式発表が偽りだったのだろうか？

　いや、そんなことはどうでもいい──と、アーニャは思い直した。

　今は、この場をしのいで逃げ切ることが先決だ。

「やるしか……ないわね」

　アーニャは右手の鞭むちを構えると、決死の覚悟で地面を蹴けった。




「ふう……まったく、手間をかけさせおって」

　バジリスクの背にまたがったまま、アヴドーチャは不満げにつぶやいた。

　少女の奮戦ぶりは予想外で、足もとには三人の隊員が転がっている。

　もっとも、アヴドーチャは八人もの部下を率いていたし、アヴドーチャ自身が、かつては世界各地で活動していた猛者である。

　勝負の結果など、最初から決まっていたのだ。

「それにしても帝国軍め、我が同胞を手先として使うとは……鼻持ちならんな」

　アヴドーチャはペットのバジリスク──〝クーちゃん〟の背から飛び降りると、うつぶせに倒れている少女に歩み寄った。

　少女は失神したまま、ぴくりとも動かない。

　アヴドーチャは懐中竜りゆう華が灯とうを手に、改めて少女を観察する。

　その容姿、民族衣装、そして鞭を駆使した戦いぶりは、まさしく山岳民族タンタロスに特有のものだ。アヴドーチャ自身、山岳地方の出身だったので、よくわかる。

「むっ！　このマフラーは……？」

　アヴドーチャは、少女のマフラーに目を留とめた。

「この網目模様……まさか！」

　アヴドーチャははやる気持ちで、少女の首からマフラーをはぎ取った。

　生地を丹念に調べていく。

　やがて、タンタロス文字をかたどった刺し繡しゆうが視界に飛びこんできた。

　──シャマラ・キルツカヤ。

「まさか、この娘が妾わらわの……!?」

　アヴドーチャは愕がく然ぜんとして、少女の顔を見つめた。

　目の前の少女は──生き別れとなった妹の面影を、確かに宿していた。





　　　　◇






　あれから一夜が明けた。

　本来ならば、今日は第七回大陸会議〈エリュシオン〉の当日のはずだったが、あんな騒ぎがあった以上、会議など続けられるはずもない。

　主催者である教皇ラクエルⅣ世は、会議の中止を宣言した。

　なおかつ、昨夜の事件についての調査を騎士王パラデインオズワルドに命じると、神殿艦エスペランザに乗りこんだ。

　まだ九歳でありながら、見事な指揮ぶりだったと、多くの者が感嘆の声をあげた。

　騎士国を発たったエスペランザに続き、各国の首脳陣も逃げるように帰国したが、ベオウルフを破壊されたクラウス・ヴィターハウゼンだけは、馬車で悠然と国境方面に向かったという。

　今後、ゼファロス帝国がどう動くのか。

　そして、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの姫であることが判明したエーコを、いかに扱うべきか──騎士国政府にとっては、頭の痛い日々が続きそうだった。





　　　　◇






　アッシュとエーコは、フォンティーン城内の客室に滞在していた。

「いてててて！」

　つい先日、退院したばかりだというのに、アッシュは再びベッドでの生活を余儀なくされている。

　別段、大おお怪け我がをしたわけではないし、全身に広がった〈星せい刻こく〉にしても、今は元に戻っている。

　宮廷付きの医師によれば、筋肉痛──その一言に尽きた。

　そう、エーコが初めて生み出したオリジナルの聖騎甲アークは、とんでもなく負荷の高い騎士甲かつ冑ちゆうだったのである。過去に装備した模造品とは、すべてが一線を画していた。

「……………………」

　ベッドの脇わきには、エーコがちょこんと腰かけ、寝たきりのアッシュを心配そうに見つめている。

　あんなことがあったせいか、いつもの覇気は感じられない。むしろ淑しとやかで、奥おくゆかしい雰囲気すら感じさせた。

　そんなエーコの表情を見ていたら、アッシュは鼓動が速まるのを感じた。

　元々、黙ってさえいれば絶世の美少女なのだ。

　そんなエーコの憂い顔は、一輪の白しら百ゆ合りのように楚そ々そとして、いつになく大人びた印象を感じさせた。

「ねえ……ほんとに大丈夫なの？」

　エーコが遠慮がちに訊たずねてくる。

　アッシュは全身の痛みに耐えながらも、苦笑した。

「その質問、もう三度目だぞ？」

「だって……つらそうだし。やっぱり、あたしのせいで──」

　アッシュは素早く、エーコの言葉を遮った。

「医者もただの筋肉痛だっていってたし、お前は全然悪くないよ。日ひ頃ごろの鍛錬不足が原因だな。アンサリヴァンに戻ったら、もっと身体を鍛えないと……。それよりも、俺おれのほうこそ……お前に謝らなくちゃ」

　アッシュは思い切って、上半身を起こした。背中から腰にかけて、ずきずきと痛みが走ったが、なんとか耐える。

「ちょっと、起きても大丈夫なの!?」

　アッシュはエーコの言葉を封じるように、エーコの角に手を伸ばした。

「……っ！」

　エーコはビクンと反応したが、逃げようとはしなかった。甘んじて、アッシュの指を受うけ容いれた。

　アッシュはいたわるように、角の表面を撫なでた。

「ごめんな……俺おれのせいで」

　聖剣エクスカリバーによる一撃は、少女の姿に戻ったエーコにも、少しだけ影響を及ぼした。

　まん丸な角の片方が、ほんの少しだけ、欠けているのだ。

　角に触れられた途端、エーコはそわそわと落ち着かなくなったが、

「べ、別に……こんなの、すぐに生えてくるわよ」

「そうなのか？」

「竜族の回復力を、甘く見ないでよねっ！」

「そっか……良かった」

　アッシュは心の底から安あん堵どした。

　やっぱりエーコの角は、まん丸で、つやつやと輝いているのが一番だと思う。

　そんなことを考えていたら、エーコのことが愛いとおしく感じられた。

　ほとんど無意識に、アッシュはエーコの身体を抱き寄せていた。

「ちょっ……！」

　エーコは真まっ赤かになったが、それでも抵抗はせず、大人しくアッシュの胸に頰ほおを押し当ててきた。甘い香りがふわりと広がったかと思うと、赤ん坊のように速い鼓動がトクトクと伝わってくる。

　アッシュの腕の中で、エーコは全身をカッと熱くしていた。今にも湯気がたちそうなほど、頰を染めている。

　そんな初々しい反応を見ていたら、ますます愛おしさが募り、アッシュは両腕に力をこめた。

「俺はお前の騎士だ。なにがあってもその事実は変わらない。だから、これからも──」

「……そんなの嫌。絶対に、嫌！」

　意外な返事に、アッシュはきょとんとした。

「そ、そりゃあ……あんたにとって、あたしはパルで……あたしにとって、あんたは騎士……そ、それはそれで嬉うれしいけど……」

　エーコは恥ずかしそうに、口ごもっている。

「だ、だけど……それだけじゃ嫌なの。もう満足できないの！　あたしにも、よくわからないんだけど、とにかく嫌なの！」

　エーコは切羽詰まった口調で告げると、アッシュに迫ってきた。

「ねぇ……竜種の記憶ドラグワースを検索してもわからない、この気持ち……あんたにはわかる？」

「そ、それは……！」

　真しん紅くの瞳ひとみが不安げに揺れて、かすかに濡ぬれて、アッシュを一心に見上げている。

　そして、真珠のような歯を覗のぞかせた、桜色の唇がつややかに光っている。

　いつしか、アッシュはその唇から目が離せなくなっていた。

「エーコ……」

　アッシュはあえぐようにつぶやくと、エーコの顔を覗きこんだ。

　エーコはアッシュの意思を察したのか、そっと目を閉じた。

　アッシュもまぶたを閉ざすと、少しずつ、少しずつ、顔を近づけていく……。

　その瞬間──ばたん！　と扉が開け放たれて、

「こら！　怪け我が人にんの分際で……なんという破廉恥な！」

　真っ先に叫んだのは、シルヴィアだった。ベッドの上で抱き合ったアッシュとエーコを前に、ぴきっと硬直している。

　そんなシルヴィアのかたわらには、ルッカが楚そ々そとして控えていた。

　一度は墜落の危機に襲われたとはいえ、そこはエクブラッドの一族が誇る天才少女だけあって、無事だったのだ。

　ルッカはしばらく無言のまま、紫水晶にも紛まごう瞳をアッシュに向けていたが、

「……獣姦？」

　清純な顔をして、ぼそりと、とんでもない言葉を漏らした。

「なっ、なにをいってるんだよ！」

　アッシュは頰ほおに熱を覚えながら、エーコの身体から手を離した。

「なんなのよ、もう……！」

　エーコも真まっ赤かになって、転がり落ちるようにベッドをおりた。

「そ、それより……なにか用か？」

　アッシュが遠慮がちにたずねると、シルヴィアはきりきりと眉まゆを吊つり上げた。

「お前が怪我をして寝たきりだと聞いたから、様子を見に来てやったのではないか！　それを、いうにことかいて……なにか用か、だと!?」

「わわっ、すまん……」

　シルヴィアの剣けん幕まくに、アッシュは気け圧おされるばかりだった。確かに、今のは失言だったと反省する。

「そ、そうだ……ジュリアス王子のことだけど……」

　シルヴィアの顔を見ていたら、アッシュはジュリアスのことを思い出した。やはり兄妹だけあって、その顔立ちはよく似ている。

　アッシュをエーコに騎乗させるため、自ら魔ま導どう艦かんシルヴァヌスを駆ったジュリアス。墜落し、火柱を上げて爆発したシルヴァヌスの姿が、脳裏をよぎった。

　ジュリアスの最期を思い出した途端、アッシュは胸がつぶれそうになった。シルヴィアにとっては、十年ぶりの再会だったというのに……。

「──僕がどうかしたのかい？」

　そのとき、半開きだった扉から、ひょいと顔を出した青年を見るなり、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「ジュリアス王子……!?」

　一瞬、幽霊に出くわしたのかと思った。

　だが、室内に入ってきたのは、まぎれもなくジュリアスその人だった。ただし、さすがに素顔で城内を歩き回るのはマズいと判断したのか、例の仮面を装着している。

「無事だったんですね！　でも、あの状況でどうやって……？」

　アッシュがたずねると、ジュリアスは苦笑した。

「操縦不能になった直後、僕も落下傘で飛び降りたんだよ。間一髪だった」

「そうだったんですか……本当に、良かった」

　安あん堵どするアッシュとは対照的に、ジュリアスは表情を引き締めた。

「いや、あまり喜んではいられない。僕は確かに感じたんだ。モルドレッドの幽体が、東の空に向かって、一直線に飛んでいくのをね……」

「……どういうことです？」

「おそらく、あいつはシェブロン王国に入ったのだろう。決して、消滅したわけではないんだ。アヴァロンとネハレンニアの闘争は、まだ終わってはいない」

「そんな……」

　ジュリアスの冷静な言葉に、アッシュは鈍器で頭を殴られたような衝撃を受けた。

　もっとも、冥竜王と呼ばれるほどの相手が、あの程度の攻撃で死ぬとも思えない。

　アッシュの放った斬撃は、モルドレッドを殺すためのものではなかった。あくまでも、モルドレッドからエーコの肉体を取り戻すための攻撃だったのだ。

「アッシュ……？」

　よほど深刻な顔をしていたのだろうか。いつの間にか、エーコがアッシュの顔を覗のぞきこんで、心配そうに声をかけてきた。

「いや、大丈夫だ。たとえモルドレッドが再び現れたとしても、俺おれがお前を守る──絶対にだ」

　そんなエーコを安心させるように、アッシュは微笑ほほえんだ。

「！」

　たちまちエーコは頰ほおを染めると、もじもじとして、うつむいてしまった。

　そんなエーコの頭を撫なでてやりながら、アッシュは窓の外を眺めた。

　昨夜はあんなことがあったというのに、空はさわやかに晴れわたっている。

　……確かに、問題は山積みなのだろう。

　シェブロン王国に逃げこんだモルドレッド。

　騎士国が保有する巨竜によって、自国の大型航空艦を破壊されたと主張するゼファロス帝国。

　そして、アヴァロンとネハレンニアの両家による、世代を超える闘争の歴史……。

　これからのことを考えるだけで、気が遠くなりそうだった。

　だが、まずはアンサリヴァンに帰って、ゆっくり休みたい──すべてはそれからだと、アッシュは心から願うのだった。





"The Knight of ECO IV" is closed.














あとがき




　今年も原稿を書いていたら、いつの間にか誕生日を過ぎていた瑞みず智ち士し記きです。ちなみに三月生まれの魚座……なんて話はともかく、過去最大の盛り上がりを見せた第四巻、いかがだったでしょうか。作者にとって、ずっと書きたかったエピソードでもあります。ご意見ご感想、お待ちしております！




　突然ですが、ここで重大発表があります。

　なんと、『星せい刻こくの竜騎士ドラグナー』のコミカライズが決定しました！

　掲載誌はもちろん、月刊コミックアライブ。この第四巻と同時期に発売される六月号から、連載開始となります。

　漫画制作を担当して頂くのは、ＲＡＮさん。最初に頂いたラフ・スケッチを拝見した瞬間、「この方なら信頼できる！」と確信しました。

　原作小説ともども、楽しんで頂ければ幸いです。

　エーコの誕生を、コミックでもう一度！




　それでは謝辞を。今作でも、多くの方々のお世話になりました。

　担当の庄しよう司じさん。微に入り細を穿うがつお仕事ぶりには、いつも頭の下がる思いです。数々のアドバイスには、いつも助けられています。

　〆しめさばコハダさん。表紙のアーニャを拝見したときには、可愛かわいさのあまり悶絶しそうになりました。今作でも作者の細かい要望にしっかり対応して頂き、感謝感激しております。何度でもいいますが、〆さんのイラストなくして『星刻』は語れません！

　漫画家のＲＡＮさん。今後、『星刻』の世界をどのように表現して下さるのか、楽しみでなりません。

　コミカライズに際しては、月刊コミックアライブ編集部の高たか橋はしさんと中なか村むらさんにも、多大なご尽力を頂きました。今後ともよろしくお願いいたします。

　そして絶対に忘れてはならないのが、読者の皆様。頂戴したお手紙やメール、モバイルアンケートのご回答など、いつも真しん摯しな気持ちで拝読しております。

　まだまだ書き足りませんが、本作に少しでも関かかわって頂いたすべての皆様に、厚く御礼申し上げます。




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻、夏休み篇。アッシュの前にマザー・ドラゴン現あらわる!?
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